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配置図 　S=1/400

１. 業務概要、敷地及び建物概要

　豊橋市消防本部中消防署は、建築29年を経過し、建物の更新時期を迎えている。豊橋
市においては、建物の目標耐用年数を80年とし、老朽化対策、執務環境の向上、環境対
策等の機能向上を一体的に行う大規模改造を予定されている。
　本業務では、機能性、経済性、ニーズの変化、工事中の業務継続性などに対して様々
な調査を行いながら豊橋市消防本部中消防署の大規模改造計画を策定する。

■中消防署調査・基本計画策定業務【R5年度】

■中消防署調査・基本計画改訂業務【R7年度】

　豊橋市にてR5年度に「中消防署調査・基本計画策定業務」とは別に「防災拠点施設地
震対策事業継続調査(中消防署)」が策定された。現消防署は耐震安全性の分類がⅠ類に満
たないためⅠ類とするための構造検討を行う業務であったが、層間変形角1/150以下を要
するところ現状はX軸:1/48、Y軸:1/46で大幅に性能が足りておらず、建替案・免震レト
ロフィット案・耐震補強案が挙げられた。しかしながら予算やプランの制約等より各案
採用困難であり、現状の建物躯体で先50年使用する方針で確定している。
　現状の建物躯体は耐震安全性の分類Ⅰ類に満たないが、「防災拠点施設地震対策事業
継続調査(中消防署)」における調査結果を参考とし、可能な範囲で建築非構造部材及び建
築設備等の耐震性向上の改修計画を策定し、R5年度業務を改訂する。

地名地番　：愛知県豊橋市東松山町２３
敷地面積　：2,246.57 ㎡（駐車場除く）
用途地域　：近隣商業地域
防火指定　：準防火地域

施設名　　：中消防署
建設年月日：平成 5年 2月 28 日
構造種別　：鉄骨鉄筋コンクリート造　地下１階地上７階建て
延床面積　：6,710.701㎡（内中部生涯学習センター 845.264 ㎡）

（１）業務概要

（２）敷地及び建物概要



豊橋市消防本部中消防署　大規模改造計画書 ２.調査報告書、　３．調査結果 3

株式会社　伊藤建築設計事務所

■外壁調査
調査目的
　外壁改修工事の基礎資料とする為、外装仕上げ材等の経年劣化による損傷の調査を行い、劣化の種類及び劣化の範囲を特定する。

調査範囲
　外壁、軒裏、笠木、バルコニー等に対して適用する。

調査方法
　タイル、石貼り等（乾式工法によるものを除く）モルタル等による外　装仕上げ材の調査は、地上、及びバルコニー等から手の届く
範囲で打診棒を用いた打診法で行う。上記以外の仕上げ材については目視法による調査を行う。
　調査打診音を正確に聞き取れない強風時及び騒音時等は、調査作業を中止する。また、調査打診音を正確に聞き取るために、連続し
た長時間の調査は行わないものとする。
　打診に使用するハンマー等は、下地モルタルの厚み及び仕上げ材の硬度等材質に応じたテストハンマー ( 外壁調査用 ) また打診棒とす
る。なおハンマー等には、調査時の落下防止措置を講ずること。
　調査により剥離、著しい白華、ひび割れ、浮き等不良が認められた部分はマーキングをして図面上に表示し、写真撮影を行う。 

調査結果
　外壁調査を行った結果、外壁タイルの浮きやひび割れ、欠損が見受けられた。タイルの浮き・ひび割れ・欠損による脱落の危険性が
今後考えられる。タイルの浮きやひび割れ、欠損の調査数量表及び調査位置については、【別添資料】外壁調査報告書（劣化数量総括表）
による。

１）

２）

■調査内容
本業務において、外壁調査・アスベスト調査（書面調査のみ）・現地確認調査の３つを行った。

■改造の必要性について
３つの調査より、改造の必要性について下記の表にまとめる。

※設備に関する計画更新年数については、【別添 . 設備機器表】による。

※設備に関する計画更新年数については、【別添 . 設備機器表】による。

１）

３）

４）

３）

４）

■アスベスト調査（書面調査のみ）
調査目的
　既設図面より石綿含有の恐れのある建材の有無を抽出し、目視調査の基礎資料とすることを目的とする。

調査範囲
　中消防署地下１階~７階及び屋上、外部を含めた敷地内全て。

調査方法
　既設図面等から書面上の石綿含有疑義建材を抽出する。

調査結果
　既設図面及び※石綿障害予防規則の解説　第３条（事前調査及び分析調査）に基づき、調査を行ったところ 469 部位がアスベスト含
有の恐れがある結果となった。

１）

２）

■現地確認調査（不具合、老朽化など）
調査目的
　建物の大規模改造計画を行う上で、現状の不具合箇所や老朽化して利用しにくい場所などを特定することを目的としています。

調査範囲
　中消防署地下１階~７階及び屋上、外部を含めた敷地内全て。

１）

２）

調査方法
　目視による調査及び『平成 31 年版　建築物のライフサイクルコスト（第２版）』　に基づき、不具合箇所及び老朽化の箇所を抽出。

調査結果
　建築、電気設備、機械設備においては、主に以下の内容が挙げられる。

３）

４）

建築

区分

トイレ ユニバーサルデザインに配慮されたトイレプランになっていない。

電気設備
※

※
機械設備

受変電設備 計画更新年数を超過している。

非常用発電機 計画更新年数を超過している。

電灯設備

自動火災報知設備

空調設備

換気設備

衛生設備

計画更新年数を超過している。

計画更新年数を超過している。

自動火災報知設備

一部不具合により更新されているが、多数の空調設備は計画更新年数を超過している。

一部不具合により更新されているが、多数の換気設備は計画更新年数を超過している。

計画更新年数を超過している。

内装 全体的に老朽化している。（新築時より改修はされていない）

EV 愛知県人にやさしいまちづくり条例に不適合の項目がある。※一部建築基準法の安全に関する項目が不適合。

EV 老朽化及び巻上機と電動機、プリント板の部品供給が停止されている。※メーカヒアリングによる。

該当箇所 不具合・老朽化の内容

建築

区分

トイレ バリアフリーの観点から、トイレのプラン変更を行う必要性あり。

電気設備

機械設備

受変電設備 機器の計画更新年数を超過し、保全方針として「予防保全」に該当するので改修を行う必要性あり。

非常用発電機 機器の計画更新年数を超過し、保全方針として「予防保全」に該当するので改修を行う必要性あり。

電灯設備

空調設備

換気設備

衛生設備

機器の計画更新年数を超過し、保全方針として「予防保全」に該当するので改修を行う必要性あり。

機器の計画更新年数を超過し、保全方針として「予防保全」に該当するので改修を行う必要性あり。

機器の計画更新年数を超過し、保全方針として「予防保全」に該当するので改修を行う必要性あり。

機器の計画更新年数を超過し、保全方針として「予防保全」に該当するので改修を行う必要性あり。

機器の計画更新年数を超過し、保全方針として「予防保全」に該当するので改修を行う必要性あり。

内装 老朽化及び建物の長寿命化の観点から内装改修を行う必要性あり。

EV バリアフリーの観点及び既存不適格、部品の供給停止により改修を行う必要性あり。

外装 外壁調査の結果から、外壁タイルの脱落防止を行う必要性あり。

該当箇所 改造の必要性

※

※

【R5 年度】２. 調査報告書、３. 調査結果
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株式会社　伊藤建築設計事務所

建築非構造部材に関する耐震対策について 2025(令和7)年7月31日

SRC造、地上7階＋塔屋1階＋地下1階
最高高さ35.16ｍ
層間変形角（最大）︓X軸方向1/48、Y軸方向1/46

部位 番号 項目 所見・ヒアリング内容 対策内容（案）

外壁 1-1 磁器質タイル張 R5年度調査時点で浮き等があり、剥落防止等の対策が必要。 （比較表による）

1-2 アルミパネル､パンチングメタル 一般的な対策なし ・外壁シール改修時に、固定箇所の検査を実施

1-3 折板屋根 一般的な対策なし ー

建具 2-1 アルミ製カーテンウォール

一般的には設計上の許容層間変形角は1/100～1/150程度。
メーカーにヒアリングしたところ、竣工年頃の仕様でも1/50変形でガラスが落下しない程度のエッジクリアランスが確保され
ている可能性はあるとのこと。
施工時の製品設計資料などがあれば確認・ヒアリングが可能だが、資料がない場合は現地調査等による判断は困難。
また、地震時の躯体の挙動やガラス・シールの状態によっては計算上問題無くてもガラスが割れる可能性はある。

2-2 アルミ製建具
一般的には許容層間変形角は1/100～1/150程度。
メーカーにヒアリングしたところ、竣工年頃の仕様の場合1/50変形した際にはガラスとサッシが干渉し、ガラスの落下・破損
の恐れがある。

2-3 鋼製窓（内部） 造作のため既設の状況確認は困難だが、1/50変形した際にはガラスとサッシが干渉し、ガラスの落下・破損の恐れがある。 ・飛散防止フィルム張り

2-4 トップライト（市民館）
トップライトのガラスが割れた際、上階にいる人がトップライトから下階に転落しないよう、ステンレスネットを設置する対
策は可能。
ただし、トップライトの網入板ガラスは割れや変形で破損し、ガラスの破片等は下階に落下する可能性がある。

①トップライト下に落下防止ネットを新設
　→ガラスの破片等があるため完全な対策にはならない
②トップライトを取止め金属屋根等で閉塞
　→採光はなくなるが法的には問題ないと想定

2-5 扉
層間変形角1/120までは耐震ドアに更新することで対応可能。
但し、それ以上の傾きの場合は開閉困難となる可能性がある。

・一部扉を耐震ドアへ更新
※耐震ドアは製作限界寸法W900xH2200程度(片開き戸
のみ)であり、鋼製建具のため日常使いの扉にしては重
くなる。
避難経路となる階段室など、採用箇所の検討が必要。
※被災時に開閉困難となる可能性が残る

2-6 鋼製シャッター

昨今の鋼製シャッターは耐震構造(地震時のスラット、シャフトの落下防止がされたもの)となっているが、当時は耐震構造の
想定がなかった。
既設撤去の上、耐震構造のシャッターを新設することで落下防止対策は可能。
また、既存のレールの躯体支持固定を増やすことでの補強も可能。（脱落対策）
但し、現行製品でも躯体の変形による歪みを想定した開閉試験等は実施しておらず、1/50変形すると開閉困難と考えられる。

①既設のレール支持補強
②落下防止仕様のグリルシャッターに更新
　(地下1階は落下防止仕様の鋼製シャッターに更新)
※いずれも被災時に開閉困難となる可能性が残る

2-7 オーバースライダー

シャッターのように耐震構造まで検討した製品がないため、主に水平レール・垂直レールの躯体支持固定を増やすことで補強
し、脱落の危険性を低減する程度の対策となる。
現状が既に開閉しづらい等の不具合がある場合は更新が望ましい。
但し、現行製品でも躯体の変形による歪みを想定した開閉試験等は実施しておらず、1/50変形すると開閉困難と考えられる。

①既設のレール支持補強
②落下防止仕様のグリルシャッターに更新
※いずれも被災時に開閉困難となる可能性が残る

内壁 3-1 ｺﾝｸﾘｰﾄ下地 陶器質タイル張 内部のため天井高の範囲内であり、外部より危険性は低い。 ー

3-2 CB下地 モルタル＋塗装等 CB積の配筋・上部頭繋ぎとの接続等状況不明だが、地震時には転倒/崩壊の危険性があると想定される。
・CB積撤去、乾式壁新設
※地下の機械室等について対応の有無を要検討

3-3 LGS下地 ボード張り

間仕切壁のLGSについては、耐震構造の製品はない。水平震度を割増で検討することである程度の耐震性は向上。
天井の耐震性能を考慮すると、間仕切壁が天井に取り付いてしまうと影響があるため、壁下地はスラブtoスラブとする必要が
ある。
※準構造天井であれば壁を天井までとすることも可能。
壁のボードは1/50変形すると割れる恐れがある。ボード間に目地を取ることである程度の対策は可能だが、遮音性など壁の性

・間仕切壁の更新（下地LGS共）
　→プラン変更がない範囲を含める

3-4 ｺﾝｸﾘｰﾄ下地 御影石張
固定方法（ロッキング・スウェー等）不明、1/50変形には追従しないと想定されるため、地震時には脱落の危険性があると想
定される。

・御影石を撤去、乾式壁新設

4-1 LGS下地 ボード張り
現状は一般的な仕様となっており、耐震性が確保された計画とはなっていない。
なお、７階講堂は図面上天井高さが6m丁度のため、法規上の特定天井には該当しないと考えられる。

（比較表による）
※スケルトン天井も可能だが、隣室・天井裏空調設備等
との防音性能低下などが想定される。また、天井裏を塗
装等した場合には天井耐震化に近いコストがかかる可能
性もある。

4-2 ブラインドボックス 一般的な対策なし ー

5-1 外部サイン 固定方法不明
・撤去が望ましい
※下にバルコニーがある箇所も有り

5-2 ステンレス製タラップ 一般的な対策なし ー

5-3 外構壁 御影石張り（帳壁） 固定方法不明
①石張り撤去、塗装等による改修
②花壇等を設けて歩行者との離隔を確保

5-4 外構壁 石器質タイル張り（帳壁）R5年度調査時点で浮き等があり、剥落防止等の対策が望ましい。
（比較表による）
※高さ1.5m程度のため優先度は低いと考えられる

株式会社 伊藤建築設計事務所

①カバー工法での改修【コスト高】
　→ガラスの有効開口が減少し、排煙･採光･消防無窓等
　　の法的事項の再確認が必要
　　新設時に現在の仕様を維持できない可能性がある
②飛散防止フィルム貼･ガラスシール更新【コスト低】
　→完全な対策ではないが、破損時の危険性を低減
　　なお、バルコニーに面していない箇所は地上に植栽
　　帯等を設けて離隔をとることが望ましい。
※サッシ全体の撤去新設は周辺躯体ハツリが必要とな
り、居ながら改修・躯体補強不可の今回のケースでは採
用困難。

建物概要

天井

外部
その他

※防災拠点施設地震対策事業継続調査(中消防署)より

２. 調査報告書、３. 調査結果 【R7 年度】

■調査内容
　本業務において、建築非構造部材耐震化改修方法の検討を行った。

凡例： 選定工法■建築非構造部材一覧表・項目別耐震化対策

調査目的
　建築非構造部材のうち、地震時に落下・破損のおそれがある部分を把握し耐震化改修

の範囲を検討する。

１）

調査範囲
　敷地内全体とする。但し、家具等の備品は除く。

２）

調査方法
　既存資料（設計図、防災拠点施設地震対策事業継続調査(中消防署)）より建築非構造

部材の確認を行う。既存資料にて確認できない天井下地の状況や、設備基礎の緊結状況

は目視調査を行う。各建築非構造部材において、建物規模・想定される層間変形角を踏

まえメーカーヒアリング等を実施し、可能な範囲で耐震化改修方法を検討しまとめる。

３）

調査結果
調査結果、メーカーヒアリング等は下記による。

・建築非構造部材一覧表・項目別耐震化対策（右表）

　　・軽量鉄骨下地改修工法　比較表（５頁）

　　・外壁タイル改修工法　比較表（６頁）

(参考資料)

・外壁タイル改修(ウレタン樹脂塗膜工法)　改修フロー（７頁）

・外壁タイル改修(ウレタン樹脂塗膜工法)　事前試験（８頁）

・確認事項によるメーカーヒアリング結果（９頁）

建築非構造部材の耐震性は構造躯体の状況による部分が大きく層間変形角1/50程度

を想定する場合、充分な性能の確保は難しいため、耐震化改修後でも落下や破損の

おそれがある。本計画書で示す改修内容は、改修前と比べ落下や破損による危険性

の低減を目的とするが、地震時の安全性を担保するものではない。

※

４）
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特定天井告示対応 適用除外可能 非対応 非対応 適用除外可能

支持ピッチ 目安＠900㎜ ＠900×900以下 ＠900×900以下 ＠910×910㎜以下

特徴

・建物（構造体）と一体化した天井で、吊り天井ではない
　為告示771号から適用除外として取り扱える
・支持構造部（C鋼）はC-100×50×20×2.3のみ標準対応
※支持構造部、仕上材は建築工事

・設計用水平震度に応じた設計が可能なメーカー基準の
　耐震天井
・施設の用途に合わせた天井の耐震化ができる、安全性
　の高い天井下地工法

・官庁施設に用いられる建築設計基準（令和元年度改訂版）
　に対応
・「クリップの接合部の衝撃試験」で性能を確認した
　クリップを使用して、接合部を緊結させる天井

・軽量かつ省施工な天井仕上材「エアリライト®」に
　ボルト固定式の接合部材を組み合わせた『軽量・安全
　な天井工法』
・標準対応は平天井のみ

・告示771号から適用除外できるため特定天井エリアでも ・設計用水平震度に応じた設計が可能 ・パーツ(クリップ・ハンガー)を補強する事により天井補強 ・下地材の接合部にボルト固定式のハンガー・クリップ
　採用可能 ・天井下地メーカーにて計算書の作成 　対策ができる 　を使用することにより、下地材の落下低減効果が向上
・使用する部材数が少ないので関係者の意思疎通が容易  (ブレース負担面積の算出)が可能 ・「クリップの接合部の衝撃試験」で性能を確認している為 ・天井下地材の落下低減を考慮し、且つ単位面積質量
・支持構造部さえ配置出来れば、ある程度天井形状に 　試験成績書の提出が可能 　2kg/㎡以下の設計が可能
　融通が利く ・パーツ補強のみでブレース設置がない為、天井裏の設備 ・仕上げ材が下地から外れても、地面までの落下を防止
・下地材でレベル調整可能（±7.5mm)可能 　と干渉する可能性が低い 　できる、落下防止ワイヤーを取付可能(オプション)

・支持構造部は C100×50×20×2.3 のみ ・平成25年国土交通省告示第771号に非対応の為、 ・耐震ではない為、地震に対して定量的に性能を示す ・仕上材のエアリライトは吸音性のN.R.C値が0.1と低い
・支持構造部なりにしか天井下地が取付かない 　天井下地メーカー独自の方法としてご理解頂き、 　計算書等の資料提出ができない 　ため、使用箇所には注意が必要
・支持構造部を既設躯体に接合する必要が有り対応困難 　検討頂く必要がある 　※クリップの試験成績書の提出は可能 ・外周部が壁等で囲まれていない場合は使用不可
・荷重が大幅に増加するため耐震性能が低下する恐れ有り ・天井裏の環境によってブレース設置が困難な可能性がある ・単位面積質量2kg/㎡以下を実現する為に、複雑な形状や

・面積が小さい部屋は耐震ブレースが入らないため不可 　特殊形状の天井は対応できない可能性が高い

\13,000/㎡～
※支持構造部、仕上げ材別途

(参考：岩綿吸音板 3,000円/㎡)

\11,000/㎡～
※仕上げ材別途

(参考：岩綿吸音板 3,000円/㎡)

\10,000/㎡～
クリップ以下のみ更新する場合:\9,500/㎡～

※仕上げ材別途
(参考：岩綿吸音板 3,000円/㎡)

\25,000/㎡～

× 〇 〇 △

※上記比較資料の記載事項は、躯体が健全な場合を想定した内容となっています

備考

耐震Power天井

注意点

概算設計価格
※既設撤去費は除く

メーカー仕様耐震天井

無し あり(天井変位量+建物の層間変位)

準構造耐震天井

総合評価

建築設計基準対応

緊結在来天井

無し(設けてはいけない)

斜視図

概要

クリアランス

設計方針 軽量柔軟な天井

工法名・製品名称 軽量エアソリッド天井

無し(設けてはいけない)

メリット

アジャストソエル 7階講堂に採用予定 7階講堂以外に採用予定

２. 調査報告書、３. 調査結果 【R7 年度】

■建築非構造部材一覧表・項目別耐震化対策

　・軽量鉄骨下地改修工法　比較表

凡例： 選定工法
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■比較提案資料（外壁改修）

Ａ ウレタン樹脂塗膜工法 Ｂ ポリマーセメント系剥落防止工法 Ｃ アンカーピン工法 Ｄ アルミパネル工法 Ｅ 撤去工法

　・特殊アンカーでタイルを躯体に固定し、1成分 　・特殊アンカーでタイル・モルタルを躯体に固定 ・浮き部を全ネジ切りのステンレスアンカーピンと 　・タイル面の上にステンレス下地(L=3×30×30) 　・既設タイルを全面撤去し、モルタルにて外壁

　　形ウレタン樹脂でタイル面を被膜する。 　　し、カーボンファイバー配合ポリマーセメント 　エポキシ樹脂で躯体コンクリートに部分的に 　　をあと施工アンカーで躯体に打ち込み、アルミ 　　面を補修モルタル上に外装仕上塗材を新設

　　意匠性を保ちながら剥離防止をする工法。 　　モルタルとビニロン繊維三軸ネットにより剥離 　固定し、浮き部全体の剥落を防止する工法。 　　パネルを取り付ける工法。 　　する工法。

　　(コニシ アクアバインド工法) 　　防止する工法。(コニシ カーボピンネット工法)

〇 〇 〇 × △

R5年度業務での選定工法　

※上記比較資料の記載事項は、躯体が健全な場合を想定した内容となっています

△
・アンカーピン打設時に騒音が発生する。
・最終的に塗装仕上げとなるため、既設がタイル張り仕上げ
の場合、意匠が変わる。
・実績が豊富(25年以上、2025年時点)
・重量が5～6kg/㎡増加するため、耐震性能が低下する恐れ
あり。

既設がタイル張り仕上げの場合、変更有

〇 既存のサッシ廻りの納まりに変更なし。

× 効果なし。

タイル仕上げは残らないため、タイル張替の
必要なし。
浮きはピンニングにて固定する。

案

イメージ

意匠的な変更なし。 △ 変更有 △ 変更有

撤去〇

× 既存のサッシ廻り、防水、笠木の納まりにつ
いて検討が必要。 × 既存のサッシ廻り、防水、笠木の納まりにつ

いて検討が必要。

× 効果なし。 △

〇 既存のサッシ廻りの納まりに変更なし。

シールの経年劣化などにより破断した場合、
パネルの裏に水が侵入し漏水する危険性があ
る。

△ 経年劣化等により、モルタルの裏に水が侵入
し漏水する可能性がある。

× シールから発生する汚れがパネルに付着する
為、定期的な清掃が必要。 × タイル全面撤去は大量の廃棄物が発生する。

タイル撤去時に躯体を傷める危険性がある。

吸水
防止性 〇 樹脂コーティングにより水密性が高まり、現

状以上の性能となる。

その他 〇
トップコートは着塵しにくく、高耐候のため
美観の維持が期待できる。将来的にトップ
コート、主材層は必要に応じて塗り重ねるこ
とで延命が可能。

× 部分的な注入であるため浮きは残ったままに
なる。× 別途塗装仕上げが必要。

仕　様

意匠性 〇 ウレタン塗膜は透明である為、
意匠的な変更なし 〇△

納まり 〇 既存のサッシ廻りの納まりに変更なし

金　額
18,600円／㎡

＋6,000円/㎡(目地詰め)

26,200円／㎡
※3割程度の浮きがあると仮定
＋ひび割れ欠損タイルの貼替

27,000円／㎡ 15,000円／㎡
18,800／㎡

+4,000円/㎡(塗装仕上)

× パネル裏側でタイル剥落があった場合、パネ
ル面に不具合が生じる可能性がある。 ×既設タイル補修 △

タイル面が見えるので、欠損タイル/ひび割れ
しているタイルは張替える必要がある。浮き
タイルはピンニングにて固定する。

×
タイル面が残るため、欠損タイル/ひび割れし
ているタイルは張替える必要がある。
補修範囲外は将来的に剥落の恐れがある。

― △ ―

総合評価 〇 △ × △

保　障 〇 剥落保障：10年(3社連名保証)
+第3者賠償責任保険 〇 △〇 剥落保障：10年(3社連名保証)

+第3者賠償責任保険

備　考

・アンカーピン打設時に騒音が発生する。
・プライマー施工時に溶剤臭が発生する。
・中塗り、トップコートは水性のため臭気が少ない。
・膜厚検査による品質管理が可能。
・寒冷地、冬季施工に強い溶剤タイプのラインナップあり。

・穿孔数が多い為、騒音・粉塵が多い。
・注入圧による共浮きが発生する恐れがある。
・補修範囲外は将来的に浮き・はく落の恐れあり。

・アンカーピン打設時、サッシ廻りハツリ時に騒音が発生す
る。

・アンカーピン打設時、サッシ廻りハツリ時に騒音が発生す
る。

２. 調査報告書、３. 調査結果 【R7 年度】
凡例： 選定工法

■建築非構造部材一覧表・項目別耐震化対策

　・外壁タイル改修工法　比較表
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トップコート塗り替え
アクアバインド工法
全面再施工…※1

カーボピンネット工法
全面再施工

ボンド アクアバインド工法施工部　次回改修フロー

施工部の引張接着強度試験
1)

施工部の膜厚検査
2)

　平均0.5N/mm2以上
　かつ最低160µm以上

是正措置

従来の補修工法
3)
に従い補修を行う。

必要に応じて塗膜の撤去
4)
を行う。

　　　　外観目視による調査
・剥落防止層の剥離や施工部の剥落
・剥落防止層の浮き上がり
・剥落防止層のひび割れ
・アンカーピンの浮き上がり
・アンカーピン周囲のひび割れ
・タイル及び躯体コンクリートのひび割れ

劣化現象

　　　　　　　　　　　　　　　　劣化箇所の補修
剥落防止層の劣化
→劣化部塗膜撤去後、見切りよく部分的に再施工
タイル又は躯体のひび割れ・欠損
→標準施工マニュアルに従い補修後、見切りよく部分的に再施工

打診調査
5)
による下地劣化状況の確認

0.25m2以上の浮き
　　　　　　　　　　　是正措置

0.25m
2
以上の浮き部を特定し、

下記工法で補修を行う。

・ボンド ピンニング工法（4本/m
2
）

・ボンド ＣＰアンカーピン工法（4本/m
2
）

再保証の必要性

不適合

適合

有

無

無 有

有

無

1)引張接着強度試験方法

2)膜厚検査方法

5)打診調査方法

　

　アクアバインド工法標準施工マニュアルに準拠する。調査箇所は棟別で各立面３階毎に1箇所以
上とする。

　アクアバインド工法標準施工マニュアルに準拠する。測定箇所は棟別で各立面毎に10箇所以上
とする。

3)補修方法
劣化項目 劣化状況 補修方法

ひび割れ

タイルのひび割れ 無処理　又はタイル張替え工法

躯体のひび割れ

既存タイル除去
Uカットシール材充てん工法　又は
ボンド シリンダー工法
施工後、タイル張り

下地ﾓﾙﾀﾙと躯体ｺﾝ
ｸﾘｰﾄの界面浮き

欠損
鉄筋爆裂

タイル陶片欠け タイル張替え工法

下地ﾓﾙﾀﾙ　又は
下地ｺﾝｸﾘｰﾄ躯体

エポキシ樹脂モルタル充てん工法　又は
ポリマーセメントモルタル充てん工法
施工後、タイル張り

浮き

タイル陶片浮き
無処理　又はタイル張替え工法
又はボンド CPアンカーピンタイル固定工法

貼り付けﾓﾙﾀﾙと下
地ﾓﾙﾀﾙの界面浮き ボンド ピンニング工法（4本/m

2
）

ボンド CPアンカーピン工法（4本/m
2
）

　また、塗膜の全面撤去後、ボンド アクアバインド工法及びボンド カーボピンネット工法（外壁複合
改修工法）の再施工も可能。適用条件又は施工方法等は標準施工マニュアルに準拠する。

4)塗膜の撤去方法
・対象部が小面積の場合
・グラインダー・ランダムサンダー等を用いて、塗膜不具合部を撤去
・対象部が大面積の場合
・はく離剤を用いて、塗膜不具合部を撤去
・推奨はく離剤：アクアリムーバーエコ、SPリムーバーエコ（菊水化学工業㈱）、
　　　　　　　　　　ネオリバー泥パックB（三彩化工㈱）　　　　など

　ボンド アクアバインド工法施工箇所は、透明な剥落防止層を形成するため目視による
外壁表面の観察は可能であるが、テストハンマー等による打診を行った場合、剥落防止
層が損傷する可能性がある。そのため、先端が球状又はかぼちゃ球状の打診捧にて表
面を転がし、浮き箇所の特定を行う。

※1…ボンド アクアバインド工法全面再施工の場合
       （下記以外は標準施工マニュアル準拠）

・既設のアンカーピンを活かす為、4本/m2のCPアンカーピン追加打設の必要無し。

・中塗り材「ボンド アクアバインドZⅡ」の塗布は0.2kg/m2×2回とする。
・既存施工部トップコートが「アクアトップコート」の場合は、中塗りから施工する。

※製品改良等により、内容が変更となる場合がございます。予めご了承くださいますようお願いい
たします。

2021.10.29 第4版改訂

1)引張接着強度試験方法

2)膜厚検査方法

5)打診調査方法

　

　アクアバインド工法標準施工マニュアルに準拠する。調査箇所は棟別で各立面３階毎に1箇所以
上とする。

　アクアバインド工法標準施工マニュアルに準拠する。測定箇所は棟別で各立面毎に10箇所以上
とする。

3)補修方法
劣化項目 劣化状況 補修方法

ひび割れ

タイルのひび割れ 無処理　又はタイル張替え工法

躯体のひび割れ

既存タイル除去
Uカットシール材充てん工法　又は
ボンド シリンダー工法
施工後、タイル張り

下地ﾓﾙﾀﾙと躯体ｺﾝ
ｸﾘｰﾄの界面浮き

欠損
鉄筋爆裂

タイル陶片欠け タイル張替え工法

下地ﾓﾙﾀﾙ　又は
下地ｺﾝｸﾘｰﾄ躯体

エポキシ樹脂モルタル充てん工法　又は
ポリマーセメントモルタル充てん工法
施工後、タイル張り

浮き

タイル陶片浮き
無処理　又はタイル張替え工法
又はボンド CPアンカーピンタイル固定工法

貼り付けﾓﾙﾀﾙと下
地ﾓﾙﾀﾙの界面浮き ボンド ピンニング工法（4本/m

2
）

ボンド CPアンカーピン工法（4本/m
2
）

　また、塗膜の全面撤去後、ボンド アクアバインド工法及びボンド カーボピンネット工法（外壁複合
改修工法）の再施工も可能。適用条件又は施工方法等は標準施工マニュアルに準拠する。

4)塗膜の撤去方法
・対象部が小面積の場合
・グラインダー・ランダムサンダー等を用いて、塗膜不具合部を撤去
・対象部が大面積の場合
・はく離剤を用いて、塗膜不具合部を撤去
・推奨はく離剤：アクアリムーバーエコ、SPリムーバーエコ（菊水化学工業㈱）、
　　　　　　　　　　ネオリバー泥パックB（三彩化工㈱）　　　　など

　ボンド アクアバインド工法施工箇所は、透明な剥落防止層を形成するため目視による
外壁表面の観察は可能であるが、テストハンマー等による打診を行った場合、剥落防止
層が損傷する可能性がある。そのため、先端が球状又はかぼちゃ球状の打診捧にて表
面を転がし、浮き箇所の特定を行う。

※1…ボンド アクアバインド工法全面再施工の場合
       （下記以外は標準施工マニュアル準拠）

・既設のアンカーピンを活かす為、4本/m2のCPアンカーピン追加打設の必要無し。

・中塗り材「ボンド アクアバインドZⅡ」の塗布は0.2kg/m2×2回とする。
・既存施工部トップコートが「アクアトップコート」の場合は、中塗りから施工する。

※製品改良等により、内容が変更となる場合がございます。予めご了承くださいますようお願いい
たします。

2021.10.29 第4版改訂

２. 調査報告書、３. 調査結果 【R7 年度】

■外壁タイル改修 (ウレタン樹脂塗膜工法 )　改修フロー　　（参考資料）

　・ウレタン樹脂塗膜工法　参考工法 /[ コニシ株式会社 ]アクアバインド工法
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ボンド アクアバインド工法 事前確認試験要領 

試験項目 簡易接着性確認試験（タイル／ボンド アクアバインドプライマー） 

目的 プライマーとタイルの接着性を確認する。 

 

１．各棟、各立面毎に１箇所以上の試験箇所（タイル 1枚分）を決定する。 

※サッシ周り等にシリコーン系シーリング材を打設している箇所があれば優先して試験箇所と

する。 

２．対象箇所を良く絞った布ウェス等で水拭きする。 

３．対象箇所が十分に乾燥していることを確認し、刷毛等を用いて、ボンド アクアバインドプライマ

ーを塗布（約 0.1kg/m2）する。 

４．1 時間後※、表面のタックが無いことを確認し、5×5（5mm四方）の碁盤目状に切り込みを入れ、 

３．布粘着テープを貼り付ける。（※15℃以下の場合、2時間） 

５．テープを 90°方向にはく離し、プライマー塗膜のはがれが無いことを確認する。 

 

 

 

ボンド アクアバインド工法 事前確認試験要領 

試験項目 光触媒処理判定試験 

目的 既設タイルが光触媒加工されていないか判定する。 

※光触媒加工タイルの場合は適用不可 

 
１．現場からタイルを１枚採取し、流水で十分に洗浄する。 

２．タイル表面に判定試薬を綿棒にて直径 1cm程度塗布する。 

３．タイル表面１cm 程度の位置からブラックライトを 3分間程度照射する。 

４．タイル表面を布などで軽くふき、濃い褐色に呈色していないことを確認する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ボンド アクアバインド工法 事前確認試験要領 

試験項目 ボンド ＣＰアンカーピンＥの引抜き強度試験 

目的 適用条件：引抜強度 1,800N以上（エポキシ樹脂併用）を確認する。 

 
１．各棟、各立面毎に１箇所以上の測定箇所を決定する。 

２．コア抜きやドリル穿孔等により既存仕上層の厚み（mm）を測定する。 

３．既存仕上層の厚み測定結果から、ボンド CP アンカーピン E の長さを決定する（既存仕上層の

厚み＋25mm）。 

４．各棟 3箇所以上の測定箇所を決定する。 

５．測定箇所にボンド CPアンカーピン Eの長さ＋5mmの深さまで穿孔する。 

６．孔内にボンド CP アンカーピン E を差込み、拡張子を打ち込んで固定した後、注入口からエポ

キシ樹脂（「ボンド E208」又は「ボンド E209」を注入する。 

７．エポキシ樹脂養生後、アンカーピン頭部に引張用金属ネジを取り付け、日本建築仕上学会認

定引張試験機を使用して引抜き強度の測定を行う。 
 
引抜き強度がエポキシ樹脂併用で 1,800Ｎ以上であることを確認する。 

（1,800Ｎ以上に達した時点で試験を終了することができる） 

 
 
 
ボンド アクアバインド工法 事前確認試験要領 

試験項目 ラスタータイルに対する接着性判定試験 

目的 ラスタータイルは接着性が十分に確保できない場合があるため、 

事前に接着性を確認する。 

 
１．現地にてタイルサンプルを採取する。 

２．コニシ株式会社研究所にて、はく離接着強さ試験や密着性試験等を行い、 

当物件のラスタータイルに対してボンド アクアバインド工法が適用可否を判定する。 

※試験期間：1 ヶ月以上 

 
 
 
 
 

■外壁タイル改修 (ウレタン樹脂塗膜工法 )　事前試験　　（参考資料）

２. 調査報告書、３. 調査結果 【R7 年度】

ウレタン樹脂塗膜工法を採用する場合、以下の事前試験が必要となるため、設計段階 又は、工事中の施工前に実施する。
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2025.09.16

番号 確認事項 回　　　答

1

・
【シャッター】
シャッターをP波連動とした場合、地震対策とし
て効果が見込めるか。

・
【三和シャッター工業にヒアリング】
過去に電動シャッターをP波連動とした事例は
ない。
技術部に確認したところ、DC２４Ⅴ(直流電圧)を
電動シャッターや電動オーバースライダーに接
続することで、P波を感知しシャッター・オーバー
スライダーを開放するよう制御はできる。
→自動で開放すると付近にいる人、物に危険が
及ぶ可能性有。緊急地震速報受信後、近くに
いる者が開放する方が安全と思われる。

2

・

・

【外壁タイル改修 ウレタン樹脂塗膜工法】
美観性について、市内の事例でボンドの膜が
黄色っぽくなり、細かいひびが発生したことがあ
る。
美観性を維持するための条件等はあるか。

・

・

【コニシにヒアリング】
昔の他社工法によっては黄色い変色やひび割
れの事例がある。アクアバインド工法は比較的
後発(2017年発売)のため、前述の不具合が発
生しないよう製品開発を行っている。
トップコートの促進耐候性試験では15～20年相
当でも塗膜に異常がないことが確認されてい
る。
中塗り・トップコートが標準塗布量以下の場合は
早期の劣化に繋がる恐れがあるため、施工時に
は塗布量を適正にすることが重要。

3

・

・

【外壁タイル改修 ウレタン樹脂塗膜工法】
メンテナンスについては塗り重ねか、または剥
離剤で剝がして再施工か。
剝離剤を用いる場合はコニシで剝離剤製品が
あるのか。また剥離剤は臭気があるか。

・

・

【コニシにヒアリング】　　　　(別添)改修フロー
基本的には再保証が不要であれば15～20年置
きにトップコートのみの塗り重ねで問題なし。
再保証が必要な場合には中塗り×2回、トップ
コート2回を塗り重ねることで、そこから再度10年
間の剥落保証が可能。(既設アンカーピンは活
かすことができる。)
大面積で塗膜の浮きが発生している場合には
剥離が必要。
剥離剤はコニシ製品ではないが推奨製品を定
めている。剥離剤は基本的に臭気のあるものが
多い。

質疑応答書

中消防署調査・基本計画改定業務　質疑応答書

建築非構造部材に関する耐震対策について 2025(令和7)年7月31日

SRC造、地上7階＋塔屋1階＋地下1階
最高高さ35.16ｍ
層間変形角（最大）︓X軸方向1/48、Y軸方向1/46

部位 番号 項目 所見・ヒアリング内容 対策内容（案）

外壁 1-1 磁器質タイル張 R5年度調査時点で浮き等があり、剥落防止等の対策が必要。 （比較表による）

1-2 アルミパネル､パンチングメタル 一般的な対策なし ・外壁シール改修時に、固定箇所の検査を実施

1-3 折板屋根 一般的な対策なし ー

建具 2-1 アルミ製カーテンウォール

一般的には設計上の許容層間変形角は1/100～1/150程度。
メーカーにヒアリングしたところ、竣工年頃の仕様でも1/50変形でガラスが落下しない程度のエッジクリアランスが確保され
ている可能性はあるとのこと。
施工時の製品設計資料などがあれば確認・ヒアリングが可能だが、資料がない場合は現地調査等による判断は困難。
また、地震時の躯体の挙動やガラス・シールの状態によっては計算上問題無くてもガラスが割れる可能性はある。

2-2 アルミ製建具
一般的には許容層間変形角は1/100～1/150程度。
メーカーにヒアリングしたところ、竣工年頃の仕様の場合1/50変形した際にはガラスとサッシが干渉し、ガラスの落下・破損
の恐れがある。

2-3 鋼製窓（内部） 造作のため既設の状況確認は困難だが、1/50変形した際にはガラスとサッシが干渉し、ガラスの落下・破損の恐れがある。 ・飛散防止フィルム張り

2-4 トップライト（市民館）
トップライトのガラスが割れた際、上階にいる人がトップライトから下階に転落しないよう、ステンレスネットを設置する対
策は可能。
ただし、トップライトの網入板ガラスは割れや変形で破損し、ガラスの破片等は下階に落下する可能性がある。

①トップライト下に落下防止ネットを新設
　→ガラスの破片等があるため完全な対策にはならない
②トップライトを取止め金属屋根等で閉塞
　→採光はなくなるが法的には問題ないと想定

2-5 扉
層間変形角1/120までは耐震ドアに更新することで対応可能。
但し、それ以上の傾きの場合は開閉困難となる可能性がある。

・一部扉を耐震ドアへ更新
※耐震ドアは製作限界寸法W900xH2200程度(片開き戸
のみ)であり、鋼製建具のため日常使いの扉にしては重
くなる。
避難経路となる階段室など、採用箇所の検討が必要。
※被災時に開閉困難となる可能性が残る

2-6 鋼製シャッター

昨今の鋼製シャッターは耐震構造(地震時のスラット、シャフトの落下防止がされたもの)となっているが、当時は耐震構造の
想定がなかった。
既設撤去の上、耐震構造のシャッターを新設することで落下防止対策は可能。
また、既存のレールの躯体支持固定を増やすことでの補強も可能。（脱落対策）
但し、現行製品でも躯体の変形による歪みを想定した開閉試験等は実施しておらず、1/50変形すると開閉困難と考えられる。

①既設のレール支持補強
②落下防止仕様のグリルシャッターに更新
　(地下1階は落下防止仕様の鋼製シャッターに更新)
※いずれも被災時に開閉困難となる可能性が残る

2-7 オーバースライダー

シャッターのように耐震構造まで検討した製品がないため、主に水平レール・垂直レールの躯体支持固定を増やすことで補強
し、脱落の危険性を低減する程度の対策となる。
現状が既に開閉しづらい等の不具合がある場合は更新が望ましい。
但し、現行製品でも躯体の変形による歪みを想定した開閉試験等は実施しておらず、1/50変形すると開閉困難と考えられる。

①既設のレール支持補強
②落下防止仕様のグリルシャッターに更新
※いずれも被災時に開閉困難となる可能性が残る

内壁 3-1 ｺﾝｸﾘｰﾄ下地 陶器質タイル張 内部のため天井高の範囲内であり、外部より危険性は低い。 ー

3-2 CB下地 モルタル＋塗装等 CB積の配筋・上部頭繋ぎとの接続等状況不明だが、地震時には転倒/崩壊の危険性があると想定される。
・CB積撤去、乾式壁新設
※地下の機械室等について対応の有無を要検討

3-3 LGS下地 ボード張り

間仕切壁のLGSについては、耐震構造の製品はない。水平震度を割増で検討することである程度の耐震性は向上。
天井の耐震性能を考慮すると、間仕切壁が天井に取り付いてしまうと影響があるため、壁下地はスラブtoスラブとする必要が
ある。
※準構造天井であれば壁を天井までとすることも可能。
壁のボードは1/50変形すると割れる恐れがある。ボード間に目地を取ることである程度の対策は可能だが、遮音性など壁の性

・間仕切壁の更新（下地LGS共）
　→プラン変更がない範囲を含める

3-4 ｺﾝｸﾘｰﾄ下地 御影石張
固定方法（ロッキング・スウェー等）不明、1/50変形には追従しないと想定されるため、地震時には脱落の危険性があると想
定される。

・御影石を撤去、乾式壁新設

4-1 LGS下地 ボード張り
現状は一般的な仕様となっており、耐震性が確保された計画とはなっていない。
なお、７階講堂は図面上天井高さが6m丁度のため、法規上の特定天井には該当しないと考えられる。

（比較表による）
※スケルトン天井も可能だが、隣室・天井裏空調設備等
との防音性能低下などが想定される。また、天井裏を塗
装等した場合には天井耐震化に近いコストがかかる可能
性もある。

4-2 ブラインドボックス 一般的な対策なし ー

5-1 外部サイン 固定方法不明
・撤去が望ましい
※下にバルコニーがある箇所も有り

5-2 ステンレス製タラップ 一般的な対策なし ー

5-3 外構壁 御影石張り（帳壁） 固定方法不明
①石張り撤去、塗装等による改修
②花壇等を設けて歩行者との離隔を確保

5-4 外構壁 石器質タイル張り（帳壁）R5年度調査時点で浮き等があり、剥落防止等の対策が望ましい。
（比較表による）
※高さ1.5m程度のため優先度は低いと考えられる

株式会社 伊藤建築設計事務所

①カバー工法での改修【コスト高】
　→ガラスの有効開口が減少し、排煙･採光･消防無窓等
　　の法的事項の再確認が必要
　　新設時に現在の仕様を維持できない可能性がある
②飛散防止フィルム貼･ガラスシール更新【コスト低】
　→完全な対策ではないが、破損時の危険性を低減
　　なお、バルコニーに面していない箇所は地上に植栽
　　帯等を設けて離隔をとることが望ましい。
※サッシ全体の撤去新設は周辺躯体ハツリが必要とな
り、居ながら改修・躯体補強不可の今回のケースでは採
用困難。

建物概要

天井

外部
その他

■確認事項によるメーカーヒアリング結果　　（参考資料）

２. 調査報告書、３. 調査結果 【R7 年度】
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４. ヒアリング内容及び要望リスト
　【建築】

特定天井告示対応 適用除外可能 非対応 非対応 適用除外可能

支持ピッチ 目安＠900㎜ ＠900×900以下 ＠900×900以下 ＠910×910㎜以下

特徴

・建物（構造体）と一体化した天井で、吊り天井ではない
　為告示771号から適用除外として取り扱える
・支持構造部（C鋼）はC-100×50×20×2.3のみ標準対応
※支持構造部、仕上材は建築工事

・設計用水平震度に応じた設計が可能なメーカー基準の
　耐震天井
・施設の用途に合わせた天井の耐震化ができる、安全性
　の高い天井下地工法

・官庁施設に用いられる建築設計基準（令和元年度改訂版）
　に対応
・「クリップの接合部の衝撃試験」で性能を確認した
　クリップを使用して、接合部を緊結させる天井

・軽量かつ省施工な天井仕上材「エアリライト®」に
　ボルト固定式の接合部材を組み合わせた『軽量・安全
　な天井工法』
・標準対応は平天井のみ

・告示771号から適用除外できるため特定天井エリアでも ・設計用水平震度に応じた設計が可能 ・パーツ(クリップ・ハンガー)を補強する事により天井補強 ・下地材の接合部にボルト固定式のハンガー・クリップ
　採用可能 ・天井下地メーカーにて計算書の作成 　対策ができる 　を使用することにより、下地材の落下低減効果が向上
・使用する部材数が少ないので関係者の意思疎通が容易  (ブレース負担面積の算出)が可能 ・「クリップの接合部の衝撃試験」で性能を確認している為 ・天井下地材の落下低減を考慮し、且つ単位面積質量
・支持構造部さえ配置出来れば、ある程度天井形状に 　試験成績書の提出が可能 　2kg/㎡以下の設計が可能
　融通が利く ・パーツ補強のみでブレース設置がない為、天井裏の設備 ・仕上げ材が下地から外れても、地面までの落下を防止
・下地材でレベル調整可能（±7.5mm)可能 　と干渉する可能性が低い 　できる、落下防止ワイヤーを取付可能(オプション)

・支持構造部は C100×50×20×2.3 のみ ・平成25年国土交通省告示第771号に非対応の為、 ・耐震ではない為、地震に対して定量的に性能を示す ・仕上材のエアリライトは吸音性のN.R.C値が0.1と低い
・支持構造部なりにしか天井下地が取付かない 　天井下地メーカー独自の方法としてご理解頂き、 　計算書等の資料提出ができない 　ため、使用箇所には注意が必要
・支持構造部を既設躯体に接合する必要が有り対応困難 　検討頂く必要がある 　※クリップの試験成績書の提出は可能 ・外周部が壁等で囲まれていない場合は使用不可
・荷重が大幅に増加するため耐震性能が低下する恐れ有り ・天井裏の環境によってブレース設置が困難な可能性がある ・単位面積質量2kg/㎡以下を実現する為に、複雑な形状や

・面積が小さい部屋は耐震ブレースが入らないため不可 　特殊形状の天井は対応できない可能性が高い

\13,000/㎡～
※支持構造部、仕上げ材別途

(参考：岩綿吸音板 3,000円/㎡)

\11,000/㎡～
※仕上げ材別途

(参考：岩綿吸音板 3,000円/㎡)

\10,000/㎡～
クリップ以下のみ更新する場合:\9,500/㎡～

※仕上げ材別途
(参考：岩綿吸音板 3,000円/㎡)

\25,000/㎡～

× 〇 〇 △

※上記比較資料の記載事項は、躯体が健全な場合を想定した内容となっています

備考

耐震Power天井

注意点

概算設計価格
※既設撤去費は除く

メーカー仕様耐震天井

無し あり(天井変位量+建物の層間変位)

準構造耐震天井

総合評価

建築設計基準対応

緊結在来天井

無し(設けてはいけない)

斜視図

概要

クリアランス

設計方針 軽量柔軟な天井

工法名・製品名称 軽量エアソリッド天井

無し(設けてはいけない)

メリット

アジャストソエル

【R5年度】
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４. ヒアリング内容及び要望リスト
　【建築】

■比較提案資料（外壁改修）

Ａ ウレタン樹脂塗膜工法 Ｂ ポリマーセメント系剥落防止工法 Ｃ アンカーピン工法 Ｄ アルミパネル工法 Ｅ 撤去工法

　・特殊アンカーでタイルを躯体に固定し、1成分 　・特殊アンカーでタイル・モルタルを躯体に固定 ・浮き部を全ネジ切りのステンレスアンカーピンと 　・タイル面の上にステンレス下地(L=3×30×30) 　・既設タイルを全面撤去し、モルタルにて外壁

　　形ウレタン樹脂でタイル面を被膜する。 　　し、カーボンファイバー配合ポリマーセメント 　エポキシ樹脂で躯体コンクリートに部分的に 　　をあと施工アンカーで躯体に打ち込み、アルミ 　　面を補修モルタル上に外装仕上塗材を新設

　　意匠性を保ちながら剥離防止をする工法。 　　モルタルとビニロン繊維三軸ネットにより剥離 　固定し、浮き部全体の剥落を防止する工法。 　　パネルを取り付ける工法。 　　する工法。

　　(コニシ アクアバインド工法) 　　防止する工法。(コニシ カーボピンネット工法)

〇 〇 〇 × △

R5年度業務での選定工法　

※上記比較資料の記載事項は、躯体が健全な場合を想定した内容となっています

△
・アンカーピン打設時に騒音が発生する。
・最終的に塗装仕上げとなるため、既設がタイル張り仕上げ
の場合、意匠が変わる。
・実績が豊富(25年以上、2025年時点)
・重量が5～6kg/㎡増加するため、耐震性能が低下する恐れ
あり。

既設がタイル張り仕上げの場合、変更有

〇 既存のサッシ廻りの納まりに変更なし。

× 効果なし。

タイル仕上げは残らないため、タイル張替の
必要なし。
浮きはピンニングにて固定する。

案

イメージ

意匠的な変更なし。 △ 変更有 △ 変更有

撤去〇

× 既存のサッシ廻り、防水、笠木の納まりにつ
いて検討が必要。 × 既存のサッシ廻り、防水、笠木の納まりにつ

いて検討が必要。

× 効果なし。 △

〇 既存のサッシ廻りの納まりに変更なし。

シールの経年劣化などにより破断した場合、
パネルの裏に水が侵入し漏水する危険性があ
る。

△ 経年劣化等により、モルタルの裏に水が侵入
し漏水する可能性がある。

× シールから発生する汚れがパネルに付着する
為、定期的な清掃が必要。 × タイル全面撤去は大量の廃棄物が発生する。

タイル撤去時に躯体を傷める危険性がある。

吸水
防止性 〇 樹脂コーティングにより水密性が高まり、現

状以上の性能となる。

その他 〇
トップコートは着塵しにくく、高耐候のため
美観の維持が期待できる。将来的にトップ
コート、主材層は必要に応じて塗り重ねるこ
とで延命が可能。

× 部分的な注入であるため浮きは残ったままに
なる。× 別途塗装仕上げが必要。

仕　様

意匠性 〇 ウレタン塗膜は透明である為、
意匠的な変更なし 〇△

納まり 〇 既存のサッシ廻りの納まりに変更なし

金　額
18,600円／㎡

＋6,000円/㎡(目地詰め)

26,200円／㎡
※3割程度の浮きがあると仮定
＋ひび割れ欠損タイルの貼替

27,000円／㎡ 15,000円／㎡
18,800／㎡

+4,000円/㎡(塗装仕上)

× パネル裏側でタイル剥落があった場合、パネ
ル面に不具合が生じる可能性がある。 ×既設タイル補修 △

タイル面が見えるので、欠損タイル/ひび割れ
しているタイルは張替える必要がある。浮き
タイルはピンニングにて固定する。

×
タイル面が残るため、欠損タイル/ひび割れし
ているタイルは張替える必要がある。
補修範囲外は将来的に剥落の恐れがある。

― △ ―

総合評価 〇 △ × △

保　障 〇 剥落保障：10年(3社連名保証)
+第3者賠償責任保険 〇 △〇 剥落保障：10年(3社連名保証)

+第3者賠償責任保険

備　考

・アンカーピン打設時に騒音が発生する。
・プライマー施工時に溶剤臭が発生する。
・中塗り、トップコートは水性のため臭気が少ない。
・膜厚検査による品質管理が可能。
・寒冷地、冬季施工に強い溶剤タイプのラインナップあり。

・穿孔数が多い為、騒音・粉塵が多い。
・注入圧による共浮きが発生する恐れがある。
・補修範囲外は将来的に浮き・はく落の恐れあり。

・アンカーピン打設時、サッシ廻りハツリ時に騒音が発生す
る。

・アンカーピン打設時、サッシ廻りハツリ時に騒音が発生す
る。

【R5年度】
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トップコート塗り替え
アクアバインド工法
全面再施工…※1

カーボピンネット工法
全面再施工

ボンド アクアバインド工法施工部　次回改修フロー

施工部の引張接着強度試験
1)

施工部の膜厚検査
2)

　平均0.5N/mm2以上
　かつ最低160µm以上

是正措置

従来の補修工法
3)
に従い補修を行う。

必要に応じて塗膜の撤去
4)
を行う。

　　　　外観目視による調査
・剥落防止層の剥離や施工部の剥落
・剥落防止層の浮き上がり
・剥落防止層のひび割れ
・アンカーピンの浮き上がり
・アンカーピン周囲のひび割れ
・タイル及び躯体コンクリートのひび割れ

劣化現象

　　　　　　　　　　　　　　　　劣化箇所の補修
剥落防止層の劣化
→劣化部塗膜撤去後、見切りよく部分的に再施工
タイル又は躯体のひび割れ・欠損
→標準施工マニュアルに従い補修後、見切りよく部分的に再施工

打診調査
5)
による下地劣化状況の確認

0.25m2以上の浮き
　　　　　　　　　　　是正措置

0.25m
2
以上の浮き部を特定し、

下記工法で補修を行う。

・ボンド ピンニング工法（4本/m
2
）

・ボンド ＣＰアンカーピン工法（4本/m
2
）

再保証の必要性

不適合

適合

有

無

無 有

有

無

1)引張接着強度試験方法

2)膜厚検査方法

5)打診調査方法

　

　アクアバインド工法標準施工マニュアルに準拠する。調査箇所は棟別で各立面３階毎に1箇所以
上とする。

　アクアバインド工法標準施工マニュアルに準拠する。測定箇所は棟別で各立面毎に10箇所以上
とする。

3)補修方法
劣化項目 劣化状況 補修方法

ひび割れ

タイルのひび割れ 無処理　又はタイル張替え工法

躯体のひび割れ

既存タイル除去
Uカットシール材充てん工法　又は
ボンド シリンダー工法
施工後、タイル張り

下地ﾓﾙﾀﾙと躯体ｺﾝ
ｸﾘｰﾄの界面浮き

欠損
鉄筋爆裂

タイル陶片欠け タイル張替え工法

下地ﾓﾙﾀﾙ　又は
下地ｺﾝｸﾘｰﾄ躯体

エポキシ樹脂モルタル充てん工法　又は
ポリマーセメントモルタル充てん工法
施工後、タイル張り

浮き

タイル陶片浮き
無処理　又はタイル張替え工法
又はボンド CPアンカーピンタイル固定工法

貼り付けﾓﾙﾀﾙと下
地ﾓﾙﾀﾙの界面浮き ボンド ピンニング工法（4本/m

2
）

ボンド CPアンカーピン工法（4本/m
2
）

　また、塗膜の全面撤去後、ボンド アクアバインド工法及びボンド カーボピンネット工法（外壁複合
改修工法）の再施工も可能。適用条件又は施工方法等は標準施工マニュアルに準拠する。

4)塗膜の撤去方法
・対象部が小面積の場合
・グラインダー・ランダムサンダー等を用いて、塗膜不具合部を撤去
・対象部が大面積の場合
・はく離剤を用いて、塗膜不具合部を撤去
・推奨はく離剤：アクアリムーバーエコ、SPリムーバーエコ（菊水化学工業㈱）、
　　　　　　　　　　ネオリバー泥パックB（三彩化工㈱）　　　　など

　ボンド アクアバインド工法施工箇所は、透明な剥落防止層を形成するため目視による
外壁表面の観察は可能であるが、テストハンマー等による打診を行った場合、剥落防止
層が損傷する可能性がある。そのため、先端が球状又はかぼちゃ球状の打診捧にて表
面を転がし、浮き箇所の特定を行う。

※1…ボンド アクアバインド工法全面再施工の場合
       （下記以外は標準施工マニュアル準拠）

・既設のアンカーピンを活かす為、4本/m2のCPアンカーピン追加打設の必要無し。

・中塗り材「ボンド アクアバインドZⅡ」の塗布は0.2kg/m2×2回とする。
・既存施工部トップコートが「アクアトップコート」の場合は、中塗りから施工する。

※製品改良等により、内容が変更となる場合がございます。予めご了承くださいますようお願いい
たします。

2021.10.29 第4版改訂

1)引張接着強度試験方法

2)膜厚検査方法

5)打診調査方法

　

　アクアバインド工法標準施工マニュアルに準拠する。調査箇所は棟別で各立面３階毎に1箇所以
上とする。

　アクアバインド工法標準施工マニュアルに準拠する。測定箇所は棟別で各立面毎に10箇所以上
とする。

3)補修方法
劣化項目 劣化状況 補修方法

ひび割れ

タイルのひび割れ 無処理　又はタイル張替え工法

躯体のひび割れ

既存タイル除去
Uカットシール材充てん工法　又は
ボンド シリンダー工法
施工後、タイル張り

下地ﾓﾙﾀﾙと躯体ｺﾝ
ｸﾘｰﾄの界面浮き

欠損
鉄筋爆裂

タイル陶片欠け タイル張替え工法

下地ﾓﾙﾀﾙ　又は
下地ｺﾝｸﾘｰﾄ躯体

エポキシ樹脂モルタル充てん工法　又は
ポリマーセメントモルタル充てん工法
施工後、タイル張り

浮き

タイル陶片浮き
無処理　又はタイル張替え工法
又はボンド CPアンカーピンタイル固定工法

貼り付けﾓﾙﾀﾙと下
地ﾓﾙﾀﾙの界面浮き ボンド ピンニング工法（4本/m

2
）

ボンド CPアンカーピン工法（4本/m
2
）

　また、塗膜の全面撤去後、ボンド アクアバインド工法及びボンド カーボピンネット工法（外壁複合
改修工法）の再施工も可能。適用条件又は施工方法等は標準施工マニュアルに準拠する。

4)塗膜の撤去方法
・対象部が小面積の場合
・グラインダー・ランダムサンダー等を用いて、塗膜不具合部を撤去
・対象部が大面積の場合
・はく離剤を用いて、塗膜不具合部を撤去
・推奨はく離剤：アクアリムーバーエコ、SPリムーバーエコ（菊水化学工業㈱）、
　　　　　　　　　　ネオリバー泥パックB（三彩化工㈱）　　　　など

　ボンド アクアバインド工法施工箇所は、透明な剥落防止層を形成するため目視による
外壁表面の観察は可能であるが、テストハンマー等による打診を行った場合、剥落防止
層が損傷する可能性がある。そのため、先端が球状又はかぼちゃ球状の打診捧にて表
面を転がし、浮き箇所の特定を行う。

※1…ボンド アクアバインド工法全面再施工の場合
       （下記以外は標準施工マニュアル準拠）

・既設のアンカーピンを活かす為、4本/m2のCPアンカーピン追加打設の必要無し。

・中塗り材「ボンド アクアバインドZⅡ」の塗布は0.2kg/m2×2回とする。
・既存施工部トップコートが「アクアトップコート」の場合は、中塗りから施工する。

※製品改良等により、内容が変更となる場合がございます。予めご了承くださいますようお願いい
たします。

2021.10.29 第4版改訂

４. ヒアリング内容及び要望リスト
　【電気設備、機械設備】
４. ヒアリング内容及び要望リスト
　【建築】

【R5年度】
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４. ヒアリング内容及び要望リスト
　【電気設備】

ボンド アクアバインド工法 事前確認試験要領 

試験項目 簡易接着性確認試験（タイル／ボンド アクアバインドプライマー） 

目的 プライマーとタイルの接着性を確認する。 

 

１．各棟、各立面毎に１箇所以上の試験箇所（タイル 1枚分）を決定する。 

※サッシ周り等にシリコーン系シーリング材を打設している箇所があれば優先して試験箇所と

する。 

２．対象箇所を良く絞った布ウェス等で水拭きする。 

３．対象箇所が十分に乾燥していることを確認し、刷毛等を用いて、ボンド アクアバインドプライマ

ーを塗布（約 0.1kg/m2）する。 

４．1 時間後※、表面のタックが無いことを確認し、5×5（5mm四方）の碁盤目状に切り込みを入れ、 

３．布粘着テープを貼り付ける。（※15℃以下の場合、2時間） 

５．テープを 90°方向にはく離し、プライマー塗膜のはがれが無いことを確認する。 

 

 

 

ボンド アクアバインド工法 事前確認試験要領 

試験項目 光触媒処理判定試験 

目的 既設タイルが光触媒加工されていないか判定する。 

※光触媒加工タイルの場合は適用不可 

 
１．現場からタイルを１枚採取し、流水で十分に洗浄する。 

２．タイル表面に判定試薬を綿棒にて直径 1cm程度塗布する。 

３．タイル表面１cm 程度の位置からブラックライトを 3分間程度照射する。 

４．タイル表面を布などで軽くふき、濃い褐色に呈色していないことを確認する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ボンド アクアバインド工法 事前確認試験要領 

試験項目 ボンド ＣＰアンカーピンＥの引抜き強度試験 

目的 適用条件：引抜強度 1,800N以上（エポキシ樹脂併用）を確認する。 

 
１．各棟、各立面毎に１箇所以上の測定箇所を決定する。 

２．コア抜きやドリル穿孔等により既存仕上層の厚み（mm）を測定する。 

３．既存仕上層の厚み測定結果から、ボンド CP アンカーピン E の長さを決定する（既存仕上層の

厚み＋25mm）。 

４．各棟 3箇所以上の測定箇所を決定する。 

５．測定箇所にボンド CPアンカーピン Eの長さ＋5mmの深さまで穿孔する。 

６．孔内にボンド CP アンカーピン E を差込み、拡張子を打ち込んで固定した後、注入口からエポ

キシ樹脂（「ボンド E208」又は「ボンド E209」を注入する。 

７．エポキシ樹脂養生後、アンカーピン頭部に引張用金属ネジを取り付け、日本建築仕上学会認

定引張試験機を使用して引抜き強度の測定を行う。 
 
引抜き強度がエポキシ樹脂併用で 1,800Ｎ以上であることを確認する。 

（1,800Ｎ以上に達した時点で試験を終了することができる） 

 
 
 
ボンド アクアバインド工法 事前確認試験要領 

試験項目 ラスタータイルに対する接着性判定試験 

目的 ラスタータイルは接着性が十分に確保できない場合があるため、 

事前に接着性を確認する。 

 
１．現地にてタイルサンプルを採取する。 

２．コニシ株式会社研究所にて、はく離接着強さ試験や密着性試験等を行い、 

当物件のラスタータイルに対してボンド アクアバインド工法が適用可否を判定する。 

※試験期間：1 ヶ月以上 

 
 
 
 
 

【R5年度】
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株式会社　伊藤建築設計事務所

４. ヒアリング内容及び要望リスト
　【機械設備】

2025.09.16

番号 確認事項 回　　　答

1

・
【シャッター】
シャッターをP波連動とした場合、地震対策とし
て効果が見込めるか。

・
【三和シャッター工業にヒアリング】
過去に電動シャッターをP波連動とした事例は
ない。
技術部に確認したところ、DC２４Ⅴ(直流電圧)を
電動シャッターや電動オーバースライダーに接
続することで、P波を感知しシャッター・オーバー
スライダーを開放するよう制御はできる。
→自動で開放すると付近にいる人、物に危険が
及ぶ可能性有。緊急地震速報受信後、近くに
いる者が開放する方が安全と思われる。

2

・

・

【外壁タイル改修 ウレタン樹脂塗膜工法】
美観性について、市内の事例でボンドの膜が
黄色っぽくなり、細かいひびが発生したことがあ
る。
美観性を維持するための条件等はあるか。

・

・

【コニシにヒアリング】
昔の他社工法によっては黄色い変色やひび割
れの事例がある。アクアバインド工法は比較的
後発(2017年発売)のため、前述の不具合が発
生しないよう製品開発を行っている。
トップコートの促進耐候性試験では15～20年相
当でも塗膜に異常がないことが確認されてい
る。
中塗り・トップコートが標準塗布量以下の場合は
早期の劣化に繋がる恐れがあるため、施工時に
は塗布量を適正にすることが重要。

3

・

・

【外壁タイル改修 ウレタン樹脂塗膜工法】
メンテナンスについては塗り重ねか、または剥
離剤で剝がして再施工か。
剝離剤を用いる場合はコニシで剝離剤製品が
あるのか。また剥離剤は臭気があるか。

・

・

【コニシにヒアリング】　　　　(別添)改修フロー
基本的には再保証が不要であれば15～20年置
きにトップコートのみの塗り重ねで問題なし。
再保証が必要な場合には中塗り×2回、トップ
コート2回を塗り重ねることで、そこから再度10年
間の剥落保証が可能。(既設アンカーピンは活
かすことができる。)
大面積で塗膜の浮きが発生している場合には
剥離が必要。
剥離剤はコニシ製品ではないが推奨製品を定
めている。剥離剤は基本的に臭気のあるものが
多い。

質疑応答書

中消防署調査・基本計画改定業務　質疑応答書

【R5年度】
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令和７年度追加要望一覧
追加要望 改修方針 備考

① 訓練用リング支点の設置（各階に複数個） 10箇所程度設置 具体的な位置、個数は設計時に要検討

② 訓練棟の吹き抜け部分に手すりを設置 各階１本ずつ設置 具体的な位置は設計時に要検討

③
訓練棟に階段を設置できないのであれば、庁舎側か
ら訓練棟の２階、３階へ進入できる手段はないか

構造上難しいため不採用とする

④ 北側車庫前の路面舗装（アスファルト）の打ち直し 対応する

⑤
駐輪場横のデジタル無線用非常発電機の撤去（庁舎
の非常発電機と兼用とする）

対応する

⑥
シャッター（オーバースライダー）の開閉リモコン
の必要

各新設シャッターに開閉リモコンを追加

⑦ 車庫天井の車両排煙ダクト（排気ガス）の撤去
換気ダクトとして使用されているため撤去は不可。
但し、更新予定のため位置は調整可能。

⑧ 消毒室出入口東側の支柱の撤去 対応する

⑨
車庫南側防火衣掛け出入口横に各機器充電用コンセ
ント増設

対応する
コンセントの位置・数は設計にて検討。備品購入時
に棚要望

⑩
北西角スペースは、３階、５階と同様に間仕切壁と
する。

対応する 備品購入時に棚要望

⑪ 男性エリアのトイレ、大便器３基追加 対応する

⑫ 男性エリアの脱衣室に洗濯機置き場２か所設置 追加する

⑬
女性エリア仮眠室と休憩室の位置を入れ替え　⇒男
性と女性の仮眠室の間の壁は防音とする。

ふかし壁を設ける

⑭
女性用トイレは１基のみでよく、脱衣室を拡張す
る。

対応する

⑮ 女性エリアの脱衣室に洗濯機置き場１か所設置 追加する

⑯
会議室南側壁面を撤去し、ローカウンターとする。
扉２か所も不要

対応する（カウンターは別途工事）
ローカウンターは、固定されたものではなく、移動
可能な家具式のもの

⑰
消防団本部室南側壁面の事務室側をホワイト―ボー
ドとする。

ホワイトボードパネルを追加する

⑱
東側の湯沸室と倉庫の西側壁面の事務室側をホワイ
トボードとする。

追加する

⑲ A案（指揮隊３階、企画G５階）とする。 対応する

⑳
A案の講習室１，２，３の間の壁を移動間仕切り壁
として、1つの大きい講習室とできるようにする。

スライディングウォールを追加する

㉑
企画グループ執務室の南側及び西側は移動間仕切り
壁とする。ローカウンターとする。

対応する（カウンターは別途工事）
ローカウンターは、固定されたものではなく、移動
可能な家具式のもの

屋外

訓練
棟

３階

５階

車庫

２F

【R7年度】４. ヒアリング内容及び要望リスト
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令和７年度追加要望一覧
追加要望 改修方針 備考

① 訓練用リング支点の設置（各階に複数個） 10箇所程度設置 具体的な位置、個数は設計時に要検討

② 訓練棟の吹き抜け部分に手すりを設置 各階１本ずつ設置 具体的な位置は設計時に要検討

③
訓練棟に階段を設置できないのであれば、庁舎側か
ら訓練棟の２階、３階へ進入できる手段はないか

構造上難しいため不採用とする

④ 北側車庫前の路面舗装（アスファルト）の打ち直し 対応する

⑤
駐輪場横のデジタル無線用非常発電機の撤去（庁舎
の非常発電機と兼用とする）

対応する

⑥
シャッター（オーバースライダー）の開閉リモコン
の必要

各新設シャッターに開閉リモコンを追加

⑦ 車庫天井の車両排煙ダクト（排気ガス）の撤去
換気ダクトとして使用されているため撤去は不可。
但し、更新予定のため位置は調整可能。

⑧ 消毒室出入口東側の支柱の撤去 対応する

⑨
車庫南側防火衣掛け出入口横に各機器充電用コンセ
ント増設

対応する
コンセントの位置・数は設計にて検討。備品購入時
に棚要望

⑩
北西角スペースは、３階、５階と同様に間仕切壁と
する。

対応する 備品購入時に棚要望

⑪ 男性エリアのトイレ、大便器３基追加 対応する

⑫ 男性エリアの脱衣室に洗濯機置き場２か所設置 追加する

⑬
女性エリア仮眠室と休憩室の位置を入れ替え　⇒男
性と女性の仮眠室の間の壁は防音とする。

ふかし壁を設ける

⑭
女性用トイレは１基のみでよく、脱衣室を拡張す
る。

対応する

⑮ 女性エリアの脱衣室に洗濯機置き場１か所設置 追加する

⑯
会議室南側壁面を撤去し、ローカウンターとする。
扉２か所も不要

対応する（カウンターは別途工事）
ローカウンターは、固定されたものではなく、移動
可能な家具式のもの

⑰
消防団本部室南側壁面の事務室側をホワイト―ボー
ドとする。

ホワイトボードパネルを追加する

⑱
東側の湯沸室と倉庫の西側壁面の事務室側をホワイ
トボードとする。

追加する

⑲ A案（指揮隊３階、企画G５階）とする。 対応する

⑳
A案の講習室１，２，３の間の壁を移動間仕切り壁
として、1つの大きい講習室とできるようにする。

スライディングウォールを追加する

㉑
企画グループ執務室の南側及び西側は移動間仕切り
壁とする。ローカウンターとする。

対応する（カウンターは別途工事）
ローカウンターは、固定されたものではなく、移動
可能な家具式のもの

屋外

訓練
棟

３階

５階

車庫

２F

▲
隣

地
境

界
線

　
4
9
,
2
9
5

▲道路境界線　≒32,890

給油場所

軽
軽

軽
軽

軽
軽

軽
軽

軽
軽

6,200

内容

イメージ
断面

【A案】

東側の駐車場に地上設置の設備置場を

設ける。（露出+目隠しフェンス）

設備置場

目隠し壁

※発電機及びサービスタンクの指定数量を超えるため、危険物扱いとなる。

※自家消費のため、車庫の上部（屋上）に露出で設置することができる。（豊橋消防　予防課危険物係よりヒアリング済）

配置図　S=1/200

改修範囲

凡例
15,500

22
,4

00

▲道路境界線

道路中心線

▲道路境界線

非常・保安
動力盤③

ｽｺｯﾄ50kVA

非常・保安
電灯盤

本線受電盤

予備線
受電盤

ｺﾝﾃﾞﾝｻ盤

電灯盤

動力盤①

動力盤②

420kVA

発電機

油庫

(950L)

7t

7t

発電機
切替盤２

電源切替盤

ｽｺｯﾄ50kVA

非常・保安
電灯盤

非常・保安
動力変圧器盤420kVA

発電機

3,
00

0
3,

00
0

3,000

非常・保安
動力盤②

非常・保安
動力盤①

発電機
切替盤１

耐火壁

５. 大規模改修方法の検討
　【設備置場の配置及び大きさ検討】 A案

A 案
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▲
隣

地
境

界
線

　
4
9
,
2
9
5

▲道路境界線　≒32,890

軽
軽

軽
軽

軽
軽

軽
軽

軽
軽

22
,4

00

6,000

屋上伏図　S=1/200

内容

車庫

設備置場

設備架台を設け、地上部を駐車場

として活用。

イメージ
断面

【B案】

駐車場

改修範囲

凡例

給油場所

①建蔽率の算定：(997.582+411.85)/3867.88*100=36.43%・・・80%以上　OK

※敷地面積：3,867.88㎡(CAD算定、東側敷地含む）

※既設の建築面積：997.582㎡（既設図より）

16,000

道路中心線

▲道路境界線

※増築扱いになるので、計画通知の提出が必要となる。

※発電機及びサービスタンクの指定数量を超えるため、危険物扱いとなる。

※自家消費のため、車庫の上部（屋上）に露出で設置することができる。

 （豊橋消防　予防課危険物係よりヒアリング済）
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動力盤③

ｽｺｯﾄ50kVA

非常・保安
電灯盤

本線受電盤

予備線
受電盤

ｺﾝﾃﾞﾝｻ盤

電灯盤

動力盤①

動力盤②

420kVA

発電機

油庫

(950L)

7t

7t

発電機
切替盤２

電源切替盤

ｽｺｯﾄ50kVA

非常・保安
電灯盤

非常・保安
動力変圧器盤420kVA

発電機

3,
00

0
3,

00
0

3,000

非常・保安
動力盤②

非常・保安
動力盤①

発電機
切替盤１

５. 大規模改修方法の検討
　【設備置場の配置及び大きさ検討】 A案

B 案
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▲
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地
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界
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4
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,
2
9
5

道路中心線

▲道路境界線　≒32,890
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00

30,600

6,000

軽
軽

軽
軽

軽
軽

軽
軽

軽
軽

軽
軽

軽
軽

内容

車庫

設備置場

設備架台を設け、地上部を駐車場として活用。

イメージ
断面

【C案】

車庫

訓練スペース

改修範囲

凡例

給油場所

訓練スペース

①建蔽率の算定：(997.582+739.45)/3867.88*100=44.91%・・・80%以上　OK

※敷地面積：3,867.88㎡(CAD算定、東側敷地含む）

※既設の建築面積：997.582㎡（既設図より）

②容積率の算定：(997.582+739.45)/3867.88*100=44.91%・・・80%以上　OK

設備架台のスペースを拡張し、訓練スペースとする。

▲道路境界線

※発電機及びサービスタンクの指定数量を超えるため、危険物扱いとなる。

※自家消費のため、車庫の上部（屋上）に露出で設置することができる。

※危険物の隣に、訓練スペースを設ける。　詳細は危険物係と協議が必要。

 （豊橋消防　予防課危険物係よりヒアリング済）

※増築扱いになるので、計画通知の提出が必要となる。

屋上伏図　S=1/200
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発電機

3,
00

0
3,

00
0

3,000

非常・保安
動力盤②

非常・保安
動力盤①

発電機
切替盤１

５. 大規模改修方法の検討
　【設備置場の配置及び大きさ検討】 A案

C 案
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A A A B

2 2

　【受電の２重化について】
５. 大規模改修方法の検討
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令和７年度追加要望一覧
追加要望 改修方針 備考

① 訓練用リング支点の設置（各階に複数個） 10箇所程度設置 具体的な位置、個数は設計時に要検討

② 訓練棟の吹き抜け部分に手すりを設置 各階１本ずつ設置 具体的な位置は設計時に要検討

③
訓練棟に階段を設置できないのであれば、庁舎側か
ら訓練棟の２階、３階へ進入できる手段はないか

構造上難しいため不採用とする

④ 北側車庫前の路面舗装（アスファルト）の打ち直し 対応する

⑤
駐輪場横のデジタル無線用非常発電機の撤去（庁舎
の非常発電機と兼用とする）

対応する

⑥
シャッター（オーバースライダー）の開閉リモコン
の必要

各新設シャッターに開閉リモコンを追加

⑦ 車庫天井の車両排煙ダクト（排気ガス）の撤去
換気ダクトとして使用されているため撤去は不可。
但し、更新予定のため位置は調整可能。

⑧ 消毒室出入口東側の支柱の撤去 対応する

⑨
車庫南側防火衣掛け出入口横に各機器充電用コンセ
ント増設

対応する
コンセントの位置・数は設計にて検討。備品購入時
に棚要望

⑩
北西角スペースは、３階、５階と同様に間仕切壁と
する。

対応する 備品購入時に棚要望

⑪ 男性エリアのトイレ、大便器３基追加 対応する

⑫ 男性エリアの脱衣室に洗濯機置き場２か所設置 追加する

⑬
女性エリア仮眠室と休憩室の位置を入れ替え　⇒男
性と女性の仮眠室の間の壁は防音とする。

ふかし壁を設ける

⑭
女性用トイレは１基のみでよく、脱衣室を拡張す
る。

対応する

⑮ 女性エリアの脱衣室に洗濯機置き場１か所設置 追加する

⑯
会議室南側壁面を撤去し、ローカウンターとする。
扉２か所も不要

対応する（カウンターは別途工事）
ローカウンターは、固定されたものではなく、移動
可能な家具式のもの

⑰
消防団本部室南側壁面の事務室側をホワイト―ボー
ドとする。

ホワイトボードパネルを追加する

⑱
東側の湯沸室と倉庫の西側壁面の事務室側をホワイ
トボードとする。

追加する

⑲ A案（指揮隊３階、企画G５階）とする。 対応する

⑳
A案の講習室１，２，３の間の壁を移動間仕切り壁
として、1つの大きい講習室とできるようにする。

スライディングウォールを追加する

㉑
企画グループ執務室の南側及び西側は移動間仕切り
壁とする。ローカウンターとする。

対応する（カウンターは別途工事）
ローカウンターは、固定されたものではなく、移動
可能な家具式のもの

屋外

訓練
棟

３階

５階

車庫

２F

５. 大規模改修方法の検討
　【設備置場の配置及び大きさ検討】 A案
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　【受変電設備・盤・幹線　工事ステップ図】
５. 大規模改修方法の検討

令和７年度追加要望一覧
追加要望 改修方針 備考

① 訓練用リング支点の設置（各階に複数個） 10箇所程度設置 具体的な位置、個数は設計時に要検討

② 訓練棟の吹き抜け部分に手すりを設置 各階１本ずつ設置 具体的な位置は設計時に要検討

③
訓練棟に階段を設置できないのであれば、庁舎側か
ら訓練棟の２階、３階へ進入できる手段はないか

構造上難しいため不採用とする

④ 北側車庫前の路面舗装（アスファルト）の打ち直し 対応する

⑤
駐輪場横のデジタル無線用非常発電機の撤去（庁舎
の非常発電機と兼用とする）

対応する

⑥
シャッター（オーバースライダー）の開閉リモコン
の必要

各新設シャッターに開閉リモコンを追加

⑦ 車庫天井の車両排煙ダクト（排気ガス）の撤去
換気ダクトとして使用されているため撤去は不可。
但し、更新予定のため位置は調整可能。

⑧ 消毒室出入口東側の支柱の撤去 対応する

⑨
車庫南側防火衣掛け出入口横に各機器充電用コンセ
ント増設

対応する
コンセントの位置・数は設計にて検討。備品購入時
に棚要望

⑩
北西角スペースは、３階、５階と同様に間仕切壁と
する。

対応する 備品購入時に棚要望

⑪ 男性エリアのトイレ、大便器３基追加 対応する

⑫ 男性エリアの脱衣室に洗濯機置き場２か所設置 追加する

⑬
女性エリア仮眠室と休憩室の位置を入れ替え　⇒男
性と女性の仮眠室の間の壁は防音とする。

ふかし壁を設ける

⑭
女性用トイレは１基のみでよく、脱衣室を拡張す
る。

対応する

⑮ 女性エリアの脱衣室に洗濯機置き場１か所設置 追加する

⑯
会議室南側壁面を撤去し、ローカウンターとする。
扉２か所も不要

対応する（カウンターは別途工事）
ローカウンターは、固定されたものではなく、移動
可能な家具式のもの

⑰
消防団本部室南側壁面の事務室側をホワイト―ボー
ドとする。

ホワイトボードパネルを追加する

⑱
東側の湯沸室と倉庫の西側壁面の事務室側をホワイ
トボードとする。

追加する

⑲ A案（指揮隊３階、企画G５階）とする。 対応する

⑳
A案の講習室１，２，３の間の壁を移動間仕切り壁
として、1つの大きい講習室とできるようにする。

スライディングウォールを追加する

㉑
企画グループ執務室の南側及び西側は移動間仕切り
壁とする。ローカウンターとする。

対応する（カウンターは別途工事）
ローカウンターは、固定されたものではなく、移動
可能な家具式のもの

屋外

訓練
棟

３階

５階

車庫

２F
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５. 大規模改修方法の検討
　【空調方式の検討】
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５. 大規模改修方法の検討
　【給水方式の検討】
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６. 大規模改修基本図（建築）
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B
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F

A

EV2

EV1

EVピット

駐車場

倉庫
EV

準備室

実験室

電気室

給水設備室
泡消火設備室

ボイラー室

（階段１）

ホール１

N

PSS

グリルシャッターをスラットありのシャッターに変更

【建築-13】地下室への雨水対策

【定格速度：60m/minの場合】

１階から７階までの所要時間：38.7秒

１階から５階までの所要時間：30.3秒

【定格速度：90m/minの場合】

１階から７階までの所要時間：29.0秒

１階から５階までの所要時間：23.3秒

※エレベーターに人が乗り、扉が閉まり始めてから
　目的階へ到着し、扉が開き終わるまでの時間。

（補足）

【建築-11】EVの改修について

暑熱順化訓練室としての利用

【建築-14】火災実験室の改修

地上への移設  現東側駐車場に設備架台を設置

【建築-７】地下に設置されている変電設備及び非常用発電機の

現行法に合わせた改修内装も含む

（日立エレベーター　G Select Select2）

※速度変更の際には、昇降機の確認申請の提出が必要

（※駐車場の換気ができるようなシャッターに変更）

内装仕上げの改修（アスベスト撤去含む）

【建築-15】内装改修

受変電設備置場を暑熱順化室の設備置場に変更

【建築-14】火災実験室の改修

避難経路である階段室扉を耐震ドアへ更新

【建築-耐4】扉

【建築-耐5】鋼製シャッターは耐震構造とする(ﾘﾓｺﾝ付)

RC壁

コンクリートブロック壁

アクアバインド工法により外壁補修

【建築-３】外壁改修

共通事項

飛散防止フィルム張り・ガラスシール更新

【建築-耐1】アルミ製カーテンウォール アルミ製建具

【建築-耐13】7階講堂他 LGS下地 ボード張

凡例

上部１ｍは穴あきスラットシャッター

6,500

1

12,500 12,500 6,500

38,000

2 3 4 5

②案：天井ボード張の全範囲において既設天井下地共撤去、
　　　緊結在来天井下地共新設

６. 大規模改修基本図（建築）

※オレンジ色の文字は R7年度業務による
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pit

給油スペース

コンクリート壁を撤去し、ALC+腰壁コンクリートを新設 

　道路と敷地の段差改修 

【建築-５】段差の解消 凡例:

【建築-13】地下室への雨水対策の側溝を設ける

駐輪場7台

バイク置場5台

【建築-16】救急器具庫、消毒室の改修について

【建築-17】内装改修　宿直事務室のOAフロア化

【建築-17】内装改修　カウンター撤去

【建築-８】放水ブースの設置

　ALC壁を新設し、ピットに排水溝を設置

※3室→2室へレイアウト変更

【車路】

多機能
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【建築-18】トイレの改修

　トイレのレイアウト変更及び乾式化

【建築-４】駐輪場の増設

駐輪場の増設（7台分のｽﾍﾟｰｽ確保の上、ﾀｲﾔ止め設置）  

【建築-６】舗装強度の改善 凡例:

（アスファルトコンクリート舗装撤去・新設）

（舗装及び側溝撤去・擦り付け舗装及び側溝新設）

（※車庫と異種用途区画となる）

【建築-４】バイク置場増設 ５台分設置

１階の内装全て改修　※便所内装改修除く 

【建築-17】内装改修

【建築-10】エントランス照明塔撤去

【建築-耐7】鋼製ｼｬｯﾀｰ撤去、ｸﾞﾘﾙｼｬｯﾀｰ新設(落下防止仕様 ﾘﾓｺﾝ付)

タイル撤去、LGS間仕切壁新設

【建築-耐8】ｺﾝｸﾘｰﾄ下地 陶器質ﾀｲﾙ張

1階CB積撤去、乾式壁新設

【建築-耐9】CB下地 モルタル＋塗装等

御影石を撤去、乾式壁新設

【建築-耐11】壁 御影石張 凡例:

石張り撤去、塗装による改修

【建築-耐15】外構壁 御影石張（帳壁）

【建築-追1】外構 消毒室出入口 保護ポール撤去

利用円滑化経路内に、排水溝がありグレーチングの目が

【建築-９】グレーチングの取替え

粗いためグレーチングを細目に変更

利用円滑化経路内に、排水溝がありグレーチングの目が

【建築-９】グレーチングの取替え

粗いためグレーチングを細目に変更

【建築-耐7】ｵｰﾊﾞｰｽﾗｲﾀﾞｰ撤去、ｸﾞﾘﾙｼｬｯﾀｰ新設(落下防止仕様 ﾘﾓｺﾝ付)

北側車庫前全体のアスファルト舗装を撤去・新設

【建築-追2】外構 アスファルト舗装 凡例:

1階　平面図　S=1/200

RC壁 コンクリートブロック壁

乾式壁間仕切り変更範囲

アクアバインド工法により外壁補修

【建築-３】外壁改修

共通事項

飛散防止フィルム張り・ガラスシール更新

【建築-耐1】アルミ製カーテンウォール アルミ製建具

飛散防止フィルム張り

【建築-耐2】鋼製窓（内部）

①案：間仕切変更範囲において間仕切壁の更新（下地LGS共）

【建築-耐10】LGS下地 ボード張

②案：内部乾式壁の全範囲において間仕切壁の更新（下地LGS共）

①案：間仕切変更範囲において既設天井下地共撤去、

【建築-耐13】7階講堂他 LGS下地 ボード張

②案：天井ボード張の全範囲において既設天井下地共撤去、

凡例

1階CB積撤去、乾式壁新設

【建築-耐9】CB下地 モルタル＋塗装等

避難経路である階段室扉を耐震ドアへ更新

【建築-耐4】扉

避難経路である階段室扉を耐震ドアへ更新

【建築-耐4】扉

【建築-４】東側通路の整備　花壇の撤去

　　　緊結在来天井下地共新設

　　　緊結在来天井下地共新設

６. 大規模改修基本図（建築）
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女性仮眠室1

女性仮眠室2

女性休憩室

脱衣室

仮眠室２部屋、女性用ユニットバス１台

仮眠室と談話室・食堂間に遮音ふかし壁、防音扉を設置

【建築-20】女性エリアの整備

【建築-21】談話コーナーの拡張　湾曲壁の撤去

【建築-22】防音仕様の改修

食堂と談話室間に遮音ふかし壁、防音扉を設置

【建築-22】防音仕様の改修

脱衣室（男性）

ユニットバス２台、シャワーユニット１台

【建築-19】男性エリアの整備

FIX窓に対してカバー工法にて引違い窓へ変更

【建築-12】窓について（２階～７階共通事項）

【建築-24】トイレの改修

トイレの洋式化及び乾式化

洗面２台 間仕切り壁新設　　（仮眠室１~３を撤去）

脱衣室、洗面台 休憩室、女性用トイレの改修

２階の内装全て改修　※便所内装改修除く 

【建築-23】内装改修

【建築-２】デジタルサイネージ撤去に伴う、開口塞ぎ

デジタルサイネージ撤去は電気設備工事

仮眠室26と女性仮眠室1の間にふかし壁(遮音壁)を新設

【建築-追6】2階 ふかし壁

丸環10箇所新設

【建築-追3】訓練棟 訓練用リング

訓練棟2,3階吹抜廻りに手摺新設

【建築-追4】訓練棟 手摺

3階と同様の間仕切壁を新設

【建築-追5】間仕切壁

【建築-耐14】外部サイン 撤去

2階　平面図　S=1/200

RC壁

乾式壁間仕切り変更範囲

アクアバインド工法により外壁補修

【建築-３】外壁改修

共通事項

飛散防止フィルム張り・ガラスシール更新

【建築-耐1】アルミ製カーテンウォール アルミ製建具

飛散防止フィルム張り

【建築-耐2】鋼製窓（内部）

①案：間仕切変更範囲において間仕切壁の更新（下地LGS共）

【建築-耐10】LGS下地 ボード張

②案：内部乾式壁の全範囲において間仕切壁の更新（下地LGS共）

【建築-耐13】7階講堂他 LGS下地 ボード張

凡例
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1,350

洗濯機置場

洗濯機置場

タイル撤去、LGS間仕切壁新設

【建築-耐8】ｺﾝｸﾘｰﾄ下地 陶器質ﾀｲﾙ張

避難経路である階段室扉を耐震ドアへ更新

【建築-耐4】扉

避難経路である階段室扉を耐震ドアへ更新

【建築-耐4】扉
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①案：間仕切変更範囲において既設天井下地共撤去、

②案：天井ボード張の全範囲において既設天井下地共撤去、
　　　緊結在来天井下地共新設

　　　緊結在来天井下地共新設

６. 大規模改修基本図（建築）
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男性更衣室

男性用更衣室兼休憩室、女性用更衣室兼休憩室を設置

【建築-29】更衣室の増床

【建築-25】打合せコーナー整備

リフレッシュスペースに間仕切り壁

【建築-26】収納庫の新設

湾曲壁の撤去・壁の新設

【建築-27】OA室の改修

移動間仕切り壁を設置、一部倉庫新設+OAフロアH75新設

【建築-28】会議室及び消防団本部室

 ※入口部にて段差あり。テーション仕様へ変更

間仕切り変更範囲

倉庫

△躯体の切換えライン

躯体（FL-130）
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【建築-31】トイレの改修

トイレの洋式化及び乾式化

移動間仕切り

及び扉を設置

集中ボックス２基設置
打合せゾーンの可動間仕切り設置

３階の内装全て改修（アスベスト撤去含む）

【建築-30】内装改修

※事務室（OAフロアH75）

アクアバインド工法により外壁補修

【建築-３】外壁改修

共通事項

飛散防止フィルム張り・ガラスシール更新

【建築-耐1】アルミ製カーテンウォール アルミ製建具

飛散防止フィルム張り

【建築-耐2】鋼製窓（内部）

①案：間仕切変更範囲において間仕切壁の更新（下地LGS共）

【建築-耐10】LGS下地 ボード張

②案：内部乾式壁の全範囲において間仕切壁の更新（下地LGS共）

【建築-耐13】7階講堂他 LGS下地 ボード張

【建築-追7】壁仕上 ホワイトボード 凡例:

3階　平面図　S=1/200

凡例

タイル撤去、LGS間仕切壁新設

【建築-耐8】ｺﾝｸﾘｰﾄ下地 陶器質ﾀｲﾙ張

避難経路である階段室扉を耐震ドアへ更新

【建築-耐4】扉

避難経路である階段室扉を耐震ドアへ更新

【建築-耐4】扉

カウンター(別途工事)

大型モニター(別途工事)

【建築-追8】壁仕上 ホワイトボード 凡例:

7,
00
0

21
,0
00

7,
00
0

7,
00
0

7,
60
0

3,
50
0

B

C

D

F

E

A

①案：間仕切変更範囲において既設天井下地共撤去、

②案：天井ボード張の全範囲において既設天井下地共撤去、
　　　緊結在来天井下地共新設

　　　緊結在来天井下地共新設

６. 大規模改修基本図（建築）
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（EVシャフト）

（EPS）

（PS）

（DS）

（階段１）

無停電電源

（EPS）

第2通信機械室

親指令室
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男性用、女性用トイレの間仕切りを変更し

【建築-33】女性エリア設置可能場所について

仮眠室1 仮眠室2

浴室(女)

WWC

休憩室

上床
+100

上床
+100

キッチン・棚新設

【建築-34】休憩スペースの整備

【建築-32】男性エリアの整備

洗面室及び脱衣室、浴室を撤去 
男性用トイレ、脱衣室、ユニットバスを設置

休憩室の畳エリア、キッチン、扉含め撤去 レイアウト変更

女性エリア（仮眠室２つ、ユニットバス、トイレ）を設置

休憩室、仮眠室、東側コア・西側コア（廊下含む）

【建築-35】内装改修

 エレベーターホール、書庫&倉庫の内装改修

RC壁

乾式壁間仕切り変更範囲

アクアバインド工法により外壁補修

【建築-３】外壁改修

共通事項

飛散防止フィルム張り・ガラスシール更新

【建築-耐1】アルミ製カーテンウォール アルミ製建具

飛散防止フィルム張り

【建築-耐2】鋼製窓（内部）

①案：間仕切変更範囲において間仕切壁の更新（下地LGS共）

【建築-耐10】LGS下地 ボード張

②案：内部乾式壁の全範囲において間仕切壁の更新（下地LGS共）

【建築-耐13】7階講堂他 LGS下地 ボード張

凡例

避難経路である階段室扉を耐震ドアへ更新

【建築-耐4】扉

避難経路である階段室扉を耐震ドアへ更新

【建築-耐4】扉

N

4階　平面図　S=1/200
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①案：間仕切変更範囲において既設天井下地共撤去、

②案：天井ボード張の全範囲において既設天井下地共撤去、
　　　緊結在来天井下地共新設

　　　緊結在来天井下地共新設
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６. 大規模改修基本図（建築）
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【建築-36】レイアウト変更

リフレッシュスペースに間仕切り壁及び扉を設置

【建築-37】収納庫の新設
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【建築-38】トイレの改修

トイレのレイアウト変更及び乾式化

その他の内装全て改修（アスベスト撤去含む）

【建築-39】内装改修

【建築-追9】講習室1,2,3間はスライディングウォールを新設

カウンター(別途工事)

RC壁

乾式壁間仕切り変更範囲

アクアバインド工法により外壁補修

【建築-３】外壁改修

共通事項

飛散防止フィルム張り・ガラスシール更新

【建築-耐1】アルミ製カーテンウォール アルミ製建具

飛散防止フィルム張り

【建築-耐2】鋼製窓（内部）

①案：間仕切変更範囲において間仕切壁の更新（下地LGS共）

【建築-耐10】LGS下地 ボード張

②案：内部乾式壁の全範囲において間仕切壁の更新（下地LGS共）

【建築-耐13】7階講堂他 LGS下地 ボード張

凡例

タイル撤去、LGS間仕切壁新設

【建築-耐8】ｺﾝｸﾘｰﾄ下地 陶器質ﾀｲﾙ張

避難経路である階段室扉を耐震ドアへ更新

【建築-耐4】扉
避難経路である階段室扉を耐震ドアへ更新

【建築-耐4】扉
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①案：間仕切変更範囲において既設天井下地共撤去、

②案：天井ボード張の全範囲において既設天井下地共撤去、
　　　緊結在来天井下地共新設

　　　緊結在来天井下地共新設

６. 大規模改修基本図（建築）
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EV2

EV1

EV3談話コーナー

婦人室

集会室

談話コーナー

高齢者室

料理実習室

（DS）

（階段１）

（EPS）

舞台
EV

ホール１

バルコニー

バルコニー
吹抜

常設の舞台を設置、既設の折り畳み式撤去

【建築-40】集会室の改修

トイレの洋式化及び乾式化

【建築-45】トイレ改修について

網入りｶﾞﾗｽ6.8 +ﾌﾛｰﾄｶﾞﾗｽ8を撤去の上、新設

【建築-41】曲面ガラスの更新
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内装改修及び実習器具、流し台、棚の撤去・新設含む

【建築-42】料理実習室の全面改修

洗濯パンの設置　

【建築-43】洗濯機置場の新設

【建築-44】内装改修

常設の舞台設置

６階の内装全て改修（アスベスト撤去含む）
婦人室は、ダンス可能な遮音床下地及び床材+鏡の設置

（集会室の隣接した場所に設置）

RC壁

乾式壁間仕切り変更範囲

アクアバインド工法により外壁補修

【建築-３】外壁改修

共通事項

飛散防止フィルム張り・ガラスシール更新

【建築-耐1】アルミ製カーテンウォール アルミ製建具

飛散防止フィルム張り

【建築-耐2】鋼製窓（内部）

①案：間仕切変更範囲において間仕切壁の更新（下地LGS共）

【建築-耐10】LGS下地 ボード張

②案：内部乾式壁の全範囲において間仕切壁の更新（下地LGS共）

【建築-耐13】7階講堂他 LGS下地 ボード張

凡例

タイル撤去、LGS間仕切壁新設

【建築-耐8】ｺﾝｸﾘｰﾄ下地 陶器質ﾀｲﾙ張

避難経路である階段室扉を耐震ドアへ更新

【建築-耐4】扉

避難経路である階段室扉を耐震ドアへ更新

【建築-耐4】扉

N

6階　平面図　S=1/200
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①案：間仕切変更範囲において既設天井下地共撤去、

②案：天井ボード張の全範囲において既設天井下地共撤去、
　　　緊結在来天井下地共新設

　　　緊結在来天井下地共新設

６. 大規模改修基本図（建築）

※オレンジ色の文字は R7年度業務による
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株式会社　伊藤建築設計事務所

7,
00
0

7,
00
0

7,
00
0

21
,0
00

3,
50
0

1,
80
0

1 2 3 4 5

B

C

D

E

F

1,300 5,200

865

UP

UP

DN 23 2

13

6,
59
0

41
0

2,
86
0

2,
13
0

(2
60
×
11
)

2,
01
0

41
0

3,200 3,300 3,300340 3,200

4,
32
5

1,
50
0

2,
25
0

UP

42
5

42
5

1,135

4,
75
0

1,
35
0

1'

6,500 12,500

38,000

12,500 6,500

1,9004,600

ELV.MR-1

425

水槽基礎

2,
00
0

ELV.MR-2

吹抜

2,000 4,500

【建築-１】懸垂幕の設置用の金物新設

【建築-耐14】外部サイン　撤去

【建築-耐14】外部サイン　撤去

RC壁 乾式壁

押出成形セメント板

アクアバインド工法により外壁補修

【建築-３】外壁改修

共通事項

飛散防止フィルム張り・ガラスシール更新

【建築-耐1】アルミ製カーテンウォール アルミ製建具

【建築-耐13】7階講堂他 LGS下地 ボード張

凡例

N

R階　平面図　S=1/200 ②案：天井ボード張の全範囲において既設天井下地共撤去、
　　　緊結在来天井下地共新設

【建築-耐14】外部サイン　撤去

６. 大規模改修基本図（建築）

※オレンジ色の文字は R7年度業務による
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株式会社　伊藤建築設計事務所
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講堂 倉庫1

（EPS）

倉庫2
（DS）

収納庫

（EPS）

ホール１
EV

EV
ホール２

屋外テラス

収納庫へ改修

【建築-48】シャワールームの改修

収納室へ改修（壁扉新設）

【建築-49】EVホール２の改修

ポリカーボネートの既製品にトップライトへ更新

【建築-50】トップライトの改修

音楽隊室への変更(防音仕様に変更)

【建築-47】トレーニング室の改修

訓練設備（キャットウォーク）を新設

【建築-46】訓練設備の設置

or
音楽隊室

MWC WWC

トイレの洋式化及び乾式化

【建築-52】便所改修

更新に伴い、防水改修

【建築-51】内装改修

７階の内装全て改修（アスベスト撤去含む）

トップライトを取止め金属屋根で閉塞

【建築-耐3】トップライト(市民館) 凡例:

既設天井下地共撤去、耐震天井下地共新設

【建築-耐12】7階講堂 LGS下地 ボード張

RC壁

乾式壁間仕切り変更範囲

アクアバインド工法により外壁補修

【建築-３】外壁改修

共通事項

飛散防止フィルム張り・ガラスシール更新

【建築-耐1】アルミ製カーテンウォール アルミ製建具

飛散防止フィルム張り

【建築-耐2】鋼製窓（内部）

①案：間仕切変更範囲において間仕切壁の更新（下地LGS共）

【建築-耐10】LGS下地 ボード張

②案：内部乾式壁の全範囲において間仕切壁の更新（下地LGS共）

【建築-耐13】7階講堂他 LGS下地 ボード張

凡例

タイル撤去、LGS間仕切壁新設

【建築-耐8】ｺﾝｸﾘｰﾄ下地 陶器質ﾀｲﾙ張

避難経路である階段室扉を耐震ドアへ更新

【建築-耐4】扉

避難経路である階段室扉を耐震ドアへ更新

【建築-耐4】扉
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①案：間仕切変更範囲において既設天井下地共撤去、

②案：天井ボード張の全範囲において既設天井下地共撤去、
　　　緊結在来天井下地共新設

　　　緊結在来天井下地共新設

６. 大規模改修基本図（建築）

※オレンジ色の文字は R7年度業務による
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株式会社　伊藤建築設計事務所
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株式会社　伊藤建築設計事務所
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株式会社　伊藤建築設計事務所
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株式会社　伊藤建築設計事務所
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株式会社　伊藤建築設計事務所
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株式会社　伊藤建築設計事務所
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株式会社　伊藤建築設計事務所
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株式会社　伊藤建築設計事務所
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株式会社　伊藤建築設計事務所
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株式会社　伊藤建築設計事務所
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株式会社　伊藤建築設計事務所
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株式会社　伊藤建築設計事務所
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株式会社　伊藤建築設計事務所
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株式会社　伊藤建築設計事務所
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株式会社　伊藤建築設計事務所
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株式会社　伊藤建築設計事務所
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株式会社　伊藤建築設計事務所
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株式会社　伊藤建築設計事務所
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株式会社　伊藤建築設計事務所
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株式会社　伊藤建築設計事務所
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株式会社　伊藤建築設計事務所
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株式会社　伊藤建築設計事務所
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株式会社　伊藤建築設計事務所
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株式会社　伊藤建築設計事務所
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株式会社　伊藤建築設計事務所
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株式会社　伊藤建築設計事務所
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株式会社　伊藤建築設計事務所
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株式会社　伊藤建築設計事務所
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株式会社　伊藤建築設計事務所
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株式会社　伊藤建築設計事務所
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株式会社　伊藤建築設計事務所
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株式会社　伊藤建築設計事務所

区分 場所 概算費用（円）

建築 外部 1 懸垂幕 ・ 懸垂幕の設置用の金物新設 1,000,000

2 デジタルサイネージ ・ デジタルサイネージ撤去に伴う、開口塞ぎ 500,000

3 外壁改修 ・ アクアバインド工法により外壁補修 131,100,000

外構 4
駐輪場の増設
バイク置場増設
東側通路の整備

・

・

駐輪場の増設
（10台分のスペース確保の上、タイヤ止め設置）
バイク置場増設
（既設の湾曲壁面撤去・壁新設）

2,700,000

5 段差解消 ・ 道路と敷地の段差改修
（舗装及び側溝撤去・擦り付け舗装及び側溝新設）

3,900,000

6 舗装強度の改善 ・ アスファルトコンクリート舗装の改修
（アスファルトコンクリート舗装撤去・新設）

2,600,000

7
受変電設備・非常用発電
機地上設置

・ 現東側駐車場に設備架台を設置。 129,800,000

8 放水ブースの設置 ・ ALC壁を新設し、ピットに排水溝を設置 500,000

9 グレーチングの取替え ・
利用円滑化経路内に、排水溝がありグレーチングの目が
粗いためグレーチングを細目に変更。

400,000

10 エントランス照明塔撤去 ・ 公民館の照明塔の撤去 1,400,000

追1
外構　消毒室出入口東側
保護ポール

・ 撤去 20,000

追2
外構
アスファルト舗装

・ 北側車庫前全体のアスファルト舗装を撤去・新設 4,400,000

追3
訓練棟
訓練用リング

・ 丸環10箇所新設 1,000,000

追4
訓練棟
手摺

・ 訓練棟2,3階吹抜廻りに手摺新設 300,000

共通 11 エレベーター改修 ・
現行法規に合せた改修。
内装も含む　（日立エレベーター　G Select Select2）

63,600,000

12 窓の改修 ・ FIX窓に対してカバー工法にて引違い窓へ変更 85,400,000

地下 13 シャッターの改修
・ グリルシャッターをスラットありのシャッターに変更

（※駐車場の換気ができるようなシャッターに変更）
上部１ｍは穴あきスラットシャッター

2,600,000

14 火災実験室の改修 ・ 暑熱順化訓練室としての利用 1,800,000

15 内装改修 ・ 内装仕上げの改修（アスベスト撤去含む） 29,200,000

１階 16
救急器具庫・消毒室の
レイアウト変更

・ コンクリート壁を撤去し、ALC+腰壁コンクリートを新設
（※車庫と異種用途区画となる）

2,900,000

17 内装改修 ・ １階の内装全て改修　※便所内装改修除く
（アスベスト1.3倍）

36,000,000

18 便所改修 ・ トイレのレイアウト変更及び乾式化（レイアウト変更あり） 7,600,000

２階 19 男性エリアの整備

・
・ ユニットバス２台、シャワーユニット１台、洗面２台

間仕切り壁新設　　（仮眠室１~３を撤去）
7,300,000

20 女性エリアの整備

・
・ 仮眠室２部屋、女性用ユニットバス１台、脱衣室、洗面台

休憩室、女性用トイレの改修
10,200,000

追5 間仕切壁 ・ 北西角に3階と同様の間仕切壁を新設 350,000

追6 ふかし壁 ・ 仮眠室26ち女性仮眠室1の間にふかし壁(遮音壁)を新設 200,000

21 談話コーナーの拡張 ・ 湾曲壁の撤去 400,000

22 防音仕様の改修 ・ 仮眠室と談話・食堂の間仕切り壁の遮音壁に改修
扉を防音仕様

2,500,000

23 内装改修 ・ ２階の内装全て改修（アスベスト撤去含む） 29,200,000

24 便所改修 ・ トイレの洋式化及び乾式化（レイアウト変更あり） 6,900,000

扉の撤去も含む
（防音T-2）の仕様に変更

仮眠室５~28、EVホール１、談話コーナー、食堂、
厨房

駐車場、電気室、泡消火設備室ボイラー室、給水設
備室、EVホール、階段１

※鉄骨柱梁を追加設置

車庫、階段１、EVホール１・２、一般器具庫、工作
室、油湖、潜水器具庫
風除室、宿直事務室の改修含む

洗面所、MWC、リネン室、仮眠室１~４の撤去（男
性エリア）

速度を変えるか検討中（消防）
超概算は速度変更なし

R5年度業務計画 物価上昇分見直し＋R7年度追加要望
項目 概要 備考

デジタルサイネージの撤去は電気設備工事

最大規模のC案にて概算工事費を算出

休憩室（畳あり）、
浴室（男性、女性）洗面所の撤去

区分 場所 概算費用（円）

３階 25 打合せコーナー整備 ・ 集中ボックス２基設置、打合せゾーンの可動間仕切り設置 6,100,000

26 収納庫の新設 ・ リフレッシュスペースに間仕切り壁及び扉を設置 300,000

27 OA室の改修 ・ 湾曲壁の撤去・壁の新設 700,000

28
会議室・消防団本部室の
改修

・ 移動間仕切り壁を設置、一部倉庫新設+OAフロアH75新設
※入口部にて段差あり。

4,100,000

29 更衣室の増床 ・ 男性用更衣室兼休憩室、女性用更衣室兼休憩室を設置 800,000

追7 ホワイトボード ・
消防団本部室南側壁面の事務室側の壁仕上をホワイトボードとす
る

500,000

追8 ホワイトボード ・
湯沸室と倉庫の西側壁面の事務室側の壁仕上をホワイトボードと
する。

700,000

30 内装改修 ・ ３階の内装全て改修（アスベスト撤去含む）
※事務室（OAフロアH75）

43,000,000

31 便所改修 ・ トイレの洋式化及び乾式化（レイアウト変更あり） 6,200,000

４階 32 男性エリアの整備 ・ 洗面室及び脱衣室、浴室を撤去
男性用トイレ、脱衣室、ユニットバスを設置

6,900,000

33 女性エリアの整備 ・ 男性用、女性用トイレの間仕切りを変更し
女性エリア（仮眠室２つ、ユニットバス、トイレ）を設置

7,600,000

34 休憩スペースの整備 ・ 休憩室の畳エリア、キッチン、扉含め撤去
レイアウト変更

3,900,000

35 内装改修 ・ 休憩室、仮眠室、東側コア・西側コア（廊下含む）
エレベーターホール、書庫&倉庫の内装改修

15,200,000

５階 36 レイアウト変更 ・ 全面レイアウト変更。（該当部分の内装改修）
※各室名の列記

№39に含む

37 収納庫の新設 ・ リフレッシュスペースに間仕切り壁及び扉を設置 №39に含む

38 便所改修 ・ トイレの洋式化及び乾式化（レイアウト変更あり） 8,600,000

39 内装改修 ・ その他の内装全て改修（アスベスト撤去含む） 55,700,000

追9 ｽﾗｲﾃﾞｨﾝｸﾞｳｫｰﾙ ・ 講習室1,2,3間はスライディングウォールを新設 9,000,000

6階 40 集会室に舞台設置 ・ 常設の舞台を設置、既設の折り畳み式撤去 700,000

41 曲面ガラスの更新 ・ 網入りｶﾞﾗｽ6.8 +ﾌﾛｰﾄｶﾞﾗｽ8を撤去の上、新設 10,400,000

42 料理実習室の全面改修 ・ 内装改修及び実習器具、流し台、棚の撤去・新設含む 9,500,000

43 洗濯機置場の新設 ・ 洗濯パンの設置　（集会室の隣接した場所に設置） 400,000

44 内装改修 ・ ６階の内装全て改修（アスベスト撤去含む） 28,300,000

45 便所改修 ・ トイレの洋式化及び乾式化（レイアウト変更あり） 8,800,000

７階 46 訓練設備の設置 ・ 訓練設備（キャットウォーク）を新設 6,500,000

47 トレーニング室の改修
・ トレーニング室を音楽隊室に変更（A案）

→防音仕様に変更
4,500,000

48 シャワールームの改修 ・ 収納庫へ改修 1,500,000

49 EVホール２の改修 ・ 収納室へ改修（壁扉新設） 1,900,000

50 トップライトの改修 ・ ポリカーボネートの既製品にトップライトへ更新
更新に伴い、防水改修

4,800,000

51 内装改修 ・ ７階の内装全て改修（アスベスト撤去含む） 20,800,000

52 便所改修 ・ トイレの洋式化及び乾式化（レイアウト変更あり） 6,900,000

計　 840,070,000 … 純工事費(直接工事費）

共通費 252,100,000 （仮に設定）

合　計 1,092,170,000 ※ 税抜き

※屋外テラス塗膜防水の塗替え含む

EVホール１・２、階段室、空調機械室、講堂、倉庫
１、倉庫２

30%

楽器室、EVホール１、階段１・２
レイアウト変更含む(B案）、収納庫の新設含む

※床は塩ビ系に変更
集会室、高齢者室、談話コーナー、舞台、
EVホール１、階段１・２

※オストメイト設置
ベビーチェア・おむつ替えシート新設

音楽室仕様の部屋として概算工事費算出

スチールパーティションとする。

項目 概要 備考

事務室、OA室、署長室、湯沸室、倉庫、事務用品
倉庫、書庫

通信指令室、作戦会議室、通信機械室、通信データ
管理室内の内装及び照明・空調は別途工事

現打合せコーナーの可動間仕切り撤去

７. 改修項目一覧表及び各概算工事金額内訳書
　【建築】 ※一般

※赤字は物価上昇を反映 ※赤字は物価上昇を反映※　　　　は R7 年度業務による追加要望※　　　　は R7 年度業務による追加要望
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株式会社　伊藤建築設計事務所

区分 場所 概要 概算費用（円）

電気 共通 1 受変電設備改修

・受変電設備更新（屋外キュービクル）
・２回線受電（本線・予備電源）
・構内第一柱及び引込配管・配線の更新
・予備電源用引込柱の新設

225,000,000

2 発電機設備改修

・発電機更新（420kVA×2台・冗長）
・サービスタンク更新
・既設地下タンクへ接続
・ポンプユニット新設

200,000,000

3 幹線動力設備

・既設キュービクルから新設キュービクルへの幹線切替
・キュービクルから各盤への幹線更新
・動力制御盤、電灯分電盤改修
・盤二次側の負荷分岐配線改修

147,000,000

4
電灯コンセント設備改修（６
階除く）

・照明LED化（非常照明、誘導灯含む）
・エントランス照明塔の機器撤去
・レイアウト変更に伴う誘導灯の位置変更
・地下EVホール、駐車場、廊下、トイレ、給湯室に
　人感センサーを追加
・内装工事に伴うコンセントの改修
・1階車庫充電用コンセント増設

87,700,000

5
非常放送設備改修（６階除
く）

・非常放送アンプ、スピーカーの更新
・スピーカーは現行法規に合わせた配置とする
・火災時の警報を非常放送連動とする

12,300,000

6 弱電設備改修（６階除く）

・トイレ改修に伴うトイレ呼出設備の改修
・内装工事に伴う弱電設備の改修
　（TEL、TV、LAN、インターホン）
・ローカル放送設備、プロジェクター設備の更新
　（講習室3、7階講堂）

22,300,000

7
自動火災報知設備改修（６階
除く）

・副表示機、発信機、表示灯、感知器の更新、ベル鳴動の取止め
・防排煙連動設備（感知器、自動閉鎖装置）の更新

8,200,000

8 避雷設備改修 ・避雷針、棟上導体の更新 1,200,000

9 ITV設備改修
・ITV設備（監視カメラ）の更新
・玄関（風除室）、車庫北面東西、車庫南面東西、地下スロープ
　に防犯カメラを追加

7,700,000

10 緊急車両出動表示設備改修 ・出動表示灯及び操作盤の更新 15,000,000

地下 11 火災実験室の改修 ・分電盤の設置及び幹線追加 4,700,000

３階 12 災害時の強化
・大型モニター設置対応（電源、TV端子、LAN）
・すべてのコンセント及び照明を非常用回路とする

電気2・3・4に含む

５階 13 災害時の強化
・大型モニター設置対応（電源、TV端子、LAN）
・すべてのコンセント及び照明を非常用回路とする

電気2・3・4に含む

６階 14 幹線動力設備
・キュービクルから各盤への幹線更新
・動力制御盤、電灯分電盤改修
・盤二次側の負荷分岐配線改修

12,600,000

15 電灯コンセント設備改修
・照明LED化（非常照明、誘導灯含む）
・内装工事に伴うコンセントの改修

7,500,000

16 非常放送設備改修
・スピーカー更新
・スピーカーは現行法規に合わせた配置とする

500,000

17 弱電設備改修
・内装工事に伴う弱電設備の改修
　（TEL、TV、LAN、インターホン等）

1,100,000

18 自動火災報知設備改修
・発信機、表示灯、感知器の更新、ベル鳴動の取止め
・防排煙連動設備（感知器、自動閉鎖装置）の更新

700,000

その他 19 急速充電対応 ・トランスに容量を見込む 電気1に含む

20 仮設対応 ・工事ステップによる仮設 4,100,000

21 4階耐震施工 ・通信指令室　機器脱着、耐震施工、既存蛍光灯LED化 3,100,000

計　 760,700,000 … 直接工事費

共通費 228,300,000 （仮に設定）

合　計 989,000,000 ※ 税抜き

R5年度業務計画 物価上昇分見直し+建築設備に関する耐震対策

30%

大型モニターの機器は別途工事

機器は別途工事

項目

２回線受電に伴う新規引込の工
事負担金は除く

排煙ダクト内アスベスト除去費
込み

複合受信機は2021年改修済みの
ため除外

大型モニターの機器は別途工事

備考

区分 部位 概算費用（円）

建築 建具 耐1
アルミ製ｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ
アルミ製建具

・ 飛散防止フィルム張り・ガラスシール更新 13,100,000

耐2 鋼製窓（内部） ・ 飛散防止フィルム張り 800,000

耐3 トップライト（市民館） ・ トップライトを取止め金属屋根で閉塞 1,500,000

耐4 扉 ・ 避難経路である階段室扉を耐震ドアへ更新 4,200,000

耐5
地下1階
鋼製シャッター

・ 耐震構造 鋼製シャッター(上部１ｍは穴あき)新設 386,000

耐6 ・ A案：耐震構造 鋼製シャッター新設 7,700,000

・ B案：グリルシャッター新設 11,386,000

耐7 ・ A案：オーバースライダー更新 14,500,000

・ B案：グリルシャッター新設 29,258,000

内壁 耐8 ｺﾝｸﾘｰﾄ下地 陶器質ﾀｲﾙ張 ・ タイル撤去、LGS間仕切壁新設 0

耐9 CB下地 ﾓﾙﾀﾙ＋塗装等 ・ 1階CB積撤去、乾式壁新設 5,200,000

耐10 LGS下地 ボード張 ・ ①案：R5年度業務の改修範囲において
　　　間仕切壁の更新（下地LGS共）

8,000,000

・ ②案：内部乾式壁の全範囲において
　　　間仕切壁の更新（下地LGS共）

29,900,000

耐11 ｺﾝｸﾘｰﾄ下地 御影石張 ・ 御影石を撤去、乾式壁新設 2,500,000

天井 耐12
7階講堂
LGS下地 ボード張

・ 既設天井下地共撤去、耐震天井下地共新設 1,900,000

耐13
7階講堂他
LGS下地 ボード張

・ ①案：R5年度業務の改修範囲において
　　　既設天井下地共撤去、緊結在来天井下地共新設

8,300,000

・ ②案：天井ボード張の全範囲において
　　　既設天井下地共撤去、緊結在来天井下地共新設

30,700,000

耐14 外部サイン ・ 撤去 500,000

耐15 外構壁 御影石張（帳壁） ・ 石張り撤去、塗装による改修 200,000

①を採用した場合 （建築非構造部材に関する耐震対策）計　 87,230,000 … 純工事費(直接工事費）

共通費 26,200,000 （仮に設定）

①を採用した場合 合　計 113,430,000 ※ 税抜き

(R5年度業務計画 物価上昇分見直し＋建築非構造部材に関する耐震対策)　総合計 1,205,600,000 ※ 税抜き

➁を採用した場合 （建築非構造部材に関する耐震対策）計　 131,530,000 … 純工事費(直接工事費）

共通費 39,500,000 （仮に設定）

➁を採用した場合 合　計 171,030,000 ※ 税抜き

(R5年度業務計画 物価上昇分見直し＋建築非構造部材に関する耐震対策)　総合計 1,263,200,000 ※ 税抜き

【全体工事費】

　　　　　　　　建築工事（①を採用した場合） 1,205,600,000 円

　　　　　　　　電気設備工事 989,000,000 円

　　　　　　　　機械設備工事 761,300,000 円

　　　　　　　　合計 2,955,900,000 円

　　　　　　　　建築工事（②を採用した場合） 1,263,200,000 円

　　　　　　　　電気設備工事 989,000,000 円

　　　　　　　　機械設備工事 761,300,000 円

　　　　　　　　合計 3,013,500,000 円

全て

30%

30%

シャフト,グリル共 落下防止仕様、リモコン設置

水平レール補強による脱落危険性の低減

シャフト,グリル共 落下防止仕様、リモコン設置

※R5年度業務の便所改修で見込み済

地下1階や改修不可の範囲を除く

LGSはスラブtoスラブとし、ボードは床から天井と
する

全て

既設建具表SW-1～SW-12

〃

付随工事含む

耐震ドアの製作限界寸法W900×H2200以下(片開き
のみ)となるよう現状の火報連動扉部の袖は壁新設
とする。　耐震性能は面内変形角1/120以下

シャフト,スラット共 落下防止仕様、リモコン設置

シャフト,スラット共 落下防止仕様

建築非構造部材に関する耐震対策　※R5年度業務と重複する項目はR5年度業務による計画からの増減を記載

項目 概要 備考

付随工事含む

外部
その他

1階
オーバースライダー

1階
鋼製シャッター

※仮設トイレや仮設風呂についての金額は除く。

※赤字は物価上昇を反映
【電気】

　【建築】 ※耐震

７. 改修項目一覧表及び各概算工事金額内訳書
※　　　　は R7 年度業務による追加要望
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株式会社　伊藤建築設計事務所

区分 場所 超概算費用（円）

機械 外構 1 排水設備工事 ・ 災害時用汚水槽の新設 13,200,000

地下 2 空調設備工事 ・ 実験室を暑熱順化室兼乾燥室へ改修 19,600,000

3 換気設備工事 ・ 換気扇の更新 4,400,000

4 給水設備工事
・ 給水方式を加圧給水ポンプ方式へ改修（配管更新

を含む）
40,630,000

4(2) 耐震対策工事 ・ 受水槽に緊急遮断弁を追加 6,170,000

5 排水設備工事 ・ 汚水槽および湧水槽の排水ポンプの更新 2,300,000

6 給湯設備工事 ・ ボイラー室以降の給湯配管の撤去 200,000

7 消火設備工事 ・
屋内消火設備および泡消火設備の更新（配管更新
を含む）

29,300,000

１階 8 空調設備工事 ・ 空調機の更新 5,200,000

9 自動制御設備工事 ・ 自動制御設備の更新 4,400,000

10 換気設備工事 ・ 換気扇の更新 3,200,000

11 給水設備工事 ・ 給水配管の更新 1,700,000

12 排水設備工事 ・ 排水配管および通気管の更新 2,100,000

13 衛生器具設備工事 ・ トイレの衛生器具の更新 6,400,000

14 消火設備工事 ・ 屋内消火設備の更新（配管更新を含む） 3,000,000

２階 15 空調設備工事 ・ 空調機の更新（電気式ビル用マルチへ改修） 55,700,000

16 自動制御設備工事 ・ 自動制御設備の更新 61,800,000

17 換気設備工事 ・ 換気扇の更新 2,400,000

18 給水設備工事 ・ 給水配管の更新 2,300,000

19 排水設備工事 ・ 排水配管および通気管の更新 3,000,000

20 衛生器具設備工事
・
・
・

トイレの衛生器具の更新
男性エリアおよび女性エリアの衛生器具の新設
厨房の流し台を厨房用に改修

7,500,000

21 給湯設備工事 ・ 男性エリアおよび女性エリアの給湯設備の新設 1,500,000

22 消火設備工事 ・ 屋内消火設備の更新（配管更新を含む） 1,700,000

３階 23 空調設備工事 ・ 空調機の更新（電気式ビル用マルチへ改修） 79,900,000

24 自動制御設備工事 ・ 自動制御設備の更新 45,900,000

25 換気設備工事 ・ 換気扇の更新 1,700,000

26 給水設備工事 ・ 給水配管の更新 1,500,000

27 排水設備工事 ・ 排水配管および通気管の更新 1,800,000

28 衛生器具設備工事 ・ トイレの衛生器具の更新 5,300,000

29 給湯設備工事 ・ 湯沸室の給湯器の更新 200,000

30 消火設備工事 ・ 屋内消火設備の更新（配管更新を含む） 2,000,000

４階 31 空調設備工事 ・ 空調機の更新（電気式ビル用マルチへ改修） 23,800,000

32 自動制御設備工事 ・ 自動制御設備の更新 18,700,000

33 換気設備工事 ・ 換気扇の更新 1,600,000

34 給水設備工事 ・ 給水配管の更新 1,700,000

35 排水設備工事 ・ 排水配管および通気管の更新 2,400,000

36 衛生器具設備工事
・
・

トイレの衛生器具の更新
男性エリアおよび女性エリアの衛生器具の新設

5,000,000

37 給湯設備工事
・
・

男性エリアおよび女性エリアの給湯設備の新設
休憩室の給湯器の移設

1,200,000

38 消火設備工事 ・ 屋内消火設備の更新（配管更新を含む） 1,900,000

屋上室外機を含む

ダクトは基本的に既設流用
レイアウト変更箇所はダクト新設

屋上室外機を含む

ダクトは基本的に既設流用
レイアウト変更箇所はダクト新設

ダクトは基本的に既設流用
レイアウト変更箇所はダクト新設

ダクトは基本的に既設流用
レイアウト変更箇所はダクト撤去新設

屋上室外機を含む

屋上室外機を含む

R5年度業務計画 物価上昇分見直し+建築設備に関する耐震対策
概要 備考（保留事項）

ダクトは既設流用

項目

区分 場所 超概算費用（円）概要 備考（保留事項）項目

５階 39 空調設備工事 ・ 空調機の更新 10,400,000

40 自動制御設備工事 ・ 自動制御設備の更新 7,200,000

41 換気設備工事 ・ 換気扇の更新 6,000,000

42 給水設備工事 ・ 給水配管の更新 1,300,000

43 排水設備工事 ・ 排水配管および通気管の更新 1,600,000

44 衛生器具設備工事 ・ トイレの衛生器具の更新 11,100,000

45 消火設備工事 ・ 屋内消火設備の更新（配管更新を含む） 2,000,000

６階 46 換気設備工事 ・ 換気扇の更新 2,100,000

47 給水設備工事 ・ 給水配管の更新 1,800,000

48 排水設備工事 ・ 排水配管および通気管の更新 2,200,000

49 衛生器具設備工事 ・ トイレの衛生器具の更新 6,600,000

50 給湯設備工事 ・ 料理実習室の給湯器の更新 700,000

51 消火設備工事 ・ 屋内消火設備の更新（配管更新を含む） 1,900,000

７階 52 空調設備工事 ・ 空調機の更新（電気式ビル用マルチへ改修） 28,400,000

53 自動制御設備工事 ・ 自動制御設備の更新 6,400,000

54 換気設備工事 ・ 換気扇の更新 1,400,000

55 給水設備工事 ・ 給水配管の更新 1,700,000

56 排水設備工事 ・ 排水配管および通気管の更新 1,400,000

57 衛生器具設備工事
・
・

トイレの衛生器具の更新
シャワー室撤去に伴う衛生器具の撤去

6,400,000

58 給湯設備工事 ・ シャワー室撤去に伴う給湯配管の撤去 100,000

59 消火設備工事 ・ 屋内消火設備の更新（配管更新を含む） 1,600,000

屋上 60 空調設備工事
・
・

吸収式冷温水発生機の撤去
膨張タンクの更新

2,800,000

60(2) 耐震対策工事 ・ ４階室外機の固定 300,000

61 自動制御設備工事 ・ 自動制御設備の更新 600,000

62 換気設備工事 ・ 換気扇の更新 300,000

63 排煙設備工事 ・ 排煙機の更新 5,400,000

64 給水設備工事 ・
高架水槽および7階用加圧給水ポンプの撤去（配管
撤去を含む）

400,000

65 給湯設備工事 ・ 給湯器の移設（配管撤去を含む） 100,000

66 消火設備工事 ・ 消火補給水槽の更新（配管更新を含む） 1,100,000

計　 585,600,000 ・直接工事費

共通費 175,700,000 （仮に設定）

合　計 761,300,000 ※税抜き

30%

ダクトは既設流用

屋上室外機を含む

ダクトは基本的に既設流用
レイアウト変更箇所はダクト新設

ダクトは既設流用

ダクトは基本的に既設流用
レイアウト変更箇所はダクト新設

屋上室外機を含む

※赤字は物価上昇を反映 ※赤字は物価上昇を反映
　【機械】

区分 部位 概算費用（円）

建築 建具 耐1
アルミ製ｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ
アルミ製建具

・ 飛散防止フィルム張り・ガラスシール更新 13,100,000

耐2 鋼製窓（内部） ・ 飛散防止フィルム張り 800,000

耐3 トップライト（市民館） ・ トップライトを取止め金属屋根で閉塞 1,500,000

耐4 扉 ・ 避難経路である階段室扉を耐震ドアへ更新 4,200,000

耐5
地下1階
鋼製シャッター

・ 耐震構造 鋼製シャッター(上部１ｍは穴あき)新設 386,000

耐6 ・ A案：耐震構造 鋼製シャッター新設 7,700,000

・ B案：グリルシャッター新設 11,386,000

耐7 ・ A案：オーバースライダー更新 14,500,000

・ B案：グリルシャッター新設 29,258,000

内壁 耐8 ｺﾝｸﾘｰﾄ下地 陶器質ﾀｲﾙ張 ・ タイル撤去、LGS間仕切壁新設 0

耐9 CB下地 ﾓﾙﾀﾙ＋塗装等 ・ 1階CB積撤去、乾式壁新設 5,200,000

耐10 LGS下地 ボード張 ・ ①案：R5年度業務の改修範囲において
　　　間仕切壁の更新（下地LGS共）

8,000,000

・ ②案：内部乾式壁の全範囲において
　　　間仕切壁の更新（下地LGS共）

29,900,000

耐11 ｺﾝｸﾘｰﾄ下地 御影石張 ・ 御影石を撤去、乾式壁新設 2,500,000

天井 耐12
7階講堂
LGS下地 ボード張

・ 既設天井下地共撤去、耐震天井下地共新設 1,900,000

耐13
7階講堂他
LGS下地 ボード張

・ ①案：R5年度業務の改修範囲において
　　　既設天井下地共撤去、緊結在来天井下地共新設

8,300,000

・ ②案：天井ボード張の全範囲において
　　　既設天井下地共撤去、緊結在来天井下地共新設

30,700,000

耐14 外部サイン ・ 撤去 500,000

耐15 外構壁 御影石張（帳壁） ・ 石張り撤去、塗装による改修 200,000

①を採用した場合 （建築非構造部材に関する耐震対策）計　 87,230,000 … 純工事費(直接工事費）

共通費 26,200,000 （仮に設定）

①を採用した場合 合　計 113,430,000 ※ 税抜き

(R5年度業務計画 物価上昇分見直し＋建築非構造部材に関する耐震対策)　総合計 1,205,600,000 ※ 税抜き

➁を採用した場合 （建築非構造部材に関する耐震対策）計　 131,530,000 … 純工事費(直接工事費）

共通費 39,500,000 （仮に設定）

➁を採用した場合 合　計 171,030,000 ※ 税抜き

(R5年度業務計画 物価上昇分見直し＋建築非構造部材に関する耐震対策)　総合計 1,263,200,000 ※ 税抜き

【全体工事費】

　　　　　　　　建築工事（①を採用した場合） 1,205,600,000 円

　　　　　　　　電気設備工事 989,000,000 円

　　　　　　　　機械設備工事 761,300,000 円

　　　　　　　　合計 2,955,900,000 円

　　　　　　　　建築工事（②を採用した場合） 1,263,200,000 円

　　　　　　　　電気設備工事 989,000,000 円

　　　　　　　　機械設備工事 761,300,000 円

　　　　　　　　合計 3,013,500,000 円

全て

30%

30%

シャフト,グリル共 落下防止仕様、リモコン設置

水平レール補強による脱落危険性の低減

シャフト,グリル共 落下防止仕様、リモコン設置

※R5年度業務の便所改修で見込み済

地下1階や改修不可の範囲を除く

LGSはスラブtoスラブとし、ボードは床から天井と
する

全て

既設建具表SW-1～SW-12

〃

付随工事含む

耐震ドアの製作限界寸法W900×H2200以下(片開き
のみ)となるよう現状の火報連動扉部の袖は壁新設
とする。　耐震性能は面内変形角1/120以下

シャフト,スラット共 落下防止仕様、リモコン設置

シャフト,スラット共 落下防止仕様

建築非構造部材に関する耐震対策　※R5年度業務と重複する項目はR5年度業務による計画からの増減を記載

項目 概要 備考

付随工事含む

外部
その他

1階
オーバースライダー

1階
鋼製シャッター

区分 部位 概算費用（円）

建築 建具 耐1
アルミ製ｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ
アルミ製建具

・ 飛散防止フィルム張り・ガラスシール更新 13,100,000

耐2 鋼製窓（内部） ・ 飛散防止フィルム張り 800,000

耐3 トップライト（市民館） ・ トップライトを取止め金属屋根で閉塞 1,500,000

耐4 扉 ・ 避難経路である階段室扉を耐震ドアへ更新 4,200,000

耐5
地下1階
鋼製シャッター

・ 耐震構造 鋼製シャッター(上部１ｍは穴あき)新設 386,000

耐6 ・ A案：耐震構造 鋼製シャッター新設 7,700,000

・ B案：グリルシャッター新設 11,386,000

耐7 ・ A案：オーバースライダー更新 14,500,000

・ B案：グリルシャッター新設 29,258,000

内壁 耐8 ｺﾝｸﾘｰﾄ下地 陶器質ﾀｲﾙ張 ・ タイル撤去、LGS間仕切壁新設 0

耐9 CB下地 ﾓﾙﾀﾙ＋塗装等 ・ 1階CB積撤去、乾式壁新設 5,200,000

耐10 LGS下地 ボード張 ・ ①案：R5年度業務の改修範囲において
　　　間仕切壁の更新（下地LGS共）

8,000,000

・ ②案：内部乾式壁の全範囲において
　　　間仕切壁の更新（下地LGS共）

29,900,000

耐11 ｺﾝｸﾘｰﾄ下地 御影石張 ・ 御影石を撤去、乾式壁新設 2,500,000

天井 耐12
7階講堂
LGS下地 ボード張

・ 既設天井下地共撤去、耐震天井下地共新設 1,900,000

耐13
7階講堂他
LGS下地 ボード張

・ ①案：R5年度業務の改修範囲において
　　　既設天井下地共撤去、緊結在来天井下地共新設

8,300,000

・ ②案：天井ボード張の全範囲において
　　　既設天井下地共撤去、緊結在来天井下地共新設

30,700,000

耐14 外部サイン ・ 撤去 500,000

耐15 外構壁 御影石張（帳壁） ・ 石張り撤去、塗装による改修 200,000

①を採用した場合 （建築非構造部材に関する耐震対策）計　 87,230,000 … 純工事費(直接工事費）

共通費 26,200,000 （仮に設定）

①を採用した場合 合　計 113,430,000 ※ 税抜き

(R5年度業務計画 物価上昇分見直し＋建築非構造部材に関する耐震対策)　総合計 1,205,600,000 ※ 税抜き

➁を採用した場合 （建築非構造部材に関する耐震対策）計　 131,530,000 … 純工事費(直接工事費）

共通費 39,500,000 （仮に設定）

➁を採用した場合 合　計 171,030,000 ※ 税抜き

(R5年度業務計画 物価上昇分見直し＋建築非構造部材に関する耐震対策)　総合計 1,263,200,000 ※ 税抜き

【全体工事費】

　　　　　　　　建築工事（①を採用した場合） 1,205,600,000 円

　　　　　　　　電気設備工事 989,000,000 円

　　　　　　　　機械設備工事 761,300,000 円

　　　　　　　　合計 2,955,900,000 円

　　　　　　　　建築工事（②を採用した場合） 1,263,200,000 円

　　　　　　　　電気設備工事 989,000,000 円

　　　　　　　　機械設備工事 761,300,000 円

　　　　　　　　合計 3,013,500,000 円

全て

30%

30%

シャフト,グリル共 落下防止仕様、リモコン設置

水平レール補強による脱落危険性の低減

シャフト,グリル共 落下防止仕様、リモコン設置

※R5年度業務の便所改修で見込み済

地下1階や改修不可の範囲を除く

LGSはスラブtoスラブとし、ボードは床から天井と
する

全て

既設建具表SW-1～SW-12

〃

付随工事含む

耐震ドアの製作限界寸法W900×H2200以下(片開き
のみ)となるよう現状の火報連動扉部の袖は壁新設
とする。　耐震性能は面内変形角1/120以下

シャフト,スラット共 落下防止仕様、リモコン設置

シャフト,スラット共 落下防止仕様

建築非構造部材に関する耐震対策　※R5年度業務と重複する項目はR5年度業務による計画からの増減を記載

項目 概要 備考

付随工事含む

外部
その他

1階
オーバースライダー

1階
鋼製シャッター

　【全体工事費①】 ※税抜き 　【全体工事費②】 ※税抜き

７. 改修項目一覧表及び各概算工事金額内訳書
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株式会社　伊藤建築設計事務所

■中消防署調査・基本計画策定業務　　工事工程表（案） ※６階の市民館を仮設として利用した、居ながら改修工事工程表

1ヶ月 2ヶ月 3ヶ月 4ヶ月 5ヶ月 6ヶ月 7ヶ月 8ヶ月 9ヶ月 10ヶ月 11ヶ月 12ヶ月 13ヶ月 14ヶ月 15ヶ月 16ヶ月 17ヶ月 18ヶ月 19ヶ月 20ヶ月 21ヶ月 22ヶ月 23ヶ月 24ヶ月 25ヶ月 26ヶ月 27ヶ月 28ヶ月 29ヶ月

株式会社伊藤建築設計事務所

外壁
・

屋上

東側駐車場

３階

２階

１階

地下１階

昇降機
工事

外構

４階
（緊急指令

室）

全体工程表

７階

６階

５階

準備 改修工事ステップ①
（３か月）

改修工事ステップ②
（６か月）

改修工事ステップ③
（６か月）

改修工事ステップ④
（５か月）

改修工事ステップ⑤
（４か月）

改修工事ステップ⑥
（３か月）

検査

利用再開内装工事（2.5か月）

引越し（0.5か月）▲

水廻り工事（2か月）

内装工事（2.5か月）

内装工事（2.5か月）

引越し（0.5か月）▲

水廻り工事（2か月）

水廻り工事（2か月）

【A工区】内装工事

水廻り工事（2か月）

水廻り工事（2か月）

外壁調査（東→北→西→南）外部足場工事

外構工事

内装工事（3.0か月）

内装工事（3.0か月）

利用再開【A工区】内装工事

【A工区】内装・間仕切工事 【B工区】内装工事

（3.0か月） （2.0か月）

外構工事

電気設備置場 新設工事（4ヶ月）

※水廻り工事期間中：別の階のWCを利用

内装工事（3.0か月）

外部防水工事

現状と同様の利用期間

水廻り工事（2か月）

水廻り工事（2か月）

現状と同様の利用期間

現状と同様の利用期間

現状と同様の利用期間

現状と同様の利用期間

現状と同様の利用期間

【B工区】内装工事※水廻り工事期間中：別の階のWCを利用

仮設トイレ、風呂の利用

利用再開

利用再開

事務室として利用再開

※水廻り工事期間中：別の階のWCを利用

現状と同様の利用期間

EV１基昇降機 発注期間（想定）

利用再開

受電（切替工事）

EV１基

EV１基

※宿直室を北側と南側の２工区に分ける

【B工区】内装工事

水廻り工事（2か月）水廻り工事（2か月）

上階の水廻り改修に伴

う天井改修（外部）

市民会館 休館期間（21か月）

外壁補修工事

現状と同様の利用期間

上階の水廻り改修に伴

う天井改修

仮設利用（4.0か月）仮設利用（7.0か月）

仮設利用（2.5か月）

仮設利用（2.5か月）

仮設利用（4.0か月）

（1.5か月）

（2.0か月）

（2.0か月）

（2.0か月） （2.0か月）

上階の水廻り改修に伴

う天井改修

上階の水廻り改修に伴

う天井改修

上階の水廻り改修に伴

う天井改修

８. 工程計画　①案：間仕切り変更範囲において間仕切壁・天井の耐震化改修
　※６階の市民センターを仮設利用した場合

区分 部位 概算費用（円）

建築 建具 耐1
アルミ製ｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ
アルミ製建具

・ 飛散防止フィルム張り・ガラスシール更新 13,100,000

耐2 鋼製窓（内部） ・ 飛散防止フィルム張り 800,000

耐3 トップライト（市民館） ・ トップライトを取止め金属屋根で閉塞 1,500,000

耐4 扉 ・ 避難経路である階段室扉を耐震ドアへ更新 4,200,000

耐5
地下1階
鋼製シャッター

・ 耐震構造 鋼製シャッター(上部１ｍは穴あき)新設 386,000

耐6 ・ A案：耐震構造 鋼製シャッター新設 7,700,000

・ B案：グリルシャッター新設 11,386,000

耐7 ・ A案：オーバースライダー更新 14,500,000

・ B案：グリルシャッター新設 29,258,000

内壁 耐8 ｺﾝｸﾘｰﾄ下地 陶器質ﾀｲﾙ張 ・ タイル撤去、LGS間仕切壁新設 0

耐9 CB下地 ﾓﾙﾀﾙ＋塗装等 ・ 1階CB積撤去、乾式壁新設 5,200,000

耐10 LGS下地 ボード張 ・ ①案：R5年度業務の改修範囲において
　　　間仕切壁の更新（下地LGS共）

8,000,000

・ ②案：内部乾式壁の全範囲において
　　　間仕切壁の更新（下地LGS共）

29,900,000

耐11 ｺﾝｸﾘｰﾄ下地 御影石張 ・ 御影石を撤去、乾式壁新設 2,500,000

天井 耐12
7階講堂
LGS下地 ボード張

・ 既設天井下地共撤去、耐震天井下地共新設 1,900,000

耐13
7階講堂他
LGS下地 ボード張

・ ①案：R5年度業務の改修範囲において
　　　既設天井下地共撤去、緊結在来天井下地共新設

8,300,000

・ ②案：天井ボード張の全範囲において
　　　既設天井下地共撤去、緊結在来天井下地共新設

30,700,000

耐14 外部サイン ・ 撤去 500,000

耐15 外構壁 御影石張（帳壁） ・ 石張り撤去、塗装による改修 200,000

①を採用した場合 （建築非構造部材に関する耐震対策）計　 87,230,000 … 純工事費(直接工事費）

共通費 26,200,000 （仮に設定）

①を採用した場合 合　計 113,430,000 ※ 税抜き

(R5年度業務計画 物価上昇分見直し＋建築非構造部材に関する耐震対策)　総合計 1,205,600,000 ※ 税抜き

➁を採用した場合 （建築非構造部材に関する耐震対策）計　 131,530,000 … 純工事費(直接工事費）

共通費 39,500,000 （仮に設定）

➁を採用した場合 合　計 171,030,000 ※ 税抜き

(R5年度業務計画 物価上昇分見直し＋建築非構造部材に関する耐震対策)　総合計 1,263,200,000 ※ 税抜き

【全体工事費】

　　　　　　　　建築工事（①を採用した場合） 1,205,600,000 円

　　　　　　　　電気設備工事 989,000,000 円

　　　　　　　　機械設備工事 761,300,000 円

　　　　　　　　合計 2,955,900,000 円

　　　　　　　　建築工事（②を採用した場合） 1,263,200,000 円

　　　　　　　　電気設備工事 989,000,000 円

　　　　　　　　機械設備工事 761,300,000 円

　　　　　　　　合計 3,013,500,000 円

全て

30%

30%

シャフト,グリル共 落下防止仕様、リモコン設置

水平レール補強による脱落危険性の低減

シャフト,グリル共 落下防止仕様、リモコン設置

※R5年度業務の便所改修で見込み済

地下1階や改修不可の範囲を除く

LGSはスラブtoスラブとし、ボードは床から天井と
する

全て

既設建具表SW-1～SW-12

〃

付随工事含む

耐震ドアの製作限界寸法W900×H2200以下(片開き
のみ)となるよう現状の火報連動扉部の袖は壁新設
とする。　耐震性能は面内変形角1/120以下

シャフト,スラット共 落下防止仕様、リモコン設置

シャフト,スラット共 落下防止仕様

建築非構造部材に関する耐震対策　※R5年度業務と重複する項目はR5年度業務による計画からの増減を記載

項目 概要 備考

付随工事含む

外部
その他

1階
オーバースライダー

1階
鋼製シャッター
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株式会社　伊藤建築設計事務所

■中消防署調査・基本計画策定業務　　工事工程表（案） ※６階の市民館を仮設として利用した、居ながら改修工事工程表

1ヶ月 2ヶ月 3ヶ月 4ヶ月 5ヶ月 6ヶ月 7ヶ月 8ヶ月 9ヶ月 10ヶ月 11ヶ月 12ヶ月 13ヶ月 14ヶ月 15ヶ月 16ヶ月 17ヶ月 18ヶ月 19ヶ月 20ヶ月 21ヶ月 22ヶ月 23ヶ月 24ヶ月 25ヶ月 26ヶ月 27ヶ月 28ヶ月 29ヶ月

株式会社伊藤建築設計事務所

外壁
・

屋上

東側駐車場

３階

２階

１階

地下１階

昇降機
工事

外構

４階
（緊急指令

室）

全体工程表

７階

６階

５階

準備 改修工事ステップ①
（３か月）

改修工事ステップ②
（６か月）

改修工事ステップ③
（６か月）

改修工事ステップ④
（５か月）

改修工事ステップ⑤
（４か月）

改修工事ステップ⑥
（３か月）

検査

利用再開内装工事（2.5か月）

引越し（0.5か月）▲

水廻り工事（2か月）

内装工事（2.5か月）

内装工事（2.5か月）

引越し（0.5か月）▲

水廻り工事（2か月）

水廻り工事（2か月）

【A工区】内装工事

水廻り工事（2か月）

水廻り工事（2か月）

外壁調査（東→北→西→南）外部足場工事

外構工事

内装工事（3.0か月）

内装工事（3.0か月）

利用再開【A工区】内装工事

【A工区】内装・間仕切工事 【B工区】内装工事

（3.0か月） （2.0か月）

外構工事

電気設備置場 新設工事（4ヶ月）

※水廻り工事期間中：別の階のWCを利用

内装工事（3.0か月）

外部防水工事

現状と同様の利用期間

水廻り工事（2か月）

水廻り工事（2か月）

現状と同様の利用期間

現状と同様の利用期間

現状と同様の利用期間

現状と同様の利用期間

現状と同様の利用期間

【B工区】内装工事※水廻り工事期間中：別の階のWCを利用

仮設トイレ、風呂の利用

利用再開

利用再開

事務室として利用再開

※水廻り工事期間中：別の階のWCを利用

現状と同様の利用期間

EV１基昇降機 発注期間（想定）

利用再開

受電（切替工事）

EV１基

EV１基

※宿直室を北側と南側の２工区に分ける

【B工区】内装工事

水廻り工事（2か月）水廻り工事（2か月）

上階の水廻り改修に伴

う天井改修（外部）

市民会館 休館期間（21か月）

外壁補修工事

現状と同様の利用期間

上階の水廻り改修に伴

う天井改修

仮設利用（4.0か月）仮設利用（7.0か月）

仮設利用（2.5か月）

仮設利用（2.5か月）

仮設利用（4.0か月）

（1.5か月）

（2.0か月）

（2.0か月）

（2.0か月） （2.0か月）

上階の水廻り改修に伴

う天井改修

上階の水廻り改修に伴

う天井改修

上階の水廻り改修に伴

う天井改修

■中消防署調査・基本計画策定業務　　工事工程表（案） ※６階の市民館を仮設として利用した、居ながら改修工事工程表

1ヶ月 2ヶ月 3ヶ月 4ヶ月 5ヶ月 6ヶ月 7ヶ月 8ヶ月 9ヶ月 10ヶ月 11ヶ月 12ヶ月 13ヶ月 14ヶ月 15ヶ月 16ヶ月 17ヶ月 18ヶ月 19ヶ月 20ヶ月 21ヶ月 22ヶ月 23ヶ月 24ヶ月 25ヶ月 26ヶ月 27ヶ月 28ヶ月 29ヶ月 30ヶ月 31ヶ月 32ヶ月

株式会社伊藤建築設計事務所

地下１階

外構

外壁
・

屋上

東側駐車場

全体工程表

７階

６階

５階

４階
（緊急指令

室）

３階

２階

１階

昇降機
工事

仮設利用（5.0か月）

準備 改修工事ステップ①
（３か月）

改修工事ステップ②
（７か月）

改修工事ステップ③
（７か月）

改修工事ステップ④
（６か月）

改修工事ステップ⑤
（４か月）

改修工事ステップ⑥
（３か月）

検査

利用再開内装工事（2.5か月）

引越し（0.5か月）▲

仮設利用（8.0か月）

水廻り工事（2か月）

内装工事（3.5か月）

内装工事（3.5か月）

引越し（0.5か月）▲

水廻り工事（2か月）

水廻り工事（2か月）

【A工区】内装工事

水廻り工事（2か月）

水廻り工事（2か月）

外壁調査（東→北→西→南）外部足場工事

外構工事

内装工事（3.0か月）

内装工事（4.0か月）

利用再開【A工区】内装工事

【A工区】内装・間仕切工事 【B工区】内装工事

（3.0か月） （3.0か月）

外構工事

電気設備置場 新設工事（4ヶ月）

※水廻り工事期間中：別の階のWCを利用

内装工事（4.0か月）

外部防水工事

現状と同様の利用期間

水廻り工事（2か月）

水廻り工事（2か月）

現状と同様の利用期間

現状と同様の利用期間

現状と同様の利用期間

現状と同様の利用期間

現状と同様の利用期間

【B工区】内装工事※水廻り工事期間中：別の階のWCを利用

仮設トイレ、風呂の利用

利用再開

利用再開

事務室として利用再開

※水廻り工事期間中：別の階のWCを利用

現状と同様の利用期間

EV１基昇降機 発注期間（想定）

利用再開

受電（切替工事）

EV１基

EV１基

※宿直室を北側と南側の２工区に分ける

【B工区】内装工事

水廻り工事（2か月）

上階の水廻り改修に伴

う天井改修（外部）

市民会館 休館期間（24か月）

外壁補修工事

現状と同様の利用期間

上階の水廻り改修に伴

う天井改修

（1.5か月）

（2.5か月）

（2.5か月）

（2.0か月） （2.0か月）

仮設利用（3.5か月）

仮設利用（3.5か月）

仮設利用（4.0か月）

上階の水廻り改修に伴

う天井改修

上階の水廻り改修に伴

う天井改修

上階の水廻り改修に伴

う天井改修

８. 工程計画　②案：全範囲において間仕切壁・天井の耐震化改修
　※６階の市民センターを仮設利用した場合
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株式会社　伊藤建築設計事務所

（豊橋市）中消防署改修調査・計画 現状利用 改修中 仮設利用 改修済み

■改修ステップ図　※６階の市民センターを工事期間中借りることができる想定

ステップ① ステップ④ ステップ⑤ ステップ⑥ 工事完成 備考

【仮設利用】 【仮設利用】 【仮設利用】 【全面改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

講堂を研修室として利用 講堂を研修室として利用 講堂を仮眠室として利用 屋上防水含む

改修
内容

※６階で足りなければ利用 内装撤去・新設工事

【仮設利用】 【仮設利用】 【全面改修】 【改修済】 【改修済】

料理実習室・婦人室を食堂、談話
コーナーを休憩室として利用

和室を仮眠室、料理実習室・談話
コーナーを休憩室として利用

改修
内容

内装撤去・新設工事

【全面改修】 【仮設利用（改修済）】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

講習室を企画G以外の事務室として
利用

改修
内容

内装撤去・改修 企画Gの事務室として利用再開

【現状利用】 【現状利用】 【部分改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

仮眠室・休憩室

改修
内容

【現状利用】 【全面改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

事務室エリア 事務室として利用再開 事務室として利用 事務室として利用 事務室として利用

改修
内容

内装撤去・改修

【現状利用】 【部分改修】 【部分改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

食堂・談話・休憩室・東側洗面エリ
ア

西側洗面エリア・仮眠室・その他エ
リア

３階事務室として利用 ３階事務室として利用 ３階事務室として利用

改修
内容

内装撤去・改修 ※女性エリアを４階と共有

【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【全面改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

車路を半分に分けて改修

改修
内容

※車路を使いながら改修

【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【全面改修】 【改修済】

雨水、防水改修、
電気設備切替工事

改修
内容

【仮設利用】 【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【全面改修】 【改修済】

音楽練習は外で行う 本敷地外構

改修
内容

【外壁改修】 【外壁改修】 【外壁改修】 【外壁改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

仮設工事 調査 サッシの改修 外壁補修

【現状利用】 【仮設利用】 【現状利用】 【仮設利用】 【全面改修】 【改修済】 【改修済】

仮設用風呂・トイレ設置 消防車など仮置き 電気室を建築、設備導入

※４階緊急指令室については、別途工事として本計画からは除いています。

※ステップ③における仮眠室の改修は、エリア分けして順々に改修を行う想定。

※ステップ５において、エレベーターを１基ずつ改修

※階段は各階に分けて改修

東側敷地

エリア

エリア

エリア

ステップ③

エリア

エリア

５階

４階

エリア

３階

１階

エリア

エリア

エリア

外構

外壁
屋上

水廻り
改修
（西）

上階の配
管工事に
伴う天井

工事

上階の配
管工事に
伴う天井

工事

上階の配
管工事に
伴う天井

工事

水廻り
改修
（東）

上階の配
管工事に
伴う天井

工事

B1階

エリア

２階

エリア

水廻り
改修
（東）

水廻り
改修
（西）

水廻り
改修
（西）

水廻り
改修
（西）

ステップ②

水廻り
改修
（東）

水廻り
改修
（東）６階

（休館）

７階

上階の配
管工事に
伴う天井

工事

（豊橋市）中消防署改修調査・計画 現状利用 改修中 仮設利用 改修済み

■改修ステップ図　※６階の市民センターを工事期間中借りることができる想定

ステップ① ステップ④ ステップ⑤ ステップ⑥ 工事完成 備考

【仮設利用】 【仮設利用】 【仮設利用】 【全面改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

講堂を研修室として利用 講堂を研修室として利用 講堂を仮眠室として利用 屋上防水含む

改修
内容

※６階で足りなければ利用 内装撤去・新設工事

【仮設利用】 【仮設利用】 【全面改修】 【改修済】 【改修済】

料理実習室・婦人室を食堂、談話
コーナーを休憩室として利用

和室を仮眠室、料理実習室・談話
コーナーを休憩室として利用

改修
内容

内装撤去・新設工事

【全面改修】 【仮設利用（改修済）】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

講習室を企画G以外の事務室として
利用

改修
内容

内装撤去・改修 企画Gの事務室として利用再開

【現状利用】 【現状利用】 【部分改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

仮眠室・休憩室

改修
内容

【現状利用】 【全面改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

事務室エリア 事務室として利用再開 事務室として利用 事務室として利用 事務室として利用

改修
内容

内装撤去・改修

【現状利用】 【部分改修】 【部分改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

食堂・談話・休憩室・東側洗面エリ
ア

西側洗面エリア・仮眠室・その他エ
リア

３階事務室として利用 ３階事務室として利用 ３階事務室として利用

改修
内容

内装撤去・改修 ※女性エリアを４階と共有

【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【全面改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

車路を半分に分けて改修

改修
内容

※車路を使いながら改修

【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【全面改修】 【改修済】

雨水、防水改修、
電気設備切替工事

改修
内容

【仮設利用】 【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【全面改修】 【改修済】

音楽練習は外で行う 本敷地外構

改修
内容

【外壁改修】 【外壁改修】 【外壁改修】 【外壁改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

仮設工事 調査 サッシの改修 外壁補修

【現状利用】 【仮設利用】 【現状利用】 【仮設利用】 【全面改修】 【改修済】 【改修済】

仮設用風呂・トイレ設置 消防車など仮置き 電気室を建築、設備導入

※４階緊急指令室については、別途工事として本計画からは除いています。

※ステップ③における仮眠室の改修は、エリア分けして順々に改修を行う想定。

※ステップ５において、エレベーターを１基ずつ改修

※階段は各階に分けて改修

東側敷地

エリア

エリア

エリア

ステップ③

エリア

エリア

５階

４階

エリア

３階

１階

エリア

エリア

エリア

外構

外壁
屋上

水廻り
改修
（西）

上階の配
管工事に
伴う天井

工事

上階の配
管工事に
伴う天井

工事

上階の配
管工事に
伴う天井

工事

水廻り
改修
（東）

上階の配
管工事に
伴う天井

工事

B1階

エリア

２階

エリア

水廻り
改修
（東）

水廻り
改修
（西）

水廻り
改修
（西）

水廻り
改修
（西）

ステップ②

水廻り
改修
（東）

水廻り
改修
（東）６階

（休館）

７階

上階の配
管工事に
伴う天井

工事

　中消防署調査・基本計画策定業務 1/500改修ステップ図①

　改修工事ステップ図①
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８. 工程計画（工事ステップ図）

研修室 ( 仮設利用 )

階段は片側ずつ内装改修

利用不可

　ステップ①

講堂利用不可
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（豊橋市）中消防署改修調査・計画 現状利用 改修中 仮設利用 改修済み

■改修ステップ図　※６階の市民センターを工事期間中借りることができる想定

ステップ① ステップ④ ステップ⑤ ステップ⑥ 工事完成 備考

【仮設利用】 【仮設利用】 【仮設利用】 【全面改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

講堂を研修室として利用 講堂を研修室として利用 講堂を仮眠室として利用 屋上防水含む

改修
内容

※６階で足りなければ利用 内装撤去・新設工事

【仮設利用】 【仮設利用】 【全面改修】 【改修済】 【改修済】

料理実習室・婦人室を食堂、談話
コーナーを休憩室として利用

和室を仮眠室、料理実習室・談話
コーナーを休憩室として利用

改修
内容

内装撤去・新設工事

【全面改修】 【仮設利用（改修済）】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

講習室を企画G以外の事務室として
利用

改修
内容

内装撤去・改修 企画Gの事務室として利用再開

【現状利用】 【現状利用】 【部分改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

仮眠室・休憩室

改修
内容

【現状利用】 【全面改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

事務室エリア 事務室として利用再開 事務室として利用 事務室として利用 事務室として利用

改修
内容

内装撤去・改修

【現状利用】 【部分改修】 【部分改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

食堂・談話・休憩室・東側洗面エリ
ア

西側洗面エリア・仮眠室・その他エ
リア

３階事務室として利用 ３階事務室として利用 ３階事務室として利用

改修
内容

内装撤去・改修 ※女性エリアを４階と共有

【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【全面改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

車路を半分に分けて改修

改修
内容

※車路を使いながら改修

【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【全面改修】 【改修済】

雨水、防水改修、
電気設備切替工事

改修
内容

【仮設利用】 【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【全面改修】 【改修済】

音楽練習は外で行う 本敷地外構

改修
内容

【外壁改修】 【外壁改修】 【外壁改修】 【外壁改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

仮設工事 調査 サッシの改修 外壁補修

【現状利用】 【仮設利用】 【現状利用】 【仮設利用】 【全面改修】 【改修済】 【改修済】

仮設用風呂・トイレ設置 消防車など仮置き 電気室を建築、設備導入

※４階緊急指令室については、別途工事として本計画からは除いています。

※ステップ③における仮眠室の改修は、エリア分けして順々に改修を行う想定。

※ステップ５において、エレベーターを１基ずつ改修

※階段は各階に分けて改修

東側敷地

エリア

エリア

エリア

ステップ③

エリア

エリア

５階

４階

エリア

３階

１階

エリア

エリア

エリア

外構

外壁
屋上

水廻り
改修
（西）

上階の配
管工事に
伴う天井

工事

上階の配
管工事に
伴う天井

工事

上階の配
管工事に
伴う天井

工事

水廻り
改修
（東）

上階の配
管工事に
伴う天井

工事

B1階

エリア

２階

エリア

水廻り
改修
（東）

水廻り
改修
（西）

水廻り
改修
（西）

水廻り
改修
（西）

ステップ②

水廻り
改修
（東）

水廻り
改修
（東）６階

（休館）

７階

上階の配
管工事に
伴う天井

工事

（豊橋市）中消防署改修調査・計画 現状利用 改修中 仮設利用 改修済み

■改修ステップ図　※６階の市民センターを工事期間中借りることができる想定

ステップ① ステップ④ ステップ⑤ ステップ⑥ 工事完成 備考

【仮設利用】 【仮設利用】 【仮設利用】 【全面改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

講堂を研修室として利用 講堂を研修室として利用 講堂を仮眠室として利用 屋上防水含む

改修
内容

※６階で足りなければ利用 内装撤去・新設工事

【仮設利用】 【仮設利用】 【全面改修】 【改修済】 【改修済】

料理実習室・婦人室を食堂、談話
コーナーを休憩室として利用

和室を仮眠室、料理実習室・談話
コーナーを休憩室として利用

改修
内容

内装撤去・新設工事

【全面改修】 【仮設利用（改修済）】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

講習室を企画G以外の事務室として
利用

改修
内容

内装撤去・改修 企画Gの事務室として利用再開

【現状利用】 【現状利用】 【部分改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

仮眠室・休憩室

改修
内容

【現状利用】 【全面改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

事務室エリア 事務室として利用再開 事務室として利用 事務室として利用 事務室として利用

改修
内容

内装撤去・改修

【現状利用】 【部分改修】 【部分改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

食堂・談話・休憩室・東側洗面エリ
ア

西側洗面エリア・仮眠室・その他エ
リア

３階事務室として利用 ３階事務室として利用 ３階事務室として利用

改修
内容

内装撤去・改修 ※女性エリアを４階と共有

【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【全面改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

車路を半分に分けて改修

改修
内容

※車路を使いながら改修

【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【全面改修】 【改修済】

雨水、防水改修、
電気設備切替工事

改修
内容

【仮設利用】 【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【全面改修】 【改修済】

音楽練習は外で行う 本敷地外構

改修
内容

【外壁改修】 【外壁改修】 【外壁改修】 【外壁改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

仮設工事 調査 サッシの改修 外壁補修

【現状利用】 【仮設利用】 【現状利用】 【仮設利用】 【全面改修】 【改修済】 【改修済】

仮設用風呂・トイレ設置 消防車など仮置き 電気室を建築、設備導入

※４階緊急指令室については、別途工事として本計画からは除いています。

※ステップ③における仮眠室の改修は、エリア分けして順々に改修を行う想定。

※ステップ５において、エレベーターを１基ずつ改修

※階段は各階に分けて改修

東側敷地

エリア

エリア

エリア

ステップ③

エリア

エリア

５階

４階

エリア

３階

１階

エリア

エリア

エリア

外構

外壁
屋上

水廻り
改修
（西）

上階の配
管工事に
伴う天井

工事

上階の配
管工事に
伴う天井

工事

上階の配
管工事に
伴う天井

工事

水廻り
改修
（東）

上階の配
管工事に
伴う天井

工事

B1階

エリア

２階

エリア

水廻り
改修
（東）

水廻り
改修
（西）

水廻り
改修
（西）

水廻り
改修
（西）

ステップ②

水廻り
改修
（東）

水廻り
改修
（東）６階

（休館）

７階

上階の配
管工事に
伴う天井

工事

（豊橋市）中消防署改修調査・計画 現状利用 改修中 仮設利用 改修済み

■改修ステップ図　※６階の市民センターを工事期間中借りることができる想定

ステップ① ステップ④ ステップ⑤ ステップ⑥ 工事完成 備考

【仮設利用】 【仮設利用】 【仮設利用】 【全面改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

講堂を研修室として利用 講堂を研修室として利用 講堂を仮眠室として利用 屋上防水含む

改修
内容

※６階で足りなければ利用 内装撤去・新設工事

【仮設利用】 【仮設利用】 【全面改修】 【改修済】 【改修済】

料理実習室・婦人室を食堂、談話
コーナーを休憩室として利用

和室を仮眠室、料理実習室・談話
コーナーを休憩室として利用

改修
内容

内装撤去・新設工事

【全面改修】 【仮設利用（改修済）】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

講習室を企画G以外の事務室として
利用

改修
内容

内装撤去・改修 企画Gの事務室として利用再開

【現状利用】 【現状利用】 【部分改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

仮眠室・休憩室

改修
内容

【現状利用】 【全面改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

事務室エリア 事務室として利用再開 事務室として利用 事務室として利用 事務室として利用

改修
内容

内装撤去・改修

【現状利用】 【部分改修】 【部分改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

食堂・談話・休憩室・東側洗面エリ
ア

西側洗面エリア・仮眠室・その他エ
リア

３階事務室として利用 ３階事務室として利用 ３階事務室として利用

改修
内容

内装撤去・改修 ※女性エリアを４階と共有

【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【全面改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

車路を半分に分けて改修

改修
内容

※車路を使いながら改修

【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【全面改修】 【改修済】

雨水、防水改修、
電気設備切替工事

改修
内容

【仮設利用】 【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【全面改修】 【改修済】

音楽練習は外で行う 本敷地外構

改修
内容

【外壁改修】 【外壁改修】 【外壁改修】 【外壁改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

仮設工事 調査 サッシの改修 外壁補修

【現状利用】 【仮設利用】 【現状利用】 【仮設利用】 【全面改修】 【改修済】 【改修済】

仮設用風呂・トイレ設置 消防車など仮置き 電気室を建築、設備導入

※４階緊急指令室については、別途工事として本計画からは除いています。

※ステップ③における仮眠室の改修は、エリア分けして順々に改修を行う想定。

※ステップ５において、エレベーターを１基ずつ改修

※階段は各階に分けて改修

東側敷地

エリア

エリア

エリア

ステップ③

エリア

エリア

５階

４階

エリア

３階

１階

エリア

エリア

エリア

外構

外壁
屋上

水廻り
改修
（西）

上階の配
管工事に
伴う天井

工事

上階の配
管工事に
伴う天井

工事

上階の配
管工事に
伴う天井

工事

水廻り
改修
（東）

上階の配
管工事に
伴う天井

工事

B1階

エリア

２階

エリア

水廻り
改修
（東）

水廻り
改修
（西）

水廻り
改修
（西）

水廻り
改修
（西）

ステップ②

水廻り
改修
（東）

水廻り
改修
（東）６階

（休館）

７階

上階の配
管工事に
伴う天井

工事

（豊橋市）中消防署改修調査・計画 現状利用 改修中 仮設利用 改修済み

■改修ステップ図　※６階の市民センターを工事期間中借りることができる想定

ステップ① ステップ④ ステップ⑤ ステップ⑥ 工事完成 備考

【仮設利用】 【仮設利用】 【仮設利用】 【全面改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

講堂を研修室として利用 講堂を研修室として利用 講堂を仮眠室として利用 屋上防水含む

改修
内容

※６階で足りなければ利用 内装撤去・新設工事

【仮設利用】 【仮設利用】 【全面改修】 【改修済】 【改修済】

料理実習室・婦人室を食堂、談話
コーナーを休憩室として利用

和室を仮眠室、料理実習室・談話
コーナーを休憩室として利用

改修
内容

内装撤去・新設工事

【全面改修】 【仮設利用（改修済）】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

講習室を企画G以外の事務室として
利用

改修
内容

内装撤去・改修 企画Gの事務室として利用再開

【現状利用】 【現状利用】 【部分改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

仮眠室・休憩室

改修
内容

【現状利用】 【全面改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

事務室エリア 事務室として利用再開 事務室として利用 事務室として利用 事務室として利用

改修
内容

内装撤去・改修

【現状利用】 【部分改修】 【部分改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

食堂・談話・休憩室・東側洗面エリ
ア

西側洗面エリア・仮眠室・その他エ
リア

３階事務室として利用 ３階事務室として利用 ３階事務室として利用

改修
内容

内装撤去・改修 ※女性エリアを４階と共有

【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【全面改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

車路を半分に分けて改修

改修
内容

※車路を使いながら改修

【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【全面改修】 【改修済】

雨水、防水改修、
電気設備切替工事

改修
内容

【仮設利用】 【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【全面改修】 【改修済】

音楽練習は外で行う 本敷地外構

改修
内容

【外壁改修】 【外壁改修】 【外壁改修】 【外壁改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

仮設工事 調査 サッシの改修 外壁補修

【現状利用】 【仮設利用】 【現状利用】 【仮設利用】 【全面改修】 【改修済】 【改修済】

仮設用風呂・トイレ設置 消防車など仮置き 電気室を建築、設備導入

※４階緊急指令室については、別途工事として本計画からは除いています。

※ステップ③における仮眠室の改修は、エリア分けして順々に改修を行う想定。

※ステップ５において、エレベーターを１基ずつ改修

※階段は各階に分けて改修

東側敷地

エリア

エリア

エリア

ステップ③

エリア

エリア

５階

４階

エリア

３階

１階

エリア

エリア

エリア

外構

外壁
屋上

水廻り
改修
（西）

上階の配
管工事に
伴う天井

工事

上階の配
管工事に
伴う天井

工事

上階の配
管工事に
伴う天井

工事

水廻り
改修
（東）

上階の配
管工事に
伴う天井

工事

B1階

エリア

２階

エリア

水廻り
改修
（東）

水廻り
改修
（西）

水廻り
改修
（西）

水廻り
改修
（西）

ステップ②

水廻り
改修
（東）

水廻り
改修
（東）６階

（休館）

７階

上階の配
管工事に
伴う天井

工事

　中消防署調査・基本計画策定業務 1/500改修ステップ図②

　改修工事ステップ図②

２階平面図１階平面図B1階平面図

３階平面図 ４階平面図 ５階平面図

６階平面図 ７階平面図
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EV2

EV1

EVピット

駐車場

倉庫
EV

準備室

実験室

電気室

給水設備室 泡消火設備室

ボイラー室

（階段１）

ﾎｰﾙ１

PSS

EV3

EV2

EV1

風除室

宿直

（階段１）

個人消防服　収納庫多機能

工作室 油庫

一般器具庫

（EPS）

潜水器具庫

（階段２）

EVﾎｰﾙ２

（EPS）

車庫消毒室

防火衣乾燥室

救急

（PS）

（DS,PS）

駐車スペース

車路スロープ

事務室

EV
ﾎｰﾙ１

器具庫

WWC MWC

ﾄﾞﾗｲｴﾘｱ

pit

給油スペース

EV2

EV1

（EVシャフト）

（DS）

（階段１）

（EPS）

ﾘﾈﾝ室

洗面所

（EPS）

仮眠室

（DS,PS）

談話コーナー

食堂

脱衣室

洗面所

男性浴室

（PS）

休憩室 女性

厨房

通路

EV
ﾎｰﾙ１

訓練塔

吹抜

バルコニー

バルコニー

MWC

EV2

EV1

（EVシャフト）

署長室

（DS）

（階段１）

（EPS）（EPS）

（DS,PS）

空調機械室

OA室

ﾘﾌﾚｯｼｭ

消防団本部室 会議室

事務用品倉庫

書庫

更衣室

更衣室

事務室

MWC

湯沸室

倉庫

EV
ﾎｰﾙ１

WWC

ｺｰﾅｰ

訓練塔屋根

吹抜

バルコニー

EV2

EV1

EV3談話コーナー

婦人室

集会室

高齢者室

料理実習室

（DS）

（階段１）

（EPS）

舞台EV
ﾎｰﾙ１

WWCMWC

バルコニー
吹抜

EV2

EV1

（PS）

（EVシャフト）空調機械室

トレーニング室

講堂 倉庫1

（EPS）

倉庫2
（DS）

脱衣室

ｼｬﾜｰ

（EPS）

ﾎｰﾙ１ MWC

ﾙｰﾑ

EV
WWC

EV
ﾎｰﾙ２

屋外テラス

UP

UP

DN

UP

ELV.MR-1

水槽基礎

ELV.MR-2

吹抜

屋根伏図

WC
仮眠室

仮眠室 仮眠室 仮眠室

仮眠室 仮眠室 仮眠室

仮眠室
仮眠室仮眠室 仮眠室

仮眠室

仮眠室

仮眠室 仮眠室

仮眠室 仮眠室 仮眠室仮眠室

仮眠室 仮眠室

仮眠室
仮眠室 仮眠室

仮眠室 仮眠室仮眠室
浴室

休憩室

バルコニー

バルコニー

多機能
WC

談話コーナー

EV2

EV1

（EPS）

（PS）

（EVシャフト）

講習資機材

講習室1

（DS）

（階段１）

（EPS）

EV
ﾎｰﾙ１

バルコニー

講習室3講習室2

女性更衣室

企画G
講習担当
ｵｰﾌﾟﾝｽﾍﾟｰｽ受付

倉庫

書庫収納

1/25 1/25

男性更衣室

バルコニー

WWC

MWC

多機能
WC（EVシャフト）

（EPS）

（PS）

（DS）

無停電電源

第2通信機械室

親指令室

見学室 指令事務室

第1通信機械室

EV2

EV1

（階段１）

（EPS）

EV
ﾎｰﾙ１

バルコニー

バルコニー

浴室
休憩室

洗面室

脱衣室

MWC

WWC

前室

仮眠室仮眠室仮眠室
仮眠室

仮眠室仮眠室仮眠室
仮眠室

仮眠室

８. 工程計画（工事ステップ図）
　ステップ②

研修室 ( 仮設利用 )

事務室 ( 仮設利用 )

食堂 ( 仮設利用 )

休憩室 ( 仮設利用 )

市民会館休館

講習室利用不可

利用不可

( 前期 )
利用不可

( 前期 )
利用不可

( 中期 )
利用不可

( 後期 )
利用不可

( 後期 )
利用不可

利用不可

階段は片側ずつ内装改修

( 中期 )
利用不可

講堂利用不可

( 後期 )
利用不可

( 後期 )
利用不可
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株式会社　伊藤建築設計事務所

区分 場所 超概算費用（円）

機械 外構 1 排水設備工事 ・ 災害時用汚水槽の新設 13,200,000

地下 2 空調設備工事 ・ 実験室を暑熱順化室兼乾燥室へ改修 19,600,000

3 換気設備工事 ・ 換気扇の更新 4,400,000

4 給水設備工事
・ 給水方式を加圧給水ポンプ方式へ改修（配管更新

を含む）
40,630,000

4(2) 耐震対策工事 ・ 受水槽に緊急遮断弁を追加 6,170,000

5 排水設備工事 ・ 汚水槽および湧水槽の排水ポンプの更新 2,300,000

6 給湯設備工事 ・ ボイラー室以降の給湯配管の撤去 200,000

7 消火設備工事 ・
屋内消火設備および泡消火設備の更新（配管更新
を含む）

29,300,000

１階 8 空調設備工事 ・ 空調機の更新 5,200,000

9 自動制御設備工事 ・ 自動制御設備の更新 4,400,000

10 換気設備工事 ・ 換気扇の更新 3,200,000

11 給水設備工事 ・ 給水配管の更新 1,700,000

12 排水設備工事 ・ 排水配管および通気管の更新 2,100,000

13 衛生器具設備工事 ・ トイレの衛生器具の更新 6,400,000

14 消火設備工事 ・ 屋内消火設備の更新（配管更新を含む） 3,000,000

２階 15 空調設備工事 ・ 空調機の更新（電気式ビル用マルチへ改修） 55,700,000

16 自動制御設備工事 ・ 自動制御設備の更新 61,800,000

17 換気設備工事 ・ 換気扇の更新 2,400,000

18 給水設備工事 ・ 給水配管の更新 2,300,000

19 排水設備工事 ・ 排水配管および通気管の更新 3,000,000

20 衛生器具設備工事
・
・
・

トイレの衛生器具の更新
男性エリアおよび女性エリアの衛生器具の新設
厨房の流し台を厨房用に改修

7,500,000

21 給湯設備工事 ・ 男性エリアおよび女性エリアの給湯設備の新設 1,500,000

22 消火設備工事 ・ 屋内消火設備の更新（配管更新を含む） 1,700,000

３階 23 空調設備工事 ・ 空調機の更新（電気式ビル用マルチへ改修） 79,900,000

24 自動制御設備工事 ・ 自動制御設備の更新 45,900,000

25 換気設備工事 ・ 換気扇の更新 1,700,000

26 給水設備工事 ・ 給水配管の更新 1,500,000

27 排水設備工事 ・ 排水配管および通気管の更新 1,800,000

28 衛生器具設備工事 ・ トイレの衛生器具の更新 5,300,000

29 給湯設備工事 ・ 湯沸室の給湯器の更新 200,000

30 消火設備工事 ・ 屋内消火設備の更新（配管更新を含む） 2,000,000

４階 31 空調設備工事 ・ 空調機の更新（電気式ビル用マルチへ改修） 23,800,000

32 自動制御設備工事 ・ 自動制御設備の更新 18,700,000

33 換気設備工事 ・ 換気扇の更新 1,600,000

34 給水設備工事 ・ 給水配管の更新 1,700,000

35 排水設備工事 ・ 排水配管および通気管の更新 2,400,000

36 衛生器具設備工事
・
・

トイレの衛生器具の更新
男性エリアおよび女性エリアの衛生器具の新設

5,000,000

37 給湯設備工事
・
・

男性エリアおよび女性エリアの給湯設備の新設
休憩室の給湯器の移設

1,200,000

38 消火設備工事 ・ 屋内消火設備の更新（配管更新を含む） 1,900,000

屋上室外機を含む

ダクトは基本的に既設流用
レイアウト変更箇所はダクト新設

屋上室外機を含む

ダクトは基本的に既設流用
レイアウト変更箇所はダクト新設

ダクトは基本的に既設流用
レイアウト変更箇所はダクト新設

ダクトは基本的に既設流用
レイアウト変更箇所はダクト撤去新設

屋上室外機を含む

屋上室外機を含む

R5年度業務計画 物価上昇分見直し+建築設備に関する耐震対策
概要 備考（保留事項）

ダクトは既設流用

項目

区分 場所 超概算費用（円）概要 備考（保留事項）項目

５階 39 空調設備工事 ・ 空調機の更新 10,400,000

40 自動制御設備工事 ・ 自動制御設備の更新 7,200,000

41 換気設備工事 ・ 換気扇の更新 6,000,000

42 給水設備工事 ・ 給水配管の更新 1,300,000

43 排水設備工事 ・ 排水配管および通気管の更新 1,600,000

44 衛生器具設備工事 ・ トイレの衛生器具の更新 11,100,000

45 消火設備工事 ・ 屋内消火設備の更新（配管更新を含む） 2,000,000

６階 46 換気設備工事 ・ 換気扇の更新 2,100,000

47 給水設備工事 ・ 給水配管の更新 1,800,000

48 排水設備工事 ・ 排水配管および通気管の更新 2,200,000

49 衛生器具設備工事 ・ トイレの衛生器具の更新 6,600,000

50 給湯設備工事 ・ 料理実習室の給湯器の更新 700,000

51 消火設備工事 ・ 屋内消火設備の更新（配管更新を含む） 1,900,000

７階 52 空調設備工事 ・ 空調機の更新（電気式ビル用マルチへ改修） 28,400,000

53 自動制御設備工事 ・ 自動制御設備の更新 6,400,000

54 換気設備工事 ・ 換気扇の更新 1,400,000

55 給水設備工事 ・ 給水配管の更新 1,700,000

56 排水設備工事 ・ 排水配管および通気管の更新 1,400,000

57 衛生器具設備工事
・
・

トイレの衛生器具の更新
シャワー室撤去に伴う衛生器具の撤去

6,400,000

58 給湯設備工事 ・ シャワー室撤去に伴う給湯配管の撤去 100,000

59 消火設備工事 ・ 屋内消火設備の更新（配管更新を含む） 1,600,000

屋上 60 空調設備工事
・
・

吸収式冷温水発生機の撤去
膨張タンクの更新

2,800,000

60(2) 耐震対策工事 ・ ４階室外機の固定 300,000

61 自動制御設備工事 ・ 自動制御設備の更新 600,000

62 換気設備工事 ・ 換気扇の更新 300,000

63 排煙設備工事 ・ 排煙機の更新 5,400,000

64 給水設備工事 ・
高架水槽および7階用加圧給水ポンプの撤去（配管
撤去を含む）

400,000

65 給湯設備工事 ・ 給湯器の移設（配管撤去を含む） 100,000

66 消火設備工事 ・ 消火補給水槽の更新（配管更新を含む） 1,100,000

計　 585,600,000 ・直接工事費

共通費 175,700,000 （仮に設定）

合　計 761,300,000 ※税抜き

30%

ダクトは既設流用

屋上室外機を含む

ダクトは基本的に既設流用
レイアウト変更箇所はダクト新設

ダクトは既設流用

ダクトは基本的に既設流用
レイアウト変更箇所はダクト新設

屋上室外機を含む

（豊橋市）中消防署改修調査・計画 現状利用 改修中 仮設利用 改修済み

■改修ステップ図　※６階の市民センターを工事期間中借りることができる想定

ステップ① ステップ④ ステップ⑤ ステップ⑥ 工事完成 備考

【仮設利用】 【仮設利用】 【仮設利用】 【全面改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

講堂を研修室として利用 講堂を研修室として利用 講堂を仮眠室として利用 屋上防水含む

改修
内容

※６階で足りなければ利用 内装撤去・新設工事

【仮設利用】 【仮設利用】 【全面改修】 【改修済】 【改修済】

料理実習室・婦人室を食堂、談話
コーナーを休憩室として利用

和室を仮眠室、料理実習室・談話
コーナーを休憩室として利用

改修
内容

内装撤去・新設工事

【全面改修】 【仮設利用（改修済）】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

講習室を企画G以外の事務室として
利用

改修
内容

内装撤去・改修 企画Gの事務室として利用再開

【現状利用】 【現状利用】 【部分改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

仮眠室・休憩室

改修
内容

【現状利用】 【全面改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

事務室エリア 事務室として利用再開 事務室として利用 事務室として利用 事務室として利用

改修
内容

内装撤去・改修

【現状利用】 【部分改修】 【部分改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

食堂・談話・休憩室・東側洗面エリ
ア

西側洗面エリア・仮眠室・その他エ
リア

３階事務室として利用 ３階事務室として利用 ３階事務室として利用

改修
内容

内装撤去・改修 ※女性エリアを４階と共有

【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【全面改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

車路を半分に分けて改修

改修
内容

※車路を使いながら改修

【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【全面改修】 【改修済】

雨水、防水改修、
電気設備切替工事

改修
内容

【仮設利用】 【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【全面改修】 【改修済】

音楽練習は外で行う 本敷地外構

改修
内容

【外壁改修】 【外壁改修】 【外壁改修】 【外壁改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

仮設工事 調査 サッシの改修 外壁補修

【現状利用】 【仮設利用】 【現状利用】 【仮設利用】 【全面改修】 【改修済】 【改修済】

仮設用風呂・トイレ設置 消防車など仮置き 電気室を建築、設備導入

※４階緊急指令室については、別途工事として本計画からは除いています。

※ステップ③における仮眠室の改修は、エリア分けして順々に改修を行う想定。

※ステップ５において、エレベーターを１基ずつ改修

※階段は各階に分けて改修

東側敷地

エリア

エリア

エリア

ステップ③

エリア

エリア

５階

４階

エリア

３階

１階

エリア

エリア

エリア

外構

外壁
屋上

水廻り
改修
（西）

上階の配
管工事に
伴う天井

工事

上階の配
管工事に
伴う天井

工事

上階の配
管工事に
伴う天井

工事

水廻り
改修
（東）

上階の配
管工事に
伴う天井

工事

B1階

エリア

２階

エリア

水廻り
改修
（東）

水廻り
改修
（西）

水廻り
改修
（西）

水廻り
改修
（西）

ステップ②

水廻り
改修
（東）

水廻り
改修
（東）６階

（休館）

７階

上階の配
管工事に
伴う天井

工事

（豊橋市）中消防署改修調査・計画 現状利用 改修中 仮設利用 改修済み

■改修ステップ図　※６階の市民センターを工事期間中借りることができる想定

ステップ① ステップ④ ステップ⑤ ステップ⑥ 工事完成 備考

【仮設利用】 【仮設利用】 【仮設利用】 【全面改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

講堂を研修室として利用 講堂を研修室として利用 講堂を仮眠室として利用 屋上防水含む

改修
内容

※６階で足りなければ利用 内装撤去・新設工事

【仮設利用】 【仮設利用】 【全面改修】 【改修済】 【改修済】

料理実習室・婦人室を食堂、談話
コーナーを休憩室として利用

和室を仮眠室、料理実習室・談話
コーナーを休憩室として利用

改修
内容

内装撤去・新設工事

【全面改修】 【仮設利用（改修済）】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

講習室を企画G以外の事務室として
利用

改修
内容

内装撤去・改修 企画Gの事務室として利用再開

【現状利用】 【現状利用】 【部分改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

仮眠室・休憩室

改修
内容

【現状利用】 【全面改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

事務室エリア 事務室として利用再開 事務室として利用 事務室として利用 事務室として利用

改修
内容

内装撤去・改修

【現状利用】 【部分改修】 【部分改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

食堂・談話・休憩室・東側洗面エリ
ア

西側洗面エリア・仮眠室・その他エ
リア

３階事務室として利用 ３階事務室として利用 ３階事務室として利用

改修
内容

内装撤去・改修 ※女性エリアを４階と共有

【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【全面改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

車路を半分に分けて改修

改修
内容

※車路を使いながら改修

【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【全面改修】 【改修済】

雨水、防水改修、
電気設備切替工事

改修
内容

【仮設利用】 【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【全面改修】 【改修済】

音楽練習は外で行う 本敷地外構

改修
内容

【外壁改修】 【外壁改修】 【外壁改修】 【外壁改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

仮設工事 調査 サッシの改修 外壁補修

【現状利用】 【仮設利用】 【現状利用】 【仮設利用】 【全面改修】 【改修済】 【改修済】

仮設用風呂・トイレ設置 消防車など仮置き 電気室を建築、設備導入

※４階緊急指令室については、別途工事として本計画からは除いています。

※ステップ③における仮眠室の改修は、エリア分けして順々に改修を行う想定。

※ステップ５において、エレベーターを１基ずつ改修

※階段は各階に分けて改修

東側敷地

エリア

エリア

エリア

ステップ③

エリア

エリア

５階

４階

エリア

３階

１階

エリア

エリア

エリア

外構

外壁
屋上

水廻り
改修
（西）

上階の配
管工事に
伴う天井

工事

上階の配
管工事に
伴う天井

工事

上階の配
管工事に
伴う天井

工事

水廻り
改修
（東）

上階の配
管工事に
伴う天井

工事

B1階

エリア

２階

エリア

水廻り
改修
（東）

水廻り
改修
（西）

水廻り
改修
（西）

水廻り
改修
（西）

ステップ②

水廻り
改修
（東）

水廻り
改修
（東）６階

（休館）

７階

上階の配
管工事に
伴う天井

工事

（豊橋市）中消防署改修調査・計画 現状利用 改修中 仮設利用 改修済み

■改修ステップ図　※６階の市民センターを工事期間中借りることができる想定

ステップ① ステップ④ ステップ⑤ ステップ⑥ 工事完成 備考

【仮設利用】 【仮設利用】 【仮設利用】 【全面改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

講堂を研修室として利用 講堂を研修室として利用 講堂を仮眠室として利用 屋上防水含む

改修
内容

※６階で足りなければ利用 内装撤去・新設工事

【仮設利用】 【仮設利用】 【全面改修】 【改修済】 【改修済】

料理実習室・婦人室を食堂、談話
コーナーを休憩室として利用

和室を仮眠室、料理実習室・談話
コーナーを休憩室として利用

改修
内容

内装撤去・新設工事

【全面改修】 【仮設利用（改修済）】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

講習室を企画G以外の事務室として
利用

改修
内容

内装撤去・改修 企画Gの事務室として利用再開

【現状利用】 【現状利用】 【部分改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

仮眠室・休憩室

改修
内容

【現状利用】 【全面改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

事務室エリア 事務室として利用再開 事務室として利用 事務室として利用 事務室として利用

改修
内容

内装撤去・改修

【現状利用】 【部分改修】 【部分改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

食堂・談話・休憩室・東側洗面エリ
ア

西側洗面エリア・仮眠室・その他エ
リア

３階事務室として利用 ３階事務室として利用 ３階事務室として利用

改修
内容

内装撤去・改修 ※女性エリアを４階と共有

【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【全面改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

車路を半分に分けて改修

改修
内容

※車路を使いながら改修

【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【全面改修】 【改修済】

雨水、防水改修、
電気設備切替工事

改修
内容

【仮設利用】 【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【全面改修】 【改修済】

音楽練習は外で行う 本敷地外構

改修
内容

【外壁改修】 【外壁改修】 【外壁改修】 【外壁改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

仮設工事 調査 サッシの改修 外壁補修

【現状利用】 【仮設利用】 【現状利用】 【仮設利用】 【全面改修】 【改修済】 【改修済】

仮設用風呂・トイレ設置 消防車など仮置き 電気室を建築、設備導入

※４階緊急指令室については、別途工事として本計画からは除いています。

※ステップ③における仮眠室の改修は、エリア分けして順々に改修を行う想定。

※ステップ５において、エレベーターを１基ずつ改修

※階段は各階に分けて改修

東側敷地

エリア

エリア

エリア

ステップ③

エリア

エリア

５階

４階

エリア

３階

１階

エリア

エリア

エリア

外構

外壁
屋上

水廻り
改修
（西）

上階の配
管工事に
伴う天井

工事

上階の配
管工事に
伴う天井

工事

上階の配
管工事に
伴う天井

工事

水廻り
改修
（東）

上階の配
管工事に
伴う天井

工事

B1階

エリア

２階

エリア

水廻り
改修
（東）

水廻り
改修
（西）

水廻り
改修
（西）

水廻り
改修
（西）

ステップ②

水廻り
改修
（東）

水廻り
改修
（東）６階

（休館）

７階

上階の配
管工事に
伴う天井

工事

（豊橋市）中消防署改修調査・計画 現状利用 改修中 仮設利用 改修済み

■改修ステップ図　※６階の市民センターを工事期間中借りることができる想定

ステップ① ステップ④ ステップ⑤ ステップ⑥ 工事完成 備考

【仮設利用】 【仮設利用】 【仮設利用】 【全面改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

講堂を研修室として利用 講堂を研修室として利用 講堂を仮眠室として利用 屋上防水含む

改修
内容

※６階で足りなければ利用 内装撤去・新設工事

【仮設利用】 【仮設利用】 【全面改修】 【改修済】 【改修済】

料理実習室・婦人室を食堂、談話
コーナーを休憩室として利用

和室を仮眠室、料理実習室・談話
コーナーを休憩室として利用

改修
内容

内装撤去・新設工事

【全面改修】 【仮設利用（改修済）】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

講習室を企画G以外の事務室として
利用

改修
内容

内装撤去・改修 企画Gの事務室として利用再開

【現状利用】 【現状利用】 【部分改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

仮眠室・休憩室

改修
内容

【現状利用】 【全面改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

事務室エリア 事務室として利用再開 事務室として利用 事務室として利用 事務室として利用

改修
内容

内装撤去・改修

【現状利用】 【部分改修】 【部分改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

食堂・談話・休憩室・東側洗面エリ
ア

西側洗面エリア・仮眠室・その他エ
リア

３階事務室として利用 ３階事務室として利用 ３階事務室として利用

改修
内容

内装撤去・改修 ※女性エリアを４階と共有

【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【全面改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

車路を半分に分けて改修

改修
内容

※車路を使いながら改修

【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【全面改修】 【改修済】

雨水、防水改修、
電気設備切替工事

改修
内容

【仮設利用】 【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【全面改修】 【改修済】

音楽練習は外で行う 本敷地外構

改修
内容

【外壁改修】 【外壁改修】 【外壁改修】 【外壁改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

仮設工事 調査 サッシの改修 外壁補修

【現状利用】 【仮設利用】 【現状利用】 【仮設利用】 【全面改修】 【改修済】 【改修済】

仮設用風呂・トイレ設置 消防車など仮置き 電気室を建築、設備導入

※４階緊急指令室については、別途工事として本計画からは除いています。

※ステップ③における仮眠室の改修は、エリア分けして順々に改修を行う想定。

※ステップ５において、エレベーターを１基ずつ改修

※階段は各階に分けて改修

東側敷地

エリア

エリア

エリア

ステップ③

エリア

エリア

５階

４階

エリア

３階

１階

エリア

エリア

エリア

外構

外壁
屋上

水廻り
改修
（西）

上階の配
管工事に
伴う天井

工事

上階の配
管工事に
伴う天井

工事

上階の配
管工事に
伴う天井

工事

水廻り
改修
（東）

上階の配
管工事に
伴う天井

工事

B1階

エリア

２階

エリア

水廻り
改修
（東）

水廻り
改修
（西）

水廻り
改修
（西）

水廻り
改修
（西）

ステップ②

水廻り
改修
（東）

水廻り
改修
（東）６階

（休館）

７階

上階の配
管工事に
伴う天井

工事

（豊橋市）中消防署改修調査・計画 現状利用 改修中 仮設利用 改修済み

■改修ステップ図　※６階の市民センターを工事期間中借りることができる想定

ステップ① ステップ④ ステップ⑤ ステップ⑥ 工事完成 備考

【仮設利用】 【仮設利用】 【仮設利用】 【全面改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

講堂を研修室として利用 講堂を研修室として利用 講堂を仮眠室として利用 屋上防水含む

改修
内容

※６階で足りなければ利用 内装撤去・新設工事

【仮設利用】 【仮設利用】 【全面改修】 【改修済】 【改修済】

料理実習室・婦人室を食堂、談話
コーナーを休憩室として利用

和室を仮眠室、料理実習室・談話
コーナーを休憩室として利用

改修
内容

内装撤去・新設工事

【全面改修】 【仮設利用（改修済）】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

講習室を企画G以外の事務室として
利用

改修
内容

内装撤去・改修 企画Gの事務室として利用再開

【現状利用】 【現状利用】 【部分改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

仮眠室・休憩室

改修
内容

【現状利用】 【全面改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

事務室エリア 事務室として利用再開 事務室として利用 事務室として利用 事務室として利用

改修
内容

内装撤去・改修

【現状利用】 【部分改修】 【部分改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

食堂・談話・休憩室・東側洗面エリ
ア

西側洗面エリア・仮眠室・その他エ
リア

３階事務室として利用 ３階事務室として利用 ３階事務室として利用

改修
内容

内装撤去・改修 ※女性エリアを４階と共有

【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【全面改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

車路を半分に分けて改修

改修
内容

※車路を使いながら改修

【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【全面改修】 【改修済】

雨水、防水改修、
電気設備切替工事

改修
内容

【仮設利用】 【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【全面改修】 【改修済】

音楽練習は外で行う 本敷地外構

改修
内容

【外壁改修】 【外壁改修】 【外壁改修】 【外壁改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

仮設工事 調査 サッシの改修 外壁補修

【現状利用】 【仮設利用】 【現状利用】 【仮設利用】 【全面改修】 【改修済】 【改修済】

仮設用風呂・トイレ設置 消防車など仮置き 電気室を建築、設備導入

※４階緊急指令室については、別途工事として本計画からは除いています。

※ステップ③における仮眠室の改修は、エリア分けして順々に改修を行う想定。

※ステップ５において、エレベーターを１基ずつ改修

※階段は各階に分けて改修

東側敷地

エリア

エリア

エリア

ステップ③

エリア

エリア

５階

４階

エリア

３階

１階

エリア

エリア

エリア

外構

外壁
屋上

水廻り
改修
（西）

上階の配
管工事に
伴う天井

工事

上階の配
管工事に
伴う天井

工事

上階の配
管工事に
伴う天井

工事

水廻り
改修
（東）

上階の配
管工事に
伴う天井

工事

B1階

エリア

２階

エリア

水廻り
改修
（東）

水廻り
改修
（西）

水廻り
改修
（西）

水廻り
改修
（西）

ステップ②

水廻り
改修
（東）

水廻り
改修
（東）６階

（休館）

７階

上階の配
管工事に
伴う天井

工事
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　改修工事ステップ図③
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８. 工程計画（工事ステップ図）
　ステップ③

区分 部位 概算費用（円）

建築 建具 耐1
アルミ製ｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ
アルミ製建具

・ 飛散防止フィルム張り・ガラスシール更新 13,100,000

耐2 鋼製窓（内部） ・ 飛散防止フィルム張り 800,000

耐3 トップライト（市民館） ・ トップライトを取止め金属屋根で閉塞 1,500,000

耐4 扉 ・ 避難経路である階段室扉を耐震ドアへ更新 4,200,000

耐5
地下1階
鋼製シャッター

・ 耐震構造 鋼製シャッター(上部１ｍは穴あき)新設 386,000

耐6 ・ A案：耐震構造 鋼製シャッター新設 7,700,000

・ B案：グリルシャッター新設 11,386,000

耐7 ・ A案：オーバースライダー更新 14,500,000

・ B案：グリルシャッター新設 29,258,000

内壁 耐8 ｺﾝｸﾘｰﾄ下地 陶器質ﾀｲﾙ張 ・ タイル撤去、LGS間仕切壁新設 0

耐9 CB下地 ﾓﾙﾀﾙ＋塗装等 ・ 1階CB積撤去、乾式壁新設 5,200,000

耐10 LGS下地 ボード張 ・ ①案：R5年度業務の改修範囲において
　　　間仕切壁の更新（下地LGS共）

8,000,000

・ ②案：内部乾式壁の全範囲において
　　　間仕切壁の更新（下地LGS共）

29,900,000

耐11 ｺﾝｸﾘｰﾄ下地 御影石張 ・ 御影石を撤去、乾式壁新設 2,500,000

天井 耐12
7階講堂
LGS下地 ボード張

・ 既設天井下地共撤去、耐震天井下地共新設 1,900,000

耐13
7階講堂他
LGS下地 ボード張

・ ①案：R5年度業務の改修範囲において
　　　既設天井下地共撤去、緊結在来天井下地共新設

8,300,000

・ ②案：天井ボード張の全範囲において
　　　既設天井下地共撤去、緊結在来天井下地共新設

30,700,000

耐14 外部サイン ・ 撤去 500,000

耐15 外構壁 御影石張（帳壁） ・ 石張り撤去、塗装による改修 200,000

①を採用した場合 （建築非構造部材に関する耐震対策）計　 87,230,000 … 純工事費(直接工事費）

共通費 26,200,000 （仮に設定）

①を採用した場合 合　計 113,430,000 ※ 税抜き

(R5年度業務計画 物価上昇分見直し＋建築非構造部材に関する耐震対策)　総合計 1,205,600,000 ※ 税抜き

➁を採用した場合 （建築非構造部材に関する耐震対策）計　 131,530,000 … 純工事費(直接工事費）

共通費 39,500,000 （仮に設定）

➁を採用した場合 合　計 171,030,000 ※ 税抜き

(R5年度業務計画 物価上昇分見直し＋建築非構造部材に関する耐震対策)　総合計 1,263,200,000 ※ 税抜き

【全体工事費】

　　　　　　　　建築工事（①を採用した場合） 1,205,600,000 円

　　　　　　　　電気設備工事 989,000,000 円

　　　　　　　　機械設備工事 761,300,000 円

　　　　　　　　合計 2,955,900,000 円

　　　　　　　　建築工事（②を採用した場合） 1,263,200,000 円

　　　　　　　　電気設備工事 989,000,000 円

　　　　　　　　機械設備工事 761,300,000 円

　　　　　　　　合計 3,013,500,000 円

全て

30%

30%

シャフト,グリル共 落下防止仕様、リモコン設置

水平レール補強による脱落危険性の低減

シャフト,グリル共 落下防止仕様、リモコン設置

※R5年度業務の便所改修で見込み済

地下1階や改修不可の範囲を除く

LGSはスラブtoスラブとし、ボードは床から天井と
する

全て

既設建具表SW-1～SW-12

〃

付随工事含む

耐震ドアの製作限界寸法W900×H2200以下(片開き
のみ)となるよう現状の火報連動扉部の袖は壁新設
とする。　耐震性能は面内変形角1/120以下

シャフト,スラット共 落下防止仕様、リモコン設置

シャフト,スラット共 落下防止仕様

建築非構造部材に関する耐震対策　※R5年度業務と重複する項目はR5年度業務による計画からの増減を記載

項目 概要 備考

付随工事含む

外部
その他

1階
オーバースライダー

1階
鋼製シャッター

A 工区・B工区に分けて順に内装改修

A工区・B工区に分けて順に内装改修

仮眠室 ( 仮設利用 )

A 工区

A工区

B工区

B工区

仮眠室 ( 仮設利用 )

休憩室 ( 仮設利用 )

休憩室 ( 仮設利用 )

講堂利用不可

市民会館休館

( 後期 )
利用不可

( 前期 )
利用不可

( 中期 )
利用不可

( 後期 )
利用不可

( 前期 )
利用不可

( 中期 )
利用不可

( 後期 )
利用不可

( 後期 )
利用不可

半期ずつ利用不可

半期ずつ利用不可
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株式会社　伊藤建築設計事務所

■中消防署調査・基本計画策定業務　　工事工程表（案） ※６階の市民館を仮設として利用した、居ながら改修工事工程表

1ヶ月 2ヶ月 3ヶ月 4ヶ月 5ヶ月 6ヶ月 7ヶ月 8ヶ月 9ヶ月 10ヶ月 11ヶ月 12ヶ月 13ヶ月 14ヶ月 15ヶ月 16ヶ月 17ヶ月 18ヶ月 19ヶ月 20ヶ月 21ヶ月 22ヶ月 23ヶ月 24ヶ月 25ヶ月 26ヶ月 27ヶ月 28ヶ月 29ヶ月

株式会社伊藤建築設計事務所

外壁
・

屋上

東側駐車場

３階

２階

１階

地下１階

昇降機
工事

外構

４階
（緊急指令

室）

全体工程表

７階

６階

５階

準備 改修工事ステップ①
（３か月）

改修工事ステップ②
（６か月）

改修工事ステップ③
（６か月）

改修工事ステップ④
（５か月）

改修工事ステップ⑤
（４か月）

改修工事ステップ⑥
（３か月）

検査

利用再開内装工事（2.5か月）

引越し（0.5か月）▲

水廻り工事（2か月）

内装工事（2.5か月）

内装工事（2.5か月）

引越し（0.5か月）▲

水廻り工事（2か月）

水廻り工事（2か月）

【A工区】内装工事

水廻り工事（2か月）

水廻り工事（2か月）

外壁調査（東→北→西→南）外部足場工事

外構工事

内装工事（3.0か月）

内装工事（3.0か月）

利用再開【A工区】内装工事

【A工区】内装・間仕切工事 【B工区】内装工事

（3.0か月） （2.0か月）

外構工事

電気設備置場 新設工事（4ヶ月）

※水廻り工事期間中：別の階のWCを利用

内装工事（3.0か月）

外部防水工事

現状と同様の利用期間

水廻り工事（2か月）

水廻り工事（2か月）

現状と同様の利用期間

現状と同様の利用期間

現状と同様の利用期間

現状と同様の利用期間

現状と同様の利用期間

【B工区】内装工事※水廻り工事期間中：別の階のWCを利用

仮設トイレ、風呂の利用

利用再開

利用再開

事務室として利用再開

※水廻り工事期間中：別の階のWCを利用

現状と同様の利用期間

EV１基昇降機 発注期間（想定）

利用再開

受電（切替工事）

EV１基

EV１基

※宿直室を北側と南側の２工区に分ける

【B工区】内装工事

水廻り工事（2か月）水廻り工事（2か月）

上階の水廻り改修に伴

う天井改修（外部）

市民会館 休館期間（21か月）

外壁補修工事

現状と同様の利用期間

上階の水廻り改修に伴

う天井改修

仮設利用（4.0か月）仮設利用（7.0か月）

仮設利用（2.5か月）

仮設利用（2.5か月）

仮設利用（4.0か月）

（1.5か月）

（2.0か月）

（2.0か月）

（2.0か月） （2.0か月）

上階の水廻り改修に伴

う天井改修

上階の水廻り改修に伴

う天井改修

上階の水廻り改修に伴

う天井改修

（豊橋市）中消防署改修調査・計画 現状利用 改修中 仮設利用 改修済み

■改修ステップ図　※６階の市民センターを工事期間中借りることができる想定

ステップ① ステップ④ ステップ⑤ ステップ⑥ 工事完成 備考

【仮設利用】 【仮設利用】 【仮設利用】 【全面改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

講堂を研修室として利用 講堂を研修室として利用 講堂を仮眠室として利用 屋上防水含む

改修
内容

※６階で足りなければ利用 内装撤去・新設工事

【仮設利用】 【仮設利用】 【全面改修】 【改修済】 【改修済】

料理実習室・婦人室を食堂、談話
コーナーを休憩室として利用

和室を仮眠室、料理実習室・談話
コーナーを休憩室として利用

改修
内容

内装撤去・新設工事

【全面改修】 【仮設利用（改修済）】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

講習室を企画G以外の事務室として
利用

改修
内容

内装撤去・改修 企画Gの事務室として利用再開

【現状利用】 【現状利用】 【部分改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

仮眠室・休憩室

改修
内容

【現状利用】 【全面改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

事務室エリア 事務室として利用再開 事務室として利用 事務室として利用 事務室として利用

改修
内容

内装撤去・改修

【現状利用】 【部分改修】 【部分改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

食堂・談話・休憩室・東側洗面エリ
ア

西側洗面エリア・仮眠室・その他エ
リア

３階事務室として利用 ３階事務室として利用 ３階事務室として利用

改修
内容

内装撤去・改修 ※女性エリアを４階と共有

【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【全面改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

車路を半分に分けて改修

改修
内容

※車路を使いながら改修

【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【全面改修】 【改修済】

雨水、防水改修、
電気設備切替工事

改修
内容

【仮設利用】 【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【全面改修】 【改修済】

音楽練習は外で行う 本敷地外構

改修
内容

【外壁改修】 【外壁改修】 【外壁改修】 【外壁改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

仮設工事 調査 サッシの改修 外壁補修

【現状利用】 【仮設利用】 【現状利用】 【仮設利用】 【全面改修】 【改修済】 【改修済】

仮設用風呂・トイレ設置 消防車など仮置き 電気室を建築、設備導入

※４階緊急指令室については、別途工事として本計画からは除いています。

※ステップ③における仮眠室の改修は、エリア分けして順々に改修を行う想定。

※ステップ５において、エレベーターを１基ずつ改修

※階段は各階に分けて改修

東側敷地

エリア

エリア

エリア

ステップ③

エリア

エリア

５階

４階

エリア

３階

１階

エリア

エリア

エリア

外構

外壁
屋上

水廻り
改修
（西）

上階の配
管工事に
伴う天井

工事

上階の配
管工事に
伴う天井

工事

上階の配
管工事に
伴う天井

工事

水廻り
改修
（東）

上階の配
管工事に
伴う天井

工事

B1階

エリア

２階

エリア

水廻り
改修
（東）

水廻り
改修
（西）

水廻り
改修
（西）

水廻り
改修
（西）

ステップ②

水廻り
改修
（東）

水廻り
改修
（東）６階

（休館）

７階

上階の配
管工事に
伴う天井

工事

（豊橋市）中消防署改修調査・計画 現状利用 改修中 仮設利用 改修済み

■改修ステップ図　※６階の市民センターを工事期間中借りることができる想定

ステップ① ステップ④ ステップ⑤ ステップ⑥ 工事完成 備考

【仮設利用】 【仮設利用】 【仮設利用】 【全面改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

講堂を研修室として利用 講堂を研修室として利用 講堂を仮眠室として利用 屋上防水含む

改修
内容

※６階で足りなければ利用 内装撤去・新設工事

【仮設利用】 【仮設利用】 【全面改修】 【改修済】 【改修済】

料理実習室・婦人室を食堂、談話
コーナーを休憩室として利用

和室を仮眠室、料理実習室・談話
コーナーを休憩室として利用

改修
内容

内装撤去・新設工事

【全面改修】 【仮設利用（改修済）】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

講習室を企画G以外の事務室として
利用

改修
内容

内装撤去・改修 企画Gの事務室として利用再開

【現状利用】 【現状利用】 【部分改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

仮眠室・休憩室

改修
内容

【現状利用】 【全面改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

事務室エリア 事務室として利用再開 事務室として利用 事務室として利用 事務室として利用

改修
内容

内装撤去・改修

【現状利用】 【部分改修】 【部分改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

食堂・談話・休憩室・東側洗面エリ
ア

西側洗面エリア・仮眠室・その他エ
リア

３階事務室として利用 ３階事務室として利用 ３階事務室として利用

改修
内容

内装撤去・改修 ※女性エリアを４階と共有

【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【全面改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

車路を半分に分けて改修

改修
内容

※車路を使いながら改修

【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【全面改修】 【改修済】

雨水、防水改修、
電気設備切替工事

改修
内容

【仮設利用】 【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【全面改修】 【改修済】

音楽練習は外で行う 本敷地外構

改修
内容

【外壁改修】 【外壁改修】 【外壁改修】 【外壁改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

仮設工事 調査 サッシの改修 外壁補修

【現状利用】 【仮設利用】 【現状利用】 【仮設利用】 【全面改修】 【改修済】 【改修済】

仮設用風呂・トイレ設置 消防車など仮置き 電気室を建築、設備導入

※４階緊急指令室については、別途工事として本計画からは除いています。

※ステップ③における仮眠室の改修は、エリア分けして順々に改修を行う想定。

※ステップ５において、エレベーターを１基ずつ改修

※階段は各階に分けて改修

東側敷地

エリア

エリア

エリア

ステップ③

エリア

エリア

５階

４階

エリア

３階

１階

エリア

エリア

エリア

外構

外壁
屋上

水廻り
改修
（西）

上階の配
管工事に
伴う天井

工事

上階の配
管工事に
伴う天井

工事

上階の配
管工事に
伴う天井

工事

水廻り
改修
（東）

上階の配
管工事に
伴う天井

工事

B1階

エリア

２階

エリア

水廻り
改修
（東）

水廻り
改修
（西）

水廻り
改修
（西）

水廻り
改修
（西）

ステップ②

水廻り
改修
（東）

水廻り
改修
（東）６階

（休館）

７階

上階の配
管工事に
伴う天井

工事

（豊橋市）中消防署改修調査・計画 現状利用 改修中 仮設利用 改修済み

■改修ステップ図　※６階の市民センターを工事期間中借りることができる想定

ステップ① ステップ④ ステップ⑤ ステップ⑥ 工事完成 備考

【仮設利用】 【仮設利用】 【仮設利用】 【全面改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

講堂を研修室として利用 講堂を研修室として利用 講堂を仮眠室として利用 屋上防水含む

改修
内容

※６階で足りなければ利用 内装撤去・新設工事

【仮設利用】 【仮設利用】 【全面改修】 【改修済】 【改修済】

料理実習室・婦人室を食堂、談話
コーナーを休憩室として利用

和室を仮眠室、料理実習室・談話
コーナーを休憩室として利用

改修
内容

内装撤去・新設工事

【全面改修】 【仮設利用（改修済）】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

講習室を企画G以外の事務室として
利用

改修
内容

内装撤去・改修 企画Gの事務室として利用再開

【現状利用】 【現状利用】 【部分改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

仮眠室・休憩室

改修
内容

【現状利用】 【全面改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

事務室エリア 事務室として利用再開 事務室として利用 事務室として利用 事務室として利用

改修
内容

内装撤去・改修

【現状利用】 【部分改修】 【部分改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

食堂・談話・休憩室・東側洗面エリ
ア

西側洗面エリア・仮眠室・その他エ
リア

３階事務室として利用 ３階事務室として利用 ３階事務室として利用

改修
内容

内装撤去・改修 ※女性エリアを４階と共有

【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【全面改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

車路を半分に分けて改修

改修
内容

※車路を使いながら改修

【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【全面改修】 【改修済】

雨水、防水改修、
電気設備切替工事

改修
内容

【仮設利用】 【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【全面改修】 【改修済】

音楽練習は外で行う 本敷地外構

改修
内容

【外壁改修】 【外壁改修】 【外壁改修】 【外壁改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

仮設工事 調査 サッシの改修 外壁補修

【現状利用】 【仮設利用】 【現状利用】 【仮設利用】 【全面改修】 【改修済】 【改修済】

仮設用風呂・トイレ設置 消防車など仮置き 電気室を建築、設備導入

※４階緊急指令室については、別途工事として本計画からは除いています。

※ステップ③における仮眠室の改修は、エリア分けして順々に改修を行う想定。

※ステップ５において、エレベーターを１基ずつ改修

※階段は各階に分けて改修

東側敷地

エリア

エリア

エリア

ステップ③

エリア

エリア

５階

４階

エリア

３階

１階

エリア

エリア

エリア

外構

外壁
屋上

水廻り
改修
（西）

上階の配
管工事に
伴う天井

工事

上階の配
管工事に
伴う天井

工事

上階の配
管工事に
伴う天井

工事

水廻り
改修
（東）

上階の配
管工事に
伴う天井

工事

B1階

エリア

２階

エリア

水廻り
改修
（東）

水廻り
改修
（西）

水廻り
改修
（西）

水廻り
改修
（西）

ステップ②

水廻り
改修
（東）

水廻り
改修
（東）６階

（休館）

７階

上階の配
管工事に
伴う天井

工事

（豊橋市）中消防署改修調査・計画 現状利用 改修中 仮設利用 改修済み

■改修ステップ図　※６階の市民センターを工事期間中借りることができる想定

ステップ① ステップ④ ステップ⑤ ステップ⑥ 工事完成 備考

【仮設利用】 【仮設利用】 【仮設利用】 【全面改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

講堂を研修室として利用 講堂を研修室として利用 講堂を仮眠室として利用 屋上防水含む

改修
内容

※６階で足りなければ利用 内装撤去・新設工事

【仮設利用】 【仮設利用】 【全面改修】 【改修済】 【改修済】

料理実習室・婦人室を食堂、談話
コーナーを休憩室として利用

和室を仮眠室、料理実習室・談話
コーナーを休憩室として利用

改修
内容

内装撤去・新設工事

【全面改修】 【仮設利用（改修済）】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

講習室を企画G以外の事務室として
利用

改修
内容

内装撤去・改修 企画Gの事務室として利用再開

【現状利用】 【現状利用】 【部分改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

仮眠室・休憩室

改修
内容

【現状利用】 【全面改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

事務室エリア 事務室として利用再開 事務室として利用 事務室として利用 事務室として利用

改修
内容

内装撤去・改修

【現状利用】 【部分改修】 【部分改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

食堂・談話・休憩室・東側洗面エリ
ア

西側洗面エリア・仮眠室・その他エ
リア

３階事務室として利用 ３階事務室として利用 ３階事務室として利用

改修
内容

内装撤去・改修 ※女性エリアを４階と共有

【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【全面改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

車路を半分に分けて改修

改修
内容

※車路を使いながら改修

【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【全面改修】 【改修済】

雨水、防水改修、
電気設備切替工事

改修
内容

【仮設利用】 【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【全面改修】 【改修済】

音楽練習は外で行う 本敷地外構

改修
内容

【外壁改修】 【外壁改修】 【外壁改修】 【外壁改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

仮設工事 調査 サッシの改修 外壁補修

【現状利用】 【仮設利用】 【現状利用】 【仮設利用】 【全面改修】 【改修済】 【改修済】

仮設用風呂・トイレ設置 消防車など仮置き 電気室を建築、設備導入

※４階緊急指令室については、別途工事として本計画からは除いています。

※ステップ③における仮眠室の改修は、エリア分けして順々に改修を行う想定。

※ステップ５において、エレベーターを１基ずつ改修

※階段は各階に分けて改修

東側敷地

エリア

エリア

エリア

ステップ③

エリア

エリア

５階

４階

エリア

３階

１階

エリア

エリア

エリア

外構

外壁
屋上

水廻り
改修
（西）

上階の配
管工事に
伴う天井

工事

上階の配
管工事に
伴う天井

工事

上階の配
管工事に
伴う天井

工事

水廻り
改修
（東）

上階の配
管工事に
伴う天井

工事

B1階

エリア

２階

エリア

水廻り
改修
（東）

水廻り
改修
（西）

水廻り
改修
（西）

水廻り
改修
（西）

ステップ②

水廻り
改修
（東）

水廻り
改修
（東）６階

（休館）

７階

上階の配
管工事に
伴う天井

工事

　中消防署調査・基本計画策定業務 1/500改修ステップ図④

　改修工事ステップ図④

２階平面図１階平面図B1階平面図

４階平面図

６階平面図 ７階平面図
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仮眠室仮眠室 仮眠室
仮眠室

仮眠室

仮眠室 仮眠室

仮眠室 仮眠室 仮眠室仮眠室

仮眠室 仮眠室

仮眠室
仮眠室 仮眠室

仮眠室 仮眠室仮眠室

仮眠室

仮眠室
仮眠室
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前室

仮眠室仮眠室仮眠室
仮眠室
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３階平面図 ５階平面図
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△躯体の切換えライン
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８. 工程計画（工事ステップ図）
　ステップ④

A 工区・B工区に分けて順に改修

階段は片側ずつ内装改修

市民会館休館

A工区 B工区

半期ずつ利用不可

利用不可
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株式会社　伊藤建築設計事務所

■中消防署調査・基本計画策定業務　　工事工程表（案） ※６階の市民館を仮設として利用した、居ながら改修工事工程表

1ヶ月 2ヶ月 3ヶ月 4ヶ月 5ヶ月 6ヶ月 7ヶ月 8ヶ月 9ヶ月 10ヶ月 11ヶ月 12ヶ月 13ヶ月 14ヶ月 15ヶ月 16ヶ月 17ヶ月 18ヶ月 19ヶ月 20ヶ月 21ヶ月 22ヶ月 23ヶ月 24ヶ月 25ヶ月 26ヶ月 27ヶ月 28ヶ月 29ヶ月

株式会社伊藤建築設計事務所

外壁
・

屋上

東側駐車場

３階

２階

１階

地下１階

昇降機
工事

外構

４階
（緊急指令

室）

全体工程表

７階

６階

５階

準備 改修工事ステップ①
（３か月）

改修工事ステップ②
（６か月）

改修工事ステップ③
（６か月）

改修工事ステップ④
（５か月）

改修工事ステップ⑤
（４か月）

改修工事ステップ⑥
（３か月）

検査

利用再開内装工事（2.5か月）

引越し（0.5か月）▲

水廻り工事（2か月）

内装工事（2.5か月）

内装工事（2.5か月）

引越し（0.5か月）▲

水廻り工事（2か月）

水廻り工事（2か月）

【A工区】内装工事

水廻り工事（2か月）

水廻り工事（2か月）

外壁調査（東→北→西→南）外部足場工事

外構工事

内装工事（3.0か月）

内装工事（3.0か月）

利用再開【A工区】内装工事

【A工区】内装・間仕切工事 【B工区】内装工事

（3.0か月） （2.0か月）

外構工事

電気設備置場 新設工事（4ヶ月）

※水廻り工事期間中：別の階のWCを利用

内装工事（3.0か月）

外部防水工事

現状と同様の利用期間

水廻り工事（2か月）

水廻り工事（2か月）

現状と同様の利用期間

現状と同様の利用期間

現状と同様の利用期間

現状と同様の利用期間

現状と同様の利用期間

【B工区】内装工事※水廻り工事期間中：別の階のWCを利用

仮設トイレ、風呂の利用

利用再開

利用再開

事務室として利用再開

※水廻り工事期間中：別の階のWCを利用

現状と同様の利用期間

EV１基昇降機 発注期間（想定）

利用再開

受電（切替工事）

EV１基

EV１基

※宿直室を北側と南側の２工区に分ける

【B工区】内装工事

水廻り工事（2か月）水廻り工事（2か月）

上階の水廻り改修に伴

う天井改修（外部）

市民会館 休館期間（21か月）

外壁補修工事

現状と同様の利用期間

上階の水廻り改修に伴

う天井改修

仮設利用（4.0か月）仮設利用（7.0か月）

仮設利用（2.5か月）

仮設利用（2.5か月）

仮設利用（4.0か月）

（1.5か月）

（2.0か月）

（2.0か月）

（2.0か月） （2.0か月）

上階の水廻り改修に伴

う天井改修

上階の水廻り改修に伴

う天井改修

上階の水廻り改修に伴

う天井改修

■中消防署調査・基本計画策定業務　　工事工程表（案） ※６階の市民館を仮設として利用した、居ながら改修工事工程表

1ヶ月 2ヶ月 3ヶ月 4ヶ月 5ヶ月 6ヶ月 7ヶ月 8ヶ月 9ヶ月 10ヶ月 11ヶ月 12ヶ月 13ヶ月 14ヶ月 15ヶ月 16ヶ月 17ヶ月 18ヶ月 19ヶ月 20ヶ月 21ヶ月 22ヶ月 23ヶ月 24ヶ月 25ヶ月 26ヶ月 27ヶ月 28ヶ月 29ヶ月 30ヶ月 31ヶ月 32ヶ月

株式会社伊藤建築設計事務所

地下１階

外構

外壁
・

屋上

東側駐車場

全体工程表

７階

６階

５階

４階
（緊急指令

室）

３階

２階

１階

昇降機
工事

仮設利用（5.0か月）

準備 改修工事ステップ①
（３か月）

改修工事ステップ②
（７か月）

改修工事ステップ③
（７か月）

改修工事ステップ④
（６か月）

改修工事ステップ⑤
（４か月）

改修工事ステップ⑥
（３か月）

検査

利用再開内装工事（2.5か月）

引越し（0.5か月）▲

仮設利用（8.0か月）

水廻り工事（2か月）

内装工事（3.5か月）

内装工事（3.5か月）

引越し（0.5か月）▲

水廻り工事（2か月）

水廻り工事（2か月）

【A工区】内装工事

水廻り工事（2か月）

水廻り工事（2か月）

外壁調査（東→北→西→南）外部足場工事

外構工事

内装工事（3.0か月）

内装工事（4.0か月）

利用再開【A工区】内装工事

【A工区】内装・間仕切工事 【B工区】内装工事

（3.0か月） （3.0か月）

外構工事

電気設備置場 新設工事（4ヶ月）

※水廻り工事期間中：別の階のWCを利用

内装工事（4.0か月）

外部防水工事

現状と同様の利用期間

水廻り工事（2か月）

水廻り工事（2か月）

現状と同様の利用期間

現状と同様の利用期間

現状と同様の利用期間

現状と同様の利用期間

現状と同様の利用期間

【B工区】内装工事※水廻り工事期間中：別の階のWCを利用

仮設トイレ、風呂の利用

利用再開

利用再開

事務室として利用再開

※水廻り工事期間中：別の階のWCを利用

現状と同様の利用期間

EV１基昇降機 発注期間（想定）

利用再開

受電（切替工事）

EV１基

EV１基

※宿直室を北側と南側の２工区に分ける

【B工区】内装工事

水廻り工事（2か月）

上階の水廻り改修に伴

う天井改修（外部）

市民会館 休館期間（24か月）

外壁補修工事

現状と同様の利用期間

上階の水廻り改修に伴

う天井改修

（1.5か月）

（2.5か月）

（2.5か月）

（2.0か月） （2.0か月）

仮設利用（3.5か月）

仮設利用（3.5か月）

仮設利用（4.0か月）

上階の水廻り改修に伴

う天井改修

上階の水廻り改修に伴

う天井改修

上階の水廻り改修に伴

う天井改修

（豊橋市）中消防署改修調査・計画 現状利用 改修中 仮設利用 改修済み

■改修ステップ図　※６階の市民センターを工事期間中借りることができる想定

ステップ① ステップ④ ステップ⑤ ステップ⑥ 工事完成 備考

【仮設利用】 【仮設利用】 【仮設利用】 【全面改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

講堂を研修室として利用 講堂を研修室として利用 講堂を仮眠室として利用 屋上防水含む

改修
内容

※６階で足りなければ利用 内装撤去・新設工事

【仮設利用】 【仮設利用】 【全面改修】 【改修済】 【改修済】

料理実習室・婦人室を食堂、談話
コーナーを休憩室として利用

和室を仮眠室、料理実習室・談話
コーナーを休憩室として利用

改修
内容

内装撤去・新設工事

【全面改修】 【仮設利用（改修済）】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

講習室を企画G以外の事務室として
利用

改修
内容

内装撤去・改修 企画Gの事務室として利用再開

【現状利用】 【現状利用】 【部分改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

仮眠室・休憩室

改修
内容

【現状利用】 【全面改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

事務室エリア 事務室として利用再開 事務室として利用 事務室として利用 事務室として利用

改修
内容

内装撤去・改修

【現状利用】 【部分改修】 【部分改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

食堂・談話・休憩室・東側洗面エリ
ア

西側洗面エリア・仮眠室・その他エ
リア

３階事務室として利用 ３階事務室として利用 ３階事務室として利用

改修
内容

内装撤去・改修 ※女性エリアを４階と共有

【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【全面改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

車路を半分に分けて改修

改修
内容

※車路を使いながら改修

【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【全面改修】 【改修済】

雨水、防水改修、
電気設備切替工事

改修
内容

【仮設利用】 【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【全面改修】 【改修済】

音楽練習は外で行う 本敷地外構

改修
内容

【外壁改修】 【外壁改修】 【外壁改修】 【外壁改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

仮設工事 調査 サッシの改修 外壁補修

【現状利用】 【仮設利用】 【現状利用】 【仮設利用】 【全面改修】 【改修済】 【改修済】

仮設用風呂・トイレ設置 消防車など仮置き 電気室を建築、設備導入

※４階緊急指令室については、別途工事として本計画からは除いています。

※ステップ③における仮眠室の改修は、エリア分けして順々に改修を行う想定。

※ステップ５において、エレベーターを１基ずつ改修

※階段は各階に分けて改修

東側敷地

エリア

エリア

エリア

ステップ③

エリア

エリア

５階

４階

エリア

３階

１階

エリア

エリア

エリア

外構

外壁
屋上

水廻り
改修
（西）

上階の配
管工事に
伴う天井

工事

上階の配
管工事に
伴う天井

工事

上階の配
管工事に
伴う天井

工事

水廻り
改修
（東）

上階の配
管工事に
伴う天井

工事

B1階

エリア

２階

エリア

水廻り
改修
（東）

水廻り
改修
（西）

水廻り
改修
（西）

水廻り
改修
（西）

ステップ②

水廻り
改修
（東）

水廻り
改修
（東）６階

（休館）

７階

上階の配
管工事に
伴う天井

工事

（豊橋市）中消防署改修調査・計画 現状利用 改修中 仮設利用 改修済み

■改修ステップ図　※６階の市民センターを工事期間中借りることができる想定

ステップ① ステップ④ ステップ⑤ ステップ⑥ 工事完成 備考

【仮設利用】 【仮設利用】 【仮設利用】 【全面改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

講堂を研修室として利用 講堂を研修室として利用 講堂を仮眠室として利用 屋上防水含む

改修
内容

※６階で足りなければ利用 内装撤去・新設工事

【仮設利用】 【仮設利用】 【全面改修】 【改修済】 【改修済】

料理実習室・婦人室を食堂、談話
コーナーを休憩室として利用

和室を仮眠室、料理実習室・談話
コーナーを休憩室として利用

改修
内容

内装撤去・新設工事

【全面改修】 【仮設利用（改修済）】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

講習室を企画G以外の事務室として
利用

改修
内容

内装撤去・改修 企画Gの事務室として利用再開

【現状利用】 【現状利用】 【部分改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

仮眠室・休憩室

改修
内容

【現状利用】 【全面改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

事務室エリア 事務室として利用再開 事務室として利用 事務室として利用 事務室として利用

改修
内容

内装撤去・改修

【現状利用】 【部分改修】 【部分改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

食堂・談話・休憩室・東側洗面エリ
ア

西側洗面エリア・仮眠室・その他エ
リア

３階事務室として利用 ３階事務室として利用 ３階事務室として利用

改修
内容

内装撤去・改修 ※女性エリアを４階と共有

【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【全面改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

車路を半分に分けて改修

改修
内容

※車路を使いながら改修

【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【全面改修】 【改修済】

雨水、防水改修、
電気設備切替工事

改修
内容

【仮設利用】 【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【全面改修】 【改修済】

音楽練習は外で行う 本敷地外構

改修
内容

【外壁改修】 【外壁改修】 【外壁改修】 【外壁改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

仮設工事 調査 サッシの改修 外壁補修

【現状利用】 【仮設利用】 【現状利用】 【仮設利用】 【全面改修】 【改修済】 【改修済】

仮設用風呂・トイレ設置 消防車など仮置き 電気室を建築、設備導入

※４階緊急指令室については、別途工事として本計画からは除いています。

※ステップ③における仮眠室の改修は、エリア分けして順々に改修を行う想定。

※ステップ５において、エレベーターを１基ずつ改修

※階段は各階に分けて改修

東側敷地

エリア

エリア

エリア

ステップ③

エリア

エリア

５階

４階

エリア

３階

１階

エリア

エリア

エリア

外構

外壁
屋上

水廻り
改修
（西）

上階の配
管工事に
伴う天井

工事

上階の配
管工事に
伴う天井

工事

上階の配
管工事に
伴う天井

工事

水廻り
改修
（東）

上階の配
管工事に
伴う天井

工事

B1階

エリア

２階

エリア

水廻り
改修
（東）

水廻り
改修
（西）

水廻り
改修
（西）

水廻り
改修
（西）

ステップ②

水廻り
改修
（東）

水廻り
改修
（東）６階

（休館）

７階

上階の配
管工事に
伴う天井

工事

（豊橋市）中消防署改修調査・計画 現状利用 改修中 仮設利用 改修済み

■改修ステップ図　※６階の市民センターを工事期間中借りることができる想定

ステップ① ステップ④ ステップ⑤ ステップ⑥ 工事完成 備考

【仮設利用】 【仮設利用】 【仮設利用】 【全面改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

講堂を研修室として利用 講堂を研修室として利用 講堂を仮眠室として利用 屋上防水含む

改修
内容

※６階で足りなければ利用 内装撤去・新設工事

【仮設利用】 【仮設利用】 【全面改修】 【改修済】 【改修済】

料理実習室・婦人室を食堂、談話
コーナーを休憩室として利用

和室を仮眠室、料理実習室・談話
コーナーを休憩室として利用

改修
内容

内装撤去・新設工事

【全面改修】 【仮設利用（改修済）】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

講習室を企画G以外の事務室として
利用

改修
内容

内装撤去・改修 企画Gの事務室として利用再開

【現状利用】 【現状利用】 【部分改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

仮眠室・休憩室

改修
内容

【現状利用】 【全面改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

事務室エリア 事務室として利用再開 事務室として利用 事務室として利用 事務室として利用

改修
内容

内装撤去・改修

【現状利用】 【部分改修】 【部分改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

食堂・談話・休憩室・東側洗面エリ
ア

西側洗面エリア・仮眠室・その他エ
リア

３階事務室として利用 ３階事務室として利用 ３階事務室として利用

改修
内容

内装撤去・改修 ※女性エリアを４階と共有

【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【全面改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

車路を半分に分けて改修

改修
内容

※車路を使いながら改修

【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【全面改修】 【改修済】

雨水、防水改修、
電気設備切替工事

改修
内容

【仮設利用】 【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【全面改修】 【改修済】

音楽練習は外で行う 本敷地外構

改修
内容

【外壁改修】 【外壁改修】 【外壁改修】 【外壁改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

仮設工事 調査 サッシの改修 外壁補修

【現状利用】 【仮設利用】 【現状利用】 【仮設利用】 【全面改修】 【改修済】 【改修済】

仮設用風呂・トイレ設置 消防車など仮置き 電気室を建築、設備導入

※４階緊急指令室については、別途工事として本計画からは除いています。

※ステップ③における仮眠室の改修は、エリア分けして順々に改修を行う想定。

※ステップ５において、エレベーターを１基ずつ改修

※階段は各階に分けて改修

東側敷地

エリア

エリア

エリア

ステップ③

エリア

エリア

５階

４階

エリア

３階
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屋上

水廻り
改修
（西）

上階の配
管工事に
伴う天井

工事
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管工事に
伴う天井

工事

上階の配
管工事に
伴う天井

工事

水廻り
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（東）
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工事
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エリア

水廻り
改修
（東）

水廻り
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（西）

水廻り
改修
（西）

水廻り
改修
（西）

ステップ②

水廻り
改修
（東）

水廻り
改修
（東）６階

（休館）

７階

上階の配
管工事に
伴う天井

工事

　中消防署調査・基本計画策定業務 1/500改修ステップ図⑤

　改修工事ステップ図⑤
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８. 工程計画（工事ステップ図）
　ステップ⑤

階段は片側ずつ内装改修

EVは 1機ずつ順に改修

市民会館休館



豊橋市消防本部中消防署　大規模改造計画書 8.工程計画 75

株式会社　伊藤建築設計事務所

（豊橋市）中消防署改修調査・計画 現状利用 改修中 仮設利用 改修済み

■改修ステップ図　※６階の市民センターを工事期間中借りることができる想定

ステップ① ステップ④ ステップ⑤ ステップ⑥ 工事完成 備考

【仮設利用】 【仮設利用】 【仮設利用】 【全面改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

講堂を研修室として利用 講堂を研修室として利用 講堂を仮眠室として利用 屋上防水含む

改修
内容

※６階で足りなければ利用 内装撤去・新設工事

【仮設利用】 【仮設利用】 【全面改修】 【改修済】 【改修済】

料理実習室・婦人室を食堂、談話
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（豊橋市）中消防署改修調査・計画 現状利用 改修中 仮設利用 改修済み

■改修ステップ図　※６階の市民センターを工事期間中借りることができる想定

ステップ① ステップ④ ステップ⑤ ステップ⑥ 工事完成 備考

【仮設利用】 【仮設利用】 【仮設利用】 【全面改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

講堂を研修室として利用 講堂を研修室として利用 講堂を仮眠室として利用 屋上防水含む

改修
内容

※６階で足りなければ利用 内装撤去・新設工事

【仮設利用】 【仮設利用】 【全面改修】 【改修済】 【改修済】

料理実習室・婦人室を食堂、談話
コーナーを休憩室として利用

和室を仮眠室、料理実習室・談話
コーナーを休憩室として利用

改修
内容

内装撤去・新設工事

【全面改修】 【仮設利用（改修済）】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

講習室を企画G以外の事務室として
利用

改修
内容

内装撤去・改修 企画Gの事務室として利用再開

【現状利用】 【現状利用】 【部分改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

仮眠室・休憩室

改修
内容

【現状利用】 【全面改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

事務室エリア 事務室として利用再開 事務室として利用 事務室として利用 事務室として利用

改修
内容

内装撤去・改修

【現状利用】 【部分改修】 【部分改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

食堂・談話・休憩室・東側洗面エリ
ア

西側洗面エリア・仮眠室・その他エ
リア

３階事務室として利用 ３階事務室として利用 ３階事務室として利用

改修
内容

内装撤去・改修 ※女性エリアを４階と共有

【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【全面改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

車路を半分に分けて改修

改修
内容

※車路を使いながら改修

【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【全面改修】 【改修済】

雨水、防水改修、
電気設備切替工事

改修
内容

【仮設利用】 【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【全面改修】 【改修済】

音楽練習は外で行う 本敷地外構

改修
内容

【外壁改修】 【外壁改修】 【外壁改修】 【外壁改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

仮設工事 調査 サッシの改修 外壁補修

【現状利用】 【仮設利用】 【現状利用】 【仮設利用】 【全面改修】 【改修済】 【改修済】

仮設用風呂・トイレ設置 消防車など仮置き 電気室を建築、設備導入

※４階緊急指令室については、別途工事として本計画からは除いています。

※ステップ③における仮眠室の改修は、エリア分けして順々に改修を行う想定。

※ステップ５において、エレベーターを１基ずつ改修

※階段は各階に分けて改修
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工事

（豊橋市）中消防署改修調査・計画 現状利用 改修中 仮設利用 改修済み

■改修ステップ図　※６階の市民センターを工事期間中借りることができる想定

ステップ① ステップ④ ステップ⑤ ステップ⑥ 工事完成 備考

【仮設利用】 【仮設利用】 【仮設利用】 【全面改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

講堂を研修室として利用 講堂を研修室として利用 講堂を仮眠室として利用 屋上防水含む

改修
内容

※６階で足りなければ利用 内装撤去・新設工事

【仮設利用】 【仮設利用】 【全面改修】 【改修済】 【改修済】

料理実習室・婦人室を食堂、談話
コーナーを休憩室として利用

和室を仮眠室、料理実習室・談話
コーナーを休憩室として利用

改修
内容

内装撤去・新設工事

【全面改修】 【仮設利用（改修済）】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

講習室を企画G以外の事務室として
利用

改修
内容

内装撤去・改修 企画Gの事務室として利用再開

【現状利用】 【現状利用】 【部分改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

仮眠室・休憩室

改修
内容

【現状利用】 【全面改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

事務室エリア 事務室として利用再開 事務室として利用 事務室として利用 事務室として利用

改修
内容

内装撤去・改修

【現状利用】 【部分改修】 【部分改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

食堂・談話・休憩室・東側洗面エリ
ア

西側洗面エリア・仮眠室・その他エ
リア

３階事務室として利用 ３階事務室として利用 ３階事務室として利用

改修
内容

内装撤去・改修 ※女性エリアを４階と共有

【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【全面改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

車路を半分に分けて改修

改修
内容

※車路を使いながら改修

【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【全面改修】 【改修済】

雨水、防水改修、
電気設備切替工事

改修
内容

【仮設利用】 【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【全面改修】 【改修済】

音楽練習は外で行う 本敷地外構

改修
内容

【外壁改修】 【外壁改修】 【外壁改修】 【外壁改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

仮設工事 調査 サッシの改修 外壁補修

【現状利用】 【仮設利用】 【現状利用】 【仮設利用】 【全面改修】 【改修済】 【改修済】

仮設用風呂・トイレ設置 消防車など仮置き 電気室を建築、設備導入

※４階緊急指令室については、別途工事として本計画からは除いています。

※ステップ③における仮眠室の改修は、エリア分けして順々に改修を行う想定。

※ステップ５において、エレベーターを１基ずつ改修

※階段は各階に分けて改修
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（豊橋市）中消防署改修調査・計画 現状利用 改修中 仮設利用 改修済み

■改修ステップ図　※６階の市民センターを工事期間中借りることができる想定

ステップ① ステップ④ ステップ⑤ ステップ⑥ 工事完成 備考

【仮設利用】 【仮設利用】 【仮設利用】 【全面改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

講堂を研修室として利用 講堂を研修室として利用 講堂を仮眠室として利用 屋上防水含む

改修
内容

※６階で足りなければ利用 内装撤去・新設工事

【仮設利用】 【仮設利用】 【全面改修】 【改修済】 【改修済】

料理実習室・婦人室を食堂、談話
コーナーを休憩室として利用

和室を仮眠室、料理実習室・談話
コーナーを休憩室として利用

改修
内容

内装撤去・新設工事

【全面改修】 【仮設利用（改修済）】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

講習室を企画G以外の事務室として
利用

改修
内容

内装撤去・改修 企画Gの事務室として利用再開

【現状利用】 【現状利用】 【部分改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

仮眠室・休憩室

改修
内容

【現状利用】 【全面改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

事務室エリア 事務室として利用再開 事務室として利用 事務室として利用 事務室として利用

改修
内容

内装撤去・改修

【現状利用】 【部分改修】 【部分改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

食堂・談話・休憩室・東側洗面エリ
ア

西側洗面エリア・仮眠室・その他エ
リア

３階事務室として利用 ３階事務室として利用 ３階事務室として利用

改修
内容

内装撤去・改修 ※女性エリアを４階と共有

【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【全面改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

車路を半分に分けて改修

改修
内容

※車路を使いながら改修

【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【全面改修】 【改修済】

雨水、防水改修、
電気設備切替工事

改修
内容

【仮設利用】 【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【全面改修】 【改修済】

音楽練習は外で行う 本敷地外構

改修
内容

【外壁改修】 【外壁改修】 【外壁改修】 【外壁改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

仮設工事 調査 サッシの改修 外壁補修

【現状利用】 【仮設利用】 【現状利用】 【仮設利用】 【全面改修】 【改修済】 【改修済】

仮設用風呂・トイレ設置 消防車など仮置き 電気室を建築、設備導入

※４階緊急指令室については、別途工事として本計画からは除いています。

※ステップ③における仮眠室の改修は、エリア分けして順々に改修を行う想定。

※ステップ５において、エレベーターを１基ずつ改修

※階段は各階に分けて改修

東側敷地

エリア

エリア

エリア

ステップ③

エリア

エリア

５階

４階

エリア

３階

１階

エリア

エリア

エリア

外構

外壁
屋上

水廻り
改修
（西）

上階の配
管工事に
伴う天井

工事

上階の配
管工事に
伴う天井

工事

上階の配
管工事に
伴う天井

工事

水廻り
改修
（東）

上階の配
管工事に
伴う天井

工事

B1階

エリア

２階

エリア

水廻り
改修
（東）

水廻り
改修
（西）

水廻り
改修
（西）

水廻り
改修
（西）

ステップ②

水廻り
改修
（東）

水廻り
改修
（東）６階

（休館）

７階

上階の配
管工事に
伴う天井

工事

（豊橋市）中消防署改修調査・計画 現状利用 改修中 仮設利用 改修済み

■改修ステップ図　※６階の市民センターを工事期間中借りることができる想定

ステップ① ステップ④ ステップ⑤ ステップ⑥ 工事完成 備考

【仮設利用】 【仮設利用】 【仮設利用】 【全面改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

講堂を研修室として利用 講堂を研修室として利用 講堂を仮眠室として利用 屋上防水含む

改修
内容

※６階で足りなければ利用 内装撤去・新設工事

【仮設利用】 【仮設利用】 【全面改修】 【改修済】 【改修済】

料理実習室・婦人室を食堂、談話
コーナーを休憩室として利用

和室を仮眠室、料理実習室・談話
コーナーを休憩室として利用

改修
内容

内装撤去・新設工事

【全面改修】 【仮設利用（改修済）】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

講習室を企画G以外の事務室として
利用

改修
内容

内装撤去・改修 企画Gの事務室として利用再開

【現状利用】 【現状利用】 【部分改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

仮眠室・休憩室

改修
内容

【現状利用】 【全面改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

事務室エリア 事務室として利用再開 事務室として利用 事務室として利用 事務室として利用

改修
内容

内装撤去・改修

【現状利用】 【部分改修】 【部分改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

食堂・談話・休憩室・東側洗面エリ
ア

西側洗面エリア・仮眠室・その他エ
リア

３階事務室として利用 ３階事務室として利用 ３階事務室として利用

改修
内容

内装撤去・改修 ※女性エリアを４階と共有

【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【全面改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

車路を半分に分けて改修

改修
内容

※車路を使いながら改修

【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【全面改修】 【改修済】

雨水、防水改修、
電気設備切替工事

改修
内容

【仮設利用】 【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【全面改修】 【改修済】

音楽練習は外で行う 本敷地外構

改修
内容

【外壁改修】 【外壁改修】 【外壁改修】 【外壁改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

仮設工事 調査 サッシの改修 外壁補修

【現状利用】 【仮設利用】 【現状利用】 【仮設利用】 【全面改修】 【改修済】 【改修済】

仮設用風呂・トイレ設置 消防車など仮置き 電気室を建築、設備導入

※４階緊急指令室については、別途工事として本計画からは除いています。

※ステップ③における仮眠室の改修は、エリア分けして順々に改修を行う想定。

※ステップ５において、エレベーターを１基ずつ改修

※階段は各階に分けて改修

東側敷地

エリア

エリア

エリア

ステップ③

エリア

エリア

５階

４階

エリア

３階

１階

エリア

エリア

エリア

外構

外壁
屋上

水廻り
改修
（西）

上階の配
管工事に
伴う天井

工事

上階の配
管工事に
伴う天井

工事

上階の配
管工事に
伴う天井

工事

水廻り
改修
（東）

上階の配
管工事に
伴う天井

工事

B1階

エリア

２階

エリア

水廻り
改修
（東）

水廻り
改修
（西）

水廻り
改修
（西）

水廻り
改修
（西）

ステップ②

水廻り
改修
（東）

水廻り
改修
（東）６階

（休館）

７階

上階の配
管工事に
伴う天井

工事

（豊橋市）中消防署改修調査・計画 現状利用 改修中 仮設利用 改修済み

■改修ステップ図　※６階の市民センターを工事期間中借りることができる想定

ステップ① ステップ④ ステップ⑤ ステップ⑥ 工事完成 備考

【仮設利用】 【仮設利用】 【仮設利用】 【全面改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

講堂を研修室として利用 講堂を研修室として利用 講堂を仮眠室として利用 屋上防水含む

改修
内容

※６階で足りなければ利用 内装撤去・新設工事

【仮設利用】 【仮設利用】 【全面改修】 【改修済】 【改修済】

料理実習室・婦人室を食堂、談話
コーナーを休憩室として利用

和室を仮眠室、料理実習室・談話
コーナーを休憩室として利用

改修
内容

内装撤去・新設工事

【全面改修】 【仮設利用（改修済）】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

講習室を企画G以外の事務室として
利用

改修
内容

内装撤去・改修 企画Gの事務室として利用再開

【現状利用】 【現状利用】 【部分改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

仮眠室・休憩室

改修
内容

【現状利用】 【全面改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

事務室エリア 事務室として利用再開 事務室として利用 事務室として利用 事務室として利用

改修
内容

内装撤去・改修

【現状利用】 【部分改修】 【部分改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

食堂・談話・休憩室・東側洗面エリ
ア

西側洗面エリア・仮眠室・その他エ
リア

３階事務室として利用 ３階事務室として利用 ３階事務室として利用

改修
内容

内装撤去・改修 ※女性エリアを４階と共有

【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【全面改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

車路を半分に分けて改修

改修
内容

※車路を使いながら改修

【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【全面改修】 【改修済】

雨水、防水改修、
電気設備切替工事

改修
内容

【仮設利用】 【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【全面改修】 【改修済】

音楽練習は外で行う 本敷地外構

改修
内容

【外壁改修】 【外壁改修】 【外壁改修】 【外壁改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

仮設工事 調査 サッシの改修 外壁補修

【現状利用】 【仮設利用】 【現状利用】 【仮設利用】 【全面改修】 【改修済】 【改修済】

仮設用風呂・トイレ設置 消防車など仮置き 電気室を建築、設備導入

※４階緊急指令室については、別途工事として本計画からは除いています。

※ステップ③における仮眠室の改修は、エリア分けして順々に改修を行う想定。

※ステップ５において、エレベーターを１基ずつ改修

※階段は各階に分けて改修

東側敷地

エリア

エリア

エリア

ステップ③

エリア

エリア

５階

４階

エリア

３階

１階

エリア

エリア

エリア

外構

外壁
屋上

水廻り
改修
（西）

上階の配
管工事に
伴う天井

工事

上階の配
管工事に
伴う天井

工事

上階の配
管工事に
伴う天井

工事

水廻り
改修
（東）

上階の配
管工事に
伴う天井

工事

B1階

エリア

２階

エリア

水廻り
改修
（東）

水廻り
改修
（西）

水廻り
改修
（西）

水廻り
改修
（西）

ステップ②

水廻り
改修
（東）

水廻り
改修
（東）６階

（休館）

７階

上階の配
管工事に
伴う天井

工事

９．法規チェック表及びチェック図面
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株式会社　伊藤建築設計事務所

（豊橋市）中消防署改修調査・計画 現状利用 改修中 仮設利用 改修済み

■改修ステップ図　※６階の市民センターを工事期間中借りることができる想定

ステップ① ステップ④ ステップ⑤ ステップ⑥ 工事完成 備考

【仮設利用】 【仮設利用】 【仮設利用】 【全面改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

講堂を研修室として利用 講堂を研修室として利用 講堂を仮眠室として利用 屋上防水含む

改修
内容

※６階で足りなければ利用 内装撤去・新設工事

【仮設利用】 【仮設利用】 【全面改修】 【改修済】 【改修済】

料理実習室・婦人室を食堂、談話
コーナーを休憩室として利用

和室を仮眠室、料理実習室・談話
コーナーを休憩室として利用

改修
内容

内装撤去・新設工事

【全面改修】 【仮設利用（改修済）】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

講習室を企画G以外の事務室として
利用

改修
内容

内装撤去・改修 企画Gの事務室として利用再開

【現状利用】 【現状利用】 【部分改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

仮眠室・休憩室

改修
内容

【現状利用】 【全面改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

事務室エリア 事務室として利用再開 事務室として利用 事務室として利用 事務室として利用

改修
内容

内装撤去・改修

【現状利用】 【部分改修】 【部分改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

食堂・談話・休憩室・東側洗面エリ
ア

西側洗面エリア・仮眠室・その他エ
リア

３階事務室として利用 ３階事務室として利用 ３階事務室として利用

改修
内容

内装撤去・改修 ※女性エリアを４階と共有

【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【全面改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

車路を半分に分けて改修

改修
内容

※車路を使いながら改修

【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【全面改修】 【改修済】

雨水、防水改修、
電気設備切替工事

改修
内容

【仮設利用】 【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【全面改修】 【改修済】

音楽練習は外で行う 本敷地外構

改修
内容

【外壁改修】 【外壁改修】 【外壁改修】 【外壁改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

仮設工事 調査 サッシの改修 外壁補修

【現状利用】 【仮設利用】 【現状利用】 【仮設利用】 【全面改修】 【改修済】 【改修済】

仮設用風呂・トイレ設置 消防車など仮置き 電気室を建築、設備導入

※４階緊急指令室については、別途工事として本計画からは除いています。

※ステップ③における仮眠室の改修は、エリア分けして順々に改修を行う想定。

※ステップ５において、エレベーターを１基ずつ改修

※階段は各階に分けて改修

東側敷地

エリア

エリア

エリア

ステップ③

エリア

エリア

５階

４階

エリア

３階

１階

エリア

エリア

エリア

外構

外壁
屋上

水廻り
改修
（西）

上階の配
管工事に
伴う天井

工事

上階の配
管工事に
伴う天井

工事

上階の配
管工事に
伴う天井

工事

水廻り
改修
（東）

上階の配
管工事に
伴う天井

工事

B1階

エリア

２階

エリア

水廻り
改修
（東）

水廻り
改修
（西）

水廻り
改修
（西）

水廻り
改修
（西）

ステップ②

水廻り
改修
（東）

水廻り
改修
（東）６階

（休館）

７階

上階の配
管工事に
伴う天井

工事

（豊橋市）中消防署改修調査・計画 現状利用 改修中 仮設利用 改修済み

■改修ステップ図　※６階の市民センターを工事期間中借りることができる想定

ステップ① ステップ④ ステップ⑤ ステップ⑥ 工事完成 備考

【仮設利用】 【仮設利用】 【仮設利用】 【全面改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

講堂を研修室として利用 講堂を研修室として利用 講堂を仮眠室として利用 屋上防水含む

改修
内容

※６階で足りなければ利用 内装撤去・新設工事

【仮設利用】 【仮設利用】 【全面改修】 【改修済】 【改修済】

料理実習室・婦人室を食堂、談話
コーナーを休憩室として利用

和室を仮眠室、料理実習室・談話
コーナーを休憩室として利用

改修
内容

内装撤去・新設工事

【全面改修】 【仮設利用（改修済）】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

講習室を企画G以外の事務室として
利用

改修
内容

内装撤去・改修 企画Gの事務室として利用再開

【現状利用】 【現状利用】 【部分改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

仮眠室・休憩室

改修
内容

【現状利用】 【全面改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

事務室エリア 事務室として利用再開 事務室として利用 事務室として利用 事務室として利用

改修
内容

内装撤去・改修

【現状利用】 【部分改修】 【部分改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

食堂・談話・休憩室・東側洗面エリ
ア

西側洗面エリア・仮眠室・その他エ
リア

３階事務室として利用 ３階事務室として利用 ３階事務室として利用

改修
内容

内装撤去・改修 ※女性エリアを４階と共有

【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【全面改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

車路を半分に分けて改修

改修
内容

※車路を使いながら改修

【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【全面改修】 【改修済】

雨水、防水改修、
電気設備切替工事

改修
内容

【仮設利用】 【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【全面改修】 【改修済】

音楽練習は外で行う 本敷地外構

改修
内容

【外壁改修】 【外壁改修】 【外壁改修】 【外壁改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

仮設工事 調査 サッシの改修 外壁補修

【現状利用】 【仮設利用】 【現状利用】 【仮設利用】 【全面改修】 【改修済】 【改修済】

仮設用風呂・トイレ設置 消防車など仮置き 電気室を建築、設備導入

※４階緊急指令室については、別途工事として本計画からは除いています。

※ステップ③における仮眠室の改修は、エリア分けして順々に改修を行う想定。

※ステップ５において、エレベーターを１基ずつ改修

※階段は各階に分けて改修

東側敷地

エリア

エリア

エリア

ステップ③

エリア

エリア

５階

４階

エリア

３階

１階

エリア

エリア

エリア

外構

外壁
屋上

水廻り
改修
（西）

上階の配
管工事に
伴う天井

工事

上階の配
管工事に
伴う天井

工事

上階の配
管工事に
伴う天井

工事

水廻り
改修
（東）

上階の配
管工事に
伴う天井

工事

B1階

エリア

２階

エリア

水廻り
改修
（東）

水廻り
改修
（西）

水廻り
改修
（西）

水廻り
改修
（西）

ステップ②

水廻り
改修
（東）

水廻り
改修
（東）６階

（休館）

７階

上階の配
管工事に
伴う天井

工事

（豊橋市）中消防署改修調査・計画 現状利用 改修中 仮設利用 改修済み

■改修ステップ図　※６階の市民センターを工事期間中借りることができる想定

ステップ① ステップ④ ステップ⑤ ステップ⑥ 工事完成 備考

【仮設利用】 【仮設利用】 【仮設利用】 【全面改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

講堂を研修室として利用 講堂を研修室として利用 講堂を仮眠室として利用 屋上防水含む

改修
内容

※６階で足りなければ利用 内装撤去・新設工事

【仮設利用】 【仮設利用】 【全面改修】 【改修済】 【改修済】

料理実習室・婦人室を食堂、談話
コーナーを休憩室として利用

和室を仮眠室、料理実習室・談話
コーナーを休憩室として利用

改修
内容

内装撤去・新設工事

【全面改修】 【仮設利用（改修済）】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

講習室を企画G以外の事務室として
利用

改修
内容

内装撤去・改修 企画Gの事務室として利用再開

【現状利用】 【現状利用】 【部分改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

仮眠室・休憩室

改修
内容

【現状利用】 【全面改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

事務室エリア 事務室として利用再開 事務室として利用 事務室として利用 事務室として利用

改修
内容

内装撤去・改修

【現状利用】 【部分改修】 【部分改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

食堂・談話・休憩室・東側洗面エリ
ア

西側洗面エリア・仮眠室・その他エ
リア

３階事務室として利用 ３階事務室として利用 ３階事務室として利用

改修
内容

内装撤去・改修 ※女性エリアを４階と共有

【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【全面改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

車路を半分に分けて改修

改修
内容

※車路を使いながら改修

【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【全面改修】 【改修済】

雨水、防水改修、
電気設備切替工事

改修
内容

【仮設利用】 【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【全面改修】 【改修済】

音楽練習は外で行う 本敷地外構

改修
内容

【外壁改修】 【外壁改修】 【外壁改修】 【外壁改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

仮設工事 調査 サッシの改修 外壁補修

【現状利用】 【仮設利用】 【現状利用】 【仮設利用】 【全面改修】 【改修済】 【改修済】

仮設用風呂・トイレ設置 消防車など仮置き 電気室を建築、設備導入

※４階緊急指令室については、別途工事として本計画からは除いています。

※ステップ③における仮眠室の改修は、エリア分けして順々に改修を行う想定。

※ステップ５において、エレベーターを１基ずつ改修

※階段は各階に分けて改修

東側敷地

エリア

エリア

エリア

ステップ③

エリア

エリア

５階

４階

エリア

３階

１階

エリア

エリア

エリア

外構

外壁
屋上

水廻り
改修
（西）

上階の配
管工事に
伴う天井

工事

上階の配
管工事に
伴う天井

工事

上階の配
管工事に
伴う天井

工事

水廻り
改修
（東）

上階の配
管工事に
伴う天井

工事

B1階

エリア

２階

エリア

水廻り
改修
（東）

水廻り
改修
（西）

水廻り
改修
（西）

水廻り
改修
（西）

ステップ②

水廻り
改修
（東）

水廻り
改修
（東）６階

（休館）

７階

上階の配
管工事に
伴う天井

工事

（豊橋市）中消防署改修調査・計画 現状利用 改修中 仮設利用 改修済み

■改修ステップ図　※６階の市民センターを工事期間中借りることができる想定

ステップ① ステップ④ ステップ⑤ ステップ⑥ 工事完成 備考

【仮設利用】 【仮設利用】 【仮設利用】 【全面改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

講堂を研修室として利用 講堂を研修室として利用 講堂を仮眠室として利用 屋上防水含む

改修
内容

※６階で足りなければ利用 内装撤去・新設工事

【仮設利用】 【仮設利用】 【全面改修】 【改修済】 【改修済】

料理実習室・婦人室を食堂、談話
コーナーを休憩室として利用

和室を仮眠室、料理実習室・談話
コーナーを休憩室として利用

改修
内容

内装撤去・新設工事

【全面改修】 【仮設利用（改修済）】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

講習室を企画G以外の事務室として
利用

改修
内容

内装撤去・改修 企画Gの事務室として利用再開

【現状利用】 【現状利用】 【部分改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

仮眠室・休憩室

改修
内容

【現状利用】 【全面改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

事務室エリア 事務室として利用再開 事務室として利用 事務室として利用 事務室として利用

改修
内容

内装撤去・改修

【現状利用】 【部分改修】 【部分改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

食堂・談話・休憩室・東側洗面エリ
ア

西側洗面エリア・仮眠室・その他エ
リア

３階事務室として利用 ３階事務室として利用 ３階事務室として利用

改修
内容

内装撤去・改修 ※女性エリアを４階と共有

【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【全面改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

車路を半分に分けて改修

改修
内容

※車路を使いながら改修

【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【全面改修】 【改修済】

雨水、防水改修、
電気設備切替工事

改修
内容

【仮設利用】 【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【全面改修】 【改修済】

音楽練習は外で行う 本敷地外構

改修
内容

【外壁改修】 【外壁改修】 【外壁改修】 【外壁改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

仮設工事 調査 サッシの改修 外壁補修

【現状利用】 【仮設利用】 【現状利用】 【仮設利用】 【全面改修】 【改修済】 【改修済】

仮設用風呂・トイレ設置 消防車など仮置き 電気室を建築、設備導入

※４階緊急指令室については、別途工事として本計画からは除いています。

※ステップ③における仮眠室の改修は、エリア分けして順々に改修を行う想定。

※ステップ５において、エレベーターを１基ずつ改修

※階段は各階に分けて改修

東側敷地

エリア

エリア

エリア

ステップ③

エリア

エリア

５階

４階

エリア

３階

１階

エリア

エリア

エリア

外構

外壁
屋上

水廻り
改修
（西）

上階の配
管工事に
伴う天井

工事

上階の配
管工事に
伴う天井

工事

上階の配
管工事に
伴う天井

工事

水廻り
改修
（東）

上階の配
管工事に
伴う天井

工事

B1階

エリア

２階

エリア

水廻り
改修
（東）

水廻り
改修
（西）

水廻り
改修
（西）

水廻り
改修
（西）

ステップ②

水廻り
改修
（東）

水廻り
改修
（東）６階

（休館）

７階

上階の配
管工事に
伴う天井

工事

９. 法規チェック表及びチェック図面
　愛知県人にやさしいまちづくり条例適合状況項目表（中消防署）



豊橋市消防本部中消防署　大規模改造計画書 9.法規チェック及びチェック図面 78

株式会社　伊藤建築設計事務所

（豊橋市）中消防署改修調査・計画 現状利用 改修中 仮設利用 改修済み

■改修ステップ図　※６階の市民センターを工事期間中借りることができる想定

ステップ① ステップ④ ステップ⑤ ステップ⑥ 工事完成 備考

【仮設利用】 【仮設利用】 【仮設利用】 【全面改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

講堂を研修室として利用 講堂を研修室として利用 講堂を仮眠室として利用 屋上防水含む

改修
内容

※６階で足りなければ利用 内装撤去・新設工事

【仮設利用】 【仮設利用】 【全面改修】 【改修済】 【改修済】

料理実習室・婦人室を食堂、談話
コーナーを休憩室として利用

和室を仮眠室、料理実習室・談話
コーナーを休憩室として利用

改修
内容

内装撤去・新設工事

【全面改修】 【仮設利用（改修済）】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

講習室を企画G以外の事務室として
利用

改修
内容

内装撤去・改修 企画Gの事務室として利用再開

【現状利用】 【現状利用】 【部分改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

仮眠室・休憩室

改修
内容

【現状利用】 【全面改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

事務室エリア 事務室として利用再開 事務室として利用 事務室として利用 事務室として利用

改修
内容

内装撤去・改修

【現状利用】 【部分改修】 【部分改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

食堂・談話・休憩室・東側洗面エリ
ア

西側洗面エリア・仮眠室・その他エ
リア

３階事務室として利用 ３階事務室として利用 ３階事務室として利用

改修
内容

内装撤去・改修 ※女性エリアを４階と共有

【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【全面改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

車路を半分に分けて改修

改修
内容

※車路を使いながら改修

【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【全面改修】 【改修済】

雨水、防水改修、
電気設備切替工事

改修
内容

【仮設利用】 【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【全面改修】 【改修済】

音楽練習は外で行う 本敷地外構

改修
内容

【外壁改修】 【外壁改修】 【外壁改修】 【外壁改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

仮設工事 調査 サッシの改修 外壁補修

【現状利用】 【仮設利用】 【現状利用】 【仮設利用】 【全面改修】 【改修済】 【改修済】

仮設用風呂・トイレ設置 消防車など仮置き 電気室を建築、設備導入

※４階緊急指令室については、別途工事として本計画からは除いています。

※ステップ③における仮眠室の改修は、エリア分けして順々に改修を行う想定。

※ステップ５において、エレベーターを１基ずつ改修

※階段は各階に分けて改修

東側敷地

エリア

エリア

エリア

ステップ③

エリア

エリア

５階

４階

エリア

３階

１階

エリア

エリア

エリア

外構

外壁
屋上

水廻り
改修
（西）

上階の配
管工事に
伴う天井

工事

上階の配
管工事に
伴う天井

工事

上階の配
管工事に
伴う天井

工事

水廻り
改修
（東）

上階の配
管工事に
伴う天井

工事

B1階

エリア

２階

エリア

水廻り
改修
（東）

水廻り
改修
（西）

水廻り
改修
（西）

水廻り
改修
（西）

ステップ②

水廻り
改修
（東）

水廻り
改修
（東）６階

（休館）

７階

上階の配
管工事に
伴う天井

工事

（豊橋市）中消防署改修調査・計画 現状利用 改修中 仮設利用 改修済み

■改修ステップ図　※６階の市民センターを工事期間中借りることができる想定

ステップ① ステップ④ ステップ⑤ ステップ⑥ 工事完成 備考

【仮設利用】 【仮設利用】 【仮設利用】 【全面改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

講堂を研修室として利用 講堂を研修室として利用 講堂を仮眠室として利用 屋上防水含む

改修
内容

※６階で足りなければ利用 内装撤去・新設工事

【仮設利用】 【仮設利用】 【全面改修】 【改修済】 【改修済】

料理実習室・婦人室を食堂、談話
コーナーを休憩室として利用

和室を仮眠室、料理実習室・談話
コーナーを休憩室として利用

改修
内容

内装撤去・新設工事

【全面改修】 【仮設利用（改修済）】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

講習室を企画G以外の事務室として
利用

改修
内容

内装撤去・改修 企画Gの事務室として利用再開

【現状利用】 【現状利用】 【部分改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

仮眠室・休憩室

改修
内容

【現状利用】 【全面改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

事務室エリア 事務室として利用再開 事務室として利用 事務室として利用 事務室として利用

改修
内容

内装撤去・改修

【現状利用】 【部分改修】 【部分改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

食堂・談話・休憩室・東側洗面エリ
ア

西側洗面エリア・仮眠室・その他エ
リア

３階事務室として利用 ３階事務室として利用 ３階事務室として利用

改修
内容

内装撤去・改修 ※女性エリアを４階と共有

【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【全面改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

車路を半分に分けて改修

改修
内容

※車路を使いながら改修

【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【全面改修】 【改修済】

雨水、防水改修、
電気設備切替工事

改修
内容

【仮設利用】 【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【全面改修】 【改修済】

音楽練習は外で行う 本敷地外構

改修
内容

【外壁改修】 【外壁改修】 【外壁改修】 【外壁改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

仮設工事 調査 サッシの改修 外壁補修

【現状利用】 【仮設利用】 【現状利用】 【仮設利用】 【全面改修】 【改修済】 【改修済】

仮設用風呂・トイレ設置 消防車など仮置き 電気室を建築、設備導入

※４階緊急指令室については、別途工事として本計画からは除いています。

※ステップ③における仮眠室の改修は、エリア分けして順々に改修を行う想定。

※ステップ５において、エレベーターを１基ずつ改修

※階段は各階に分けて改修

東側敷地

エリア

エリア

エリア

ステップ③

エリア

エリア

５階

４階

エリア

３階

１階

エリア

エリア

エリア

外構

外壁
屋上

水廻り
改修
（西）

上階の配
管工事に
伴う天井

工事

上階の配
管工事に
伴う天井

工事

上階の配
管工事に
伴う天井

工事

水廻り
改修
（東）

上階の配
管工事に
伴う天井

工事

B1階

エリア

２階

エリア

水廻り
改修
（東）

水廻り
改修
（西）

水廻り
改修
（西）

水廻り
改修
（西）

ステップ②

水廻り
改修
（東）

水廻り
改修
（東）６階

（休館）

７階

上階の配
管工事に
伴う天井

工事

（豊橋市）中消防署改修調査・計画 現状利用 改修中 仮設利用 改修済み

■改修ステップ図　※６階の市民センターを工事期間中借りることができる想定

ステップ① ステップ④ ステップ⑤ ステップ⑥ 工事完成 備考

【仮設利用】 【仮設利用】 【仮設利用】 【全面改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

講堂を研修室として利用 講堂を研修室として利用 講堂を仮眠室として利用 屋上防水含む

改修
内容

※６階で足りなければ利用 内装撤去・新設工事

【仮設利用】 【仮設利用】 【全面改修】 【改修済】 【改修済】

料理実習室・婦人室を食堂、談話
コーナーを休憩室として利用

和室を仮眠室、料理実習室・談話
コーナーを休憩室として利用

改修
内容

内装撤去・新設工事

【全面改修】 【仮設利用（改修済）】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

講習室を企画G以外の事務室として
利用

改修
内容

内装撤去・改修 企画Gの事務室として利用再開

【現状利用】 【現状利用】 【部分改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

仮眠室・休憩室

改修
内容

【現状利用】 【全面改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

事務室エリア 事務室として利用再開 事務室として利用 事務室として利用 事務室として利用

改修
内容

内装撤去・改修

【現状利用】 【部分改修】 【部分改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

食堂・談話・休憩室・東側洗面エリ
ア

西側洗面エリア・仮眠室・その他エ
リア

３階事務室として利用 ３階事務室として利用 ３階事務室として利用

改修
内容

内装撤去・改修 ※女性エリアを４階と共有

【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【全面改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

車路を半分に分けて改修

改修
内容

※車路を使いながら改修

【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【全面改修】 【改修済】

雨水、防水改修、
電気設備切替工事

改修
内容

【仮設利用】 【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【全面改修】 【改修済】

音楽練習は外で行う 本敷地外構

改修
内容

【外壁改修】 【外壁改修】 【外壁改修】 【外壁改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

仮設工事 調査 サッシの改修 外壁補修

【現状利用】 【仮設利用】 【現状利用】 【仮設利用】 【全面改修】 【改修済】 【改修済】

仮設用風呂・トイレ設置 消防車など仮置き 電気室を建築、設備導入

※４階緊急指令室については、別途工事として本計画からは除いています。

※ステップ③における仮眠室の改修は、エリア分けして順々に改修を行う想定。

※ステップ５において、エレベーターを１基ずつ改修

※階段は各階に分けて改修

東側敷地

エリア

エリア

エリア

ステップ③

エリア

エリア

５階

４階

エリア

３階

１階

エリア

エリア

エリア

外構

外壁
屋上

水廻り
改修
（西）

上階の配
管工事に
伴う天井

工事

上階の配
管工事に
伴う天井

工事

上階の配
管工事に
伴う天井

工事

水廻り
改修
（東）

上階の配
管工事に
伴う天井

工事

B1階

エリア

２階

エリア

水廻り
改修
（東）

水廻り
改修
（西）

水廻り
改修
（西）

水廻り
改修
（西）

ステップ②

水廻り
改修
（東）

水廻り
改修
（東）６階

（休館）

７階

上階の配
管工事に
伴う天井

工事

９. 法規チェック表及びチェック図面
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株式会社　伊藤建築設計事務所

（豊橋市）中消防署改修調査・計画 現状利用 改修中 仮設利用 改修済み

■改修ステップ図　※６階の市民センターを工事期間中借りることができる想定

ステップ① ステップ④ ステップ⑤ ステップ⑥ 工事完成 備考

【仮設利用】 【仮設利用】 【仮設利用】 【全面改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

講堂を研修室として利用 講堂を研修室として利用 講堂を仮眠室として利用 屋上防水含む

改修
内容

※６階で足りなければ利用 内装撤去・新設工事

【仮設利用】 【仮設利用】 【全面改修】 【改修済】 【改修済】

料理実習室・婦人室を食堂、談話
コーナーを休憩室として利用

和室を仮眠室、料理実習室・談話
コーナーを休憩室として利用

改修
内容

内装撤去・新設工事

【全面改修】 【仮設利用（改修済）】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

講習室を企画G以外の事務室として
利用

改修
内容

内装撤去・改修 企画Gの事務室として利用再開

【現状利用】 【現状利用】 【部分改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

仮眠室・休憩室

改修
内容

【現状利用】 【全面改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

事務室エリア 事務室として利用再開 事務室として利用 事務室として利用 事務室として利用

改修
内容

内装撤去・改修

【現状利用】 【部分改修】 【部分改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

食堂・談話・休憩室・東側洗面エリ
ア

西側洗面エリア・仮眠室・その他エ
リア

３階事務室として利用 ３階事務室として利用 ３階事務室として利用

改修
内容

内装撤去・改修 ※女性エリアを４階と共有

【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【全面改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

車路を半分に分けて改修

改修
内容

※車路を使いながら改修

【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【全面改修】 【改修済】

雨水、防水改修、
電気設備切替工事

改修
内容

【仮設利用】 【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【全面改修】 【改修済】

音楽練習は外で行う 本敷地外構

改修
内容

【外壁改修】 【外壁改修】 【外壁改修】 【外壁改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

仮設工事 調査 サッシの改修 外壁補修

【現状利用】 【仮設利用】 【現状利用】 【仮設利用】 【全面改修】 【改修済】 【改修済】

仮設用風呂・トイレ設置 消防車など仮置き 電気室を建築、設備導入

※４階緊急指令室については、別途工事として本計画からは除いています。

※ステップ③における仮眠室の改修は、エリア分けして順々に改修を行う想定。

※ステップ５において、エレベーターを１基ずつ改修

※階段は各階に分けて改修

東側敷地

エリア

エリア

エリア

ステップ③

エリア

エリア

５階

４階

エリア

３階

１階

エリア

エリア

エリア

外構

外壁
屋上

水廻り
改修
（西）

上階の配
管工事に
伴う天井

工事

上階の配
管工事に
伴う天井

工事

上階の配
管工事に
伴う天井

工事

水廻り
改修
（東）

上階の配
管工事に
伴う天井

工事

B1階

エリア

２階

エリア

水廻り
改修
（東）

水廻り
改修
（西）

水廻り
改修
（西）

水廻り
改修
（西）

ステップ②

水廻り
改修
（東）

水廻り
改修
（東）６階

（休館）

７階

上階の配
管工事に
伴う天井

工事

（豊橋市）中消防署改修調査・計画 現状利用 改修中 仮設利用 改修済み

■改修ステップ図　※６階の市民センターを工事期間中借りることができる想定

ステップ① ステップ④ ステップ⑤ ステップ⑥ 工事完成 備考

【仮設利用】 【仮設利用】 【仮設利用】 【全面改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

講堂を研修室として利用 講堂を研修室として利用 講堂を仮眠室として利用 屋上防水含む

改修
内容

※６階で足りなければ利用 内装撤去・新設工事

【仮設利用】 【仮設利用】 【全面改修】 【改修済】 【改修済】

料理実習室・婦人室を食堂、談話
コーナーを休憩室として利用

和室を仮眠室、料理実習室・談話
コーナーを休憩室として利用

改修
内容

内装撤去・新設工事

【全面改修】 【仮設利用（改修済）】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

講習室を企画G以外の事務室として
利用

改修
内容

内装撤去・改修 企画Gの事務室として利用再開

【現状利用】 【現状利用】 【部分改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

仮眠室・休憩室

改修
内容

【現状利用】 【全面改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

事務室エリア 事務室として利用再開 事務室として利用 事務室として利用 事務室として利用

改修
内容

内装撤去・改修

【現状利用】 【部分改修】 【部分改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

食堂・談話・休憩室・東側洗面エリ
ア

西側洗面エリア・仮眠室・その他エ
リア

３階事務室として利用 ３階事務室として利用 ３階事務室として利用

改修
内容

内装撤去・改修 ※女性エリアを４階と共有

【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【全面改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

車路を半分に分けて改修

改修
内容

※車路を使いながら改修

【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【全面改修】 【改修済】

雨水、防水改修、
電気設備切替工事

改修
内容

【仮設利用】 【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【全面改修】 【改修済】

音楽練習は外で行う 本敷地外構

改修
内容

【外壁改修】 【外壁改修】 【外壁改修】 【外壁改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

仮設工事 調査 サッシの改修 外壁補修

【現状利用】 【仮設利用】 【現状利用】 【仮設利用】 【全面改修】 【改修済】 【改修済】

仮設用風呂・トイレ設置 消防車など仮置き 電気室を建築、設備導入

※４階緊急指令室については、別途工事として本計画からは除いています。

※ステップ③における仮眠室の改修は、エリア分けして順々に改修を行う想定。

※ステップ５において、エレベーターを１基ずつ改修

※階段は各階に分けて改修

東側敷地

エリア

エリア

エリア

ステップ③

エリア

エリア

５階

４階

エリア

３階

１階

エリア

エリア

エリア

外構

外壁
屋上

水廻り
改修
（西）

上階の配
管工事に
伴う天井

工事

上階の配
管工事に
伴う天井

工事

上階の配
管工事に
伴う天井

工事

水廻り
改修
（東）

上階の配
管工事に
伴う天井

工事

B1階

エリア

２階

エリア

水廻り
改修
（東）

水廻り
改修
（西）

水廻り
改修
（西）

水廻り
改修
（西）

ステップ②

水廻り
改修
（東）

水廻り
改修
（東）６階

（休館）

７階

上階の配
管工事に
伴う天井

工事

９. 法規チェック表及びチェック図面
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株式会社　伊藤建築設計事務所

（豊橋市）中消防署改修調査・計画 現状利用 改修中 仮設利用 改修済み

■改修ステップ図　※６階の市民センターを工事期間中借りることができる想定

ステップ① ステップ④ ステップ⑤ ステップ⑥ 工事完成 備考

【仮設利用】 【仮設利用】 【仮設利用】 【全面改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

講堂を研修室として利用 講堂を研修室として利用 講堂を仮眠室として利用 屋上防水含む

改修
内容

※６階で足りなければ利用 内装撤去・新設工事

【仮設利用】 【仮設利用】 【全面改修】 【改修済】 【改修済】

料理実習室・婦人室を食堂、談話
コーナーを休憩室として利用

和室を仮眠室、料理実習室・談話
コーナーを休憩室として利用

改修
内容

内装撤去・新設工事

【全面改修】 【仮設利用（改修済）】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

講習室を企画G以外の事務室として
利用

改修
内容

内装撤去・改修 企画Gの事務室として利用再開

【現状利用】 【現状利用】 【部分改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

仮眠室・休憩室

改修
内容

【現状利用】 【全面改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

事務室エリア 事務室として利用再開 事務室として利用 事務室として利用 事務室として利用

改修
内容

内装撤去・改修

【現状利用】 【部分改修】 【部分改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

食堂・談話・休憩室・東側洗面エリ
ア

西側洗面エリア・仮眠室・その他エ
リア

３階事務室として利用 ３階事務室として利用 ３階事務室として利用

改修
内容

内装撤去・改修 ※女性エリアを４階と共有

【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【全面改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

車路を半分に分けて改修

改修
内容

※車路を使いながら改修

【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【全面改修】 【改修済】

雨水、防水改修、
電気設備切替工事

改修
内容

【仮設利用】 【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【現状利用】 【全面改修】 【改修済】

音楽練習は外で行う 本敷地外構

改修
内容

【外壁改修】 【外壁改修】 【外壁改修】 【外壁改修】 【改修済】 【改修済】 【改修済】

仮設工事 調査 サッシの改修 外壁補修

【現状利用】 【仮設利用】 【現状利用】 【仮設利用】 【全面改修】 【改修済】 【改修済】

仮設用風呂・トイレ設置 消防車など仮置き 電気室を建築、設備導入

※４階緊急指令室については、別途工事として本計画からは除いています。

※ステップ③における仮眠室の改修は、エリア分けして順々に改修を行う想定。

※ステップ５において、エレベーターを１基ずつ改修

※階段は各階に分けて改修

東側敷地

エリア

エリア

エリア

ステップ③

エリア

エリア

５階

４階

エリア

３階

１階

エリア

エリア

エリア

外構

外壁
屋上

水廻り
改修
（西）

上階の配
管工事に
伴う天井

工事

上階の配
管工事に
伴う天井

工事

上階の配
管工事に
伴う天井

工事

水廻り
改修
（東）

上階の配
管工事に
伴う天井

工事

B1階

エリア

２階

エリア

水廻り
改修
（東）

水廻り
改修
（西）

水廻り
改修
（西）

水廻り
改修
（西）

ステップ②

水廻り
改修
（東）

水廻り
改修
（東）６階

（休館）

７階

上階の配
管工事に
伴う天井

工事

９. 法規チェック表及びチェック図面
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株式会社　伊藤建築設計事務所

９. 法規チェック表及びチェック図面
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株式会社　伊藤建築設計事務所

９. 法規チェック表及びチェック図面
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株式会社　伊藤建築設計事務所

９. 法規チェック表及びチェック図面
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株式会社　伊藤建築設計事務所

９. 法規チェック表及びチェック図面
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株式会社　伊藤建築設計事務所

９. 法規チェック表及びチェック図面
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株式会社　伊藤建築設計事務所

９. 法規チェック表及びチェック図面

１階平面図 　S=1/400
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株式会社　伊藤建築設計事務所

９. 法規チェック表及びチェック図面
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株式会社　伊藤建築設計事務所

９. 法規チェック表及びチェック図面
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株式会社　伊藤建築設計事務所

９. 法規チェック表及びチェック図面
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株式会社　伊藤建築設計事務所

９. 法規チェック表及びチェック図面
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株式会社　伊藤建築設計事務所

９. 法規チェック表及びチェック図面
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株式会社　伊藤建築設計事務所

９. 法規チェック表及びチェック図面
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株式会社　伊藤建築設計事務所

10. その他資料（電気設備機器表）
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株式会社　伊藤建築設計事務所

棟別No. 1F 建物名称　：豊橋市中消防署

10. その他資料（電気設備機器表）
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株式会社　伊藤建築設計事務所

棟別No. 2F 建物名称　：豊橋市中消防署

10. その他資料（電気設備機器表）
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株式会社　伊藤建築設計事務所

棟別No. 3F 建物名称　：豊橋市中消防署

10. その他資料（電気設備機器表）
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株式会社　伊藤建築設計事務所

棟別No. 4F 建物名称　：豊橋市中消防署

10. その他資料（電気設備機器表）
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株式会社　伊藤建築設計事務所

棟別No. 5F 建物名称　：豊橋市中消防署

10. その他資料（電気設備機器表）



豊橋市消防本部中消防署　大規模改造計画書 10.その他資料 99

株式会社　伊藤建築設計事務所

棟別No. 6F 建物名称　：豊橋市中消防署

10. その他資料（電気設備機器表）
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株式会社　伊藤建築設計事務所

棟別No. 7F 建物名称　：豊橋市中消防署

10. その他資料（電気設備機器表）
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株式会社　伊藤建築設計事務所

棟別No. RF 建物名称　：豊橋市中消防署

10. その他資料（電気設備機器表）
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株式会社　伊藤建築設計事務所

10. その他資料（照明プロット図）
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株式会社　伊藤建築設計事務所

10. その他資料（照明プロット図）



豊橋市消防本部中消防署　大規模改造計画書 10.その他資料 104

株式会社　伊藤建築設計事務所

10. その他資料（照明プロット図）
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株式会社　伊藤建築設計事務所

10. その他資料（照明プロット図）
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株式会社　伊藤建築設計事務所

10. その他資料（照明プロット図）
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株式会社　伊藤建築設計事務所

10. その他資料（照明プロット図）
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株式会社　伊藤建築設計事務所

10. その他資料（照明プロット図）
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株式会社　伊藤建築設計事務所

10. その他資料（照明プロット図）
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株式会社　伊藤建築設計事務所

10. その他資料（照明プロット図）
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株式会社　伊藤建築設計事務所

10. その他資料（放送設備プロット図）
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株式会社　伊藤建築設計事務所

10. その他資料（放送設備プロット図）
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株式会社　伊藤建築設計事務所

10. その他資料（放送設備プロット図）
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株式会社　伊藤建築設計事務所

10. その他資料（放送設備プロット図）
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株式会社　伊藤建築設計事務所

10. その他資料（放送設備プロット図）
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株式会社　伊藤建築設計事務所

10. その他資料（放送設備プロット図）
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株式会社　伊藤建築設計事務所

10. その他資料（放送設備プロット図）
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株式会社　伊藤建築設計事務所

10. その他資料（放送設備プロット図）
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株式会社　伊藤建築設計事務所

10. その他資料（放送設備プロット図）
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株式会社　伊藤建築設計事務所

10. その他資料（自動火災報知設備プロット図）
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株式会社　伊藤建築設計事務所

10. その他資料（自動火災報知設備プロット図）
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株式会社　伊藤建築設計事務所

10. その他資料（自動火災報知設備プロット図）
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株式会社　伊藤建築設計事務所

10. その他資料（自動火災報知設備プロット図）
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株式会社　伊藤建築設計事務所

10. その他資料（自動火災報知設備プロット図）
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株式会社　伊藤建築設計事務所

10. その他資料（自動火災報知設備プロット図）
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株式会社　伊藤建築設計事務所

10. その他資料（自動火災報知設備プロット図）
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株式会社　伊藤建築設計事務所

10. その他資料（自動火災報知設備プロット図）
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株式会社　伊藤建築設計事務所

10. その他資料（自動火災報知設備プロット図）
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株式会社　伊藤建築設計事務所

10. その他資料（機械設備機器表）　【改修前】
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株式会社　伊藤建築設計事務所

10. その他資料（機械設備機器表）　【改修前】
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株式会社　伊藤建築設計事務所

10. その他資料（機械設備機器表）　【改修前】
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株式会社　伊藤建築設計事務所

10. その他資料（機械設備機器表）　【改修前】10. その他資料（機械設備機器表）　【改修前】
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株式会社　伊藤建築設計事務所

10. その他資料（機械設備機器表）　【改修前】
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株式会社　伊藤建築設計事務所

10. その他資料（機械設備機器表）　【改修前】
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株式会社　伊藤建築設計事務所

10. その他資料（機械設備機器表）　【改修前】
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株式会社　伊藤建築設計事務所

10. その他資料（機械設備機器表）　【改修前】
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株式会社　伊藤建築設計事務所

10. その他資料（機械設備機器表）　【改修前】
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株式会社　伊藤建築設計事務所

10. その他資料（機械設備機器表）　【改修後】
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株式会社　伊藤建築設計事務所

10. その他資料（機械設備機器表）　【改修後】
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株式会社　伊藤建築設計事務所

10. その他資料（機械設備機器表）　【改修後】
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株式会社　伊藤建築設計事務所

10. その他資料（機械設備機器表）　【改修後】
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株式会社　伊藤建築設計事務所

10. その他資料（機械設備機器表）　【改修後】
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株式会社　伊藤建築設計事務所

10. その他資料（機械設備機器表）　【改修後】
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株式会社　伊藤建築設計事務所

10. その他資料（機械設備機器表）　【改修後】
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株式会社　伊藤建築設計事務所

10. その他資料（機械設備機器表）　【改修後】
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株式会社　伊藤建築設計事務所

10. その他資料（機械設備機器表）　【改修後】
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株式会社　伊藤建築設計事務所

10. その他資料（発電機関連資料）
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株式会社　伊藤建築設計事務所

10. その他資料（発電機関連資料）
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株式会社　伊藤建築設計事務所



10. その他資料（発電機関連資料）
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株式会社　伊藤建築設計事務所

10. その他資料（発電機関連資料）
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株式会社　伊藤建築設計事務所

発電機検討資料（その他案）

【燃料消費量を抑える構成案】 【最重要機器のみ非常用発電機二重化案】

・備蓄燃料が不足することから、無負荷運転分の燃料消費を抑えるために発電機燃料を見直した案。
・３ΦＦを稼働させると７２時間の燃料備蓄はないため、台風などの一時的な停電対応のみ３ΦＦを使用する
ことが可能。
・絶対に稼働させたい電源で系統を構成、制御をシンプルにしている。

・地下タンクを増設しなくても燃料消費量を抑制するメリットのある構成案。

10. その他資料（発電機関連資料）


